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「資源環境と人類 2023 シンポジウム」 開催にあたって

明治大学黒耀石研究センターは、資源環境に対する人類の働きかけと歴史的変化の追究を統一的な
テーマに掲げ、その中心に石器石材としての黒曜石をおいています。『資源環境と人類』と題した機関
誌は13号を数え、今回の『日本列島および東ユーラシアにおける細石刃石器群の展開』も「資源環境
と人類2023シンポジウム」として開催されます。
これまで何人かの研究者が言及しているように、資源は人類による「資源化」が成功して初めて利

用することができます。またそのプロセスには、1．資源の存在する場所へのアプローチと獲得、2．
資源の利用技術の開発、さらに資源の価値共有と流通が含まれています。金（自然金などを除く）を
例にとると、金鉱山の発見と採掘、精錬技術の発明があって初めて金は利用できる資源となり、いま
では国際金取引相場という価値を共有する市場で売買が行われています。
今回のシンポジウムのテーマに沿って説明すると、1．森林限界を越えた場所にあり、一部は氷結し

ていたと思われる信州の黒曜石原産地へのアプローチと原石の獲得、2．その製作技術と工程、さらに
着柄の方法、3．南関東や東海東部への供給とその社会的な共有、が資源化の過程を解明するための検
討課題となるのでしょう。また愛鷹・箱根山麓をはじめ相模野や矢出川遺跡群で多用された神津島産
黒曜石を資源化するには、黒潮海域にある神津島との間を往復航海する技術が必要でした。
細石器段階の信州の原産地直下には、その集中的な製作の痕跡を示す遺跡が存在しません。原石を

獲得した細石器集団の濃密な活動が初めて残されるのは、原産地から30㎞以上離れた矢出川遺跡群で
した。この点で男女倉遺跡群などの原産地遺跡が形成された尖頭器石器群とは、資源化に関わる行動
が原石獲得の時点から異なっていたと考えられます。
いっぽう神津島産黒曜石を携えた愛鷹・箱根の細石器集団は、その途上に活動の跡をほとんど残さず、

一気に矢出川遺跡群に到達しています。ここでは信州系黒曜石と神津島産黒曜石という異なる黒曜石
の価値が共有されたことでしょう。原産地周辺での活動が希薄な細石刃石器群にとって、矢出川遺跡
は黒曜石の資源化についても重要な鍵を握る遺跡ということができます。
明治大学では矢出川遺跡の調査を繰り返し行い、その成果をもとに国内の細石器研究に大きな貢献

を果たしてきました。実は私も1981年の総合調査に参加し、野辺山高原の厳しい自然環境と多量に
出土する細石器に圧倒された経験があります。今回、矢出川遺跡で細石刃が発見されて70周年を記念
して「資源環境と人類2023シンポジウム」が開催されることは、黒耀石研究センターとしても極め
て意義深く、また黒曜石の資源化についてもさらに議論が深まることを期待しています。

　　　　　　　　　　　　　　2023年 11月 11日
明治大学黒耀石研究センター　副センター長

池谷　信之
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細石刃石器群研究の進展によせて

1990年、信州野辺山高原の中ッ原遺跡群5B地点遺跡において、私たちは削片系細石刃石器群の学
術発掘調査を企てました。私自身は28歳の頃で、科研費も何もなく無謀ともいえる調査でしたが、み
な手弁当でこころよく発掘にやって来てくれました。その折、やはり何かしらの研究組織が必要だろ
うということで、若い仲間に集まってもらい八ヶ岳旧石器研究グループが結成されました。
その後、２度にわたる中ッ原遺跡群1G地点遺跡（５B遺跡の 500m東）の細石刃石器群の調査を

おこない、1
・
日
・
石器研究グループと揶揄された私たちも、気が付くと30余年の歳月を抱き、すでに私

自身は公職をリタイアしています。
よく知られているように野辺山高原は、矢出川遺跡で1953年に細石刃が日本で初めて発見された地

です。私たちはその発見の40年後にあたる1993年に「細石刃文化研究の新たなる展開」と称したシ
ンポジウムを開催し、新しい研究の方向性を模索しました。節目となる50年には、「日本の細石刃文化」
と称した総括的なシンポジウムを実施、列島内で1792か所の細石刃遺跡を集成し、ささやかながらデー
タべースの基礎を構築しました。そして60年目の 2013年は、明治大学黒耀石研究センターと共催で、
「日本列島における細石刃石器群の起源」を追うシンポジウムを開催いたしました。

70周年目となる本2023年も、明治大学黒耀石研究センターにも主催いただき「日本列島および東ユー
ラシアにおける細石刃石器群の展開」のテーマでシンポジウムを実施することになりました。特別講
演では最新のゲノム研究の成果を東京大学大学院の太田博樹先生にお話しいただきます。基調講演で
は旧石器研究のレジェンドともいえる稲田孝司、田村隆先生に、隣国韓国からは張龍俊先生、中国の
旧石器研究に造詣の深い加藤真二奈良文化財研究所副所長にもご登壇いただきます。すべての方のお
名前を掲げられず恐縮ですが、ベテランから中堅の方、そして特に若い大学院生の皆さんにも発表い
ただく機会を設けることができました。ご発表いただく皆様には心より御礼を申し上げます。
次の80周年のシンポジウムは何をやるの、と気の早いご心配下さる方がいますが、私はこの世には

いない可能性もあるよ、と冗談めいて答えるようにしています。しかし、ここで発表いただく中堅や
若い方々が、新しい研究の扉を開いてくれることを、じつは確信をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年 11月 11日
八ヶ岳旧石器研究グループ　代表

堤　　隆
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資源環境と人類 2023　シンポジウム

細石刃石器群発見 70 周年記念

「日本列島および東ユーラシアにおける細石刃石器群の展開」

【プログラム】 

2023 年 11 月 11 日（土）　

　9:30- 9:40　 池谷　信之
                             開会あいさつ・主旨説明
　   9:40-10:10　 堤　隆（黒耀石研究センター）
                                研究発表　小石刃生産と細石刃生産をめぐって
     10:10-10:40　 大場　正善
　                       研究発表　細石刃の作り方
　　　　　　　　　《休憩》
　 11:00-12:00　 田村　隆
　    　　　　　　　基調講演　日本列島の細石器と細石刃
                                       《休憩》
     13:00-14:00　 稲田　孝司
　                        基調講演　コロニーの形成、なぜ湧別集団だけなのか
     14:00-14:30　 高倉　純　   

　　                           研究発表　北海道南西部における細石刃石器群研究の進展
                                    《休憩》
     14:40-15:10　 諏訪間　順　   

　　　　　　　　　研究発表　神奈川の細石刃出現期と尖頭器
     15:10-15:40　 芝　康次郎　   

　　　　　　　　　研究発表　古本州島における細石刃石器群の出現と展開
     15:40-16:10　 平澤　悠　   

　　　　　　　　　研究発表　内陸アラスカにおける完新世細石刃文化の変容と終焉
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2023 年 11 月 12 日（日）

        9:30-10:00　 加藤　真二
        　　　　　　　研究発表　中国細石刃石器群の展開　　

      10:00-10:30　 大谷　薫
　   　　　　　　 研究発表　朝鮮半島の細石刃石器群
                                       　 《休憩》
     10:40-11:40　 張　龍俊
　                           基調講演　韓半島における黒曜石の原産地ネットワーク
     11:40-12:20　 パネルディスカッション
     12:20-13:00　 ポスターセッションコアタイム　   

　　                               　  《休憩》
     14:00-15:30　 太田　博樹 

　　                            特別講演　古代ゲノムからみた日本列島への人類の拡散
     15:30-15:40　質疑応答
     15;40-　　　   堤　隆
　　　                        閉会あいさつ

ポスター発表　 
　  ポスター１　 青木　要祐ほか
		  　　 タチカルシュナイ第Ｖ遺跡Ｃ地点出土の黒曜石原産地と水和層の解釈
      ポスター 2　  村井　咲月
　　　　　　　　東海地方西部における細石刃剥離技術と石材環境
　  ポスター３　 両角　太一
　　　　　　　　細石刃植刃槍の投射実験と衝撃剥離痕跡
　 ポスター 4　  金　彦中
　　　　　　　   山形県大石田町角二山遺跡における珪質頁岩製細石刃の剥離技術
     ポスター 5　  加藤　学
　　　　　　　　　 北方系細石刃石器群の南下経路と荒屋遺跡の位置

紙上発表
    紙上発表 1    池谷　信之
                               神津島産黒曜石の海上運搬、そして集住と散開
     紙上発表 2      諸星　良一
　　　　　　　　北方系社会集団が海を渡った時…
      紙上発表 3 　 光石　鳴巳
　　　　　　　　近畿・中四国地方における細石刃石器群研究の課題
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 古代ゲノムからみた日本列島への人類の拡散

太 田　博 樹
東京大学大学院　理学系研究科　生物科学専攻

3

ホモ・サピエンス（現生人類＝ヒト）は 30~10 万年前アフリカ大陸で進化した新種の人類で、
6~5 万年前にアフリカ大陸の外へ出て、ユーラシア大陸へ拡散したと考えられている。ユーラシ
ア大陸の東側へは、２つのルートが想定されていて、南回りルート、北回りルートと呼んでいる。
南回りルートとはヒマラヤ山脈以南を通って東南アジアに到達したルートであり、北回りルート
とはヒマラヤ山脈以北、バイカル湖周辺を通って、北東アジア（東シベリア）に到達したルート
である。
2003 年のヒトゲノム解読の完了宣言以降、現生人類のゲノムはいくつもの国際プロジェクト

のもと、集団レベルで大量にデータが蓄積し解析がなされた。そうした国際プロジェクトの１
つである HUGO Pan-Asian SNP Consortium は、2009 年に Science 誌に発表した “Mapping human 

genetic diversity in Asia” という論文の中で SNP（single nucleotide polymorphism：一塩基多型）デー
タにもとづく集団系統樹を示し、ユーラシア大陸の東側に現在住んでいる人々のほとんど全てが、
東南アジアを起源としているとした。これは考古学データが、北回りルートでのヒトの移動を示
唆し、その痕跡が日本列島にも観られることを完全に無視するものであった。
私たちの研究グループは、2010 年頃から縄文人骨の全ゲノム解読に取り組み、愛知県田原市

の伊川津貝塚から出土した人骨（試料 ID：IK002、約 2 千 8 百年前）のドラフト配列決定に成
功し、2018 年 Science 誌に “The prehistoric peopling of Southeast Asia” というタイトルで最初の報
告をおこなった。ドラフト配列とは全ゲノム解読の草稿という意味で、約 30 億文字からなるヒ
トゲノムを一通り読んだ（２回は読んでいない）という意味である。この論文では、東南アジア
の約８千年前のホアビニアン文化をもつ狩猟採集民を含む 25 体の東南アジアの古人骨のゲノム
解析が実施されたが、驚くべきことに、IK002 はその約８千年前の狩猟採集民と、他のあらゆる
現代東ユーラシア人より、遺伝的に高い親和性を示した。
この結果を受け、私たちは IK002 の祖先が北回りルートを通って日本列島へ到達した集

団に属していたのか、あるいは南回りルートかをゲノムデータを詳細に解析し、2020 年
Communications Biology 誌 に “Ancient Jomon genome sequence analysis sheds light on migration 

patterns of early East Asian populations” という論文を発表した。全ゲノム配列にもとづく最尤法系
統樹は、IK002 の系統が、バイカル湖周辺から発掘された人骨とはクラスターを形成せず、東南
アジア基層集団から現在の東アジア集団が少なくとも約2万６千年前に分岐する以前に分岐した
ことを示した。この結果は、IK002 の系統が南回りルートでユーラシア大陸の東側にたどり着い
た系統であることを示唆する。
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さらに、マルタ人骨（約 2 万３千年前）のゲノムを北回りルートの代表と仮定して、その遺伝
子流入の度合いについて D 統計量をもちいて調べたところ、北東アジア、特にアムール川以北
に現在住んでいる人々のゲノムからは、マルタ人骨のゲノムが統計的に有意に検出されるが、ア
ムール川以南に現在住んでいる人々および IK002 のゲノムからは有意な値では検出されなかっ
た。この結果は、マルタ人骨からIK002への遺伝子流入はほとんどなかったことを示唆する。ただ、
特記すべきは、私たちの報告は IK002 という渥美半島の縄文晩期の個体のゲノム情報にもとづ
くものであり、まだ結論が出たわけでは無い。
ところで、本州・北海道のいずれの縄文人骨でも、ミトコンドリアゲノム（mtDNA）のハプ

ログループでは N9b の頻度が高いことが示されており、このハプログループの系統が、現在シ
ベリアに住んでいる人々に多く観られるハプログループであることから、縄文人は北東アジアと
の関連が高いとされてきた。このため、私たちのゲノム解析の結果が、それ以前のmtDNAハプ
ログループの結果と矛盾するのではないかというコメントをもらうことがあるが、これは矛盾し
ていない。私たちのゲノム配列データをもちいた解析の結果は、現在北東シベリアに住んでいた
人々も南回りルートで東ユーラシアへ到達した人々であることを示しているからだ。ただし、上
述のようにアムール川以北の人々は、北回りルートの人々からの遺伝子流入の影響を大きく受け
ており、アメリカ先住民でもこの傾向へ顕著である。このように、現在の北東アジア集団やアメ
リカ先住民は、南回りルートの人々と北回りルートの人々の交雑によって誕生した集団であった。

mtDNA は母系を反映し、縄文人は現代の北東アジアの人々と、母系での近縁性が高いようで
あるが、もしかすると Sex-biased admixture の結果かもしれない。この点、民族学的な考察が必
要であろう。いずれにしても、これまでの研究で mtDNA のみが調べられてきた個体については、
ゲノム全体としては不明である。今後、これらの個体やより多くの縄文人骨のゲノム解析が、こ
の問題を解決する鍵となる。さらに重大な未解決問題としては、縄文人が日本列島の旧石器時代
人の直接の子孫であるか否かの問題があり、これらについても今度さらなる研究が必要である。



                
　基　調　講　演　 
　　Keynote Lecture





日本列島の細石器と細石刃

田 村　 隆  
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1． 細石器 ・ 細石刃石器群の編年過程 (1)

表 1． 杉原段階説 （杉原 1974）　

表２． 芹沢段階説 （芹沢 1959）　

表 3． Phase 概念の導入 （Kidder et al.1970）　

図 1． Phase の定義 （Phillips and Willey 1953）　

図 2． Phase の文化的意味 （Rouse1955）　
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Fig. 8. Three basic forms of backed blades. 
     Scale: 1/2 
     Ⅰ -Tenagaoka,  Ⅱ -Tonogayato: above and 
      Muta: below,  Ⅲ -Isemiyama  

2. 細石刃・細石器石器群の編年過程（2）

３. 細石器とは何か

表 4. 滝沢編年（滝沢 1963）

図 4. Oda による台形石器標準標本（Oda 前掲）

図 3. 滝沢編年における曽根の石器（滝沢 前掲）

表 5. Oda による台形石器の分類（Oda 1969）

表 6. Oda による細石器の全国編年（Oda  前掲）

図 5. ヨーロッパ MP の細石器
（Fernández-Peris et al. 2020）

図 6. ヨーロッパ UP 初頭における小石刃
（Bordes et al. 2011）
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図 7. 細石器の世界的分布とその出現年代（Clarksons et al. 2018）

図 8. 南関東後期旧石器時代前半期の細石器（田村 2015)）
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図図 9 日日本本列列島島各各地地域域・・各各時時期期のの細細石石器器（（小小石石刃刃・・幾幾何何形形細細石石器器））石石器器群群
図 9． 日本列島各地域・各時期の細石器（小石刃・幾何形細石器）石器群
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図 10. 後期旧石器時代石器群の基本システム 図 11. フェーズ概念の見直し





コロニーの形成、 なぜ湧別集団だけなのか

稲 田　孝 司  
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1．はじめに

旧石器時代最末期の細石刃文化期、湧別技法をもった

集団が北海道から本州へ南下した。彼らは東北・中部地方

と中国地方のそれぞれ日本海側に拠点を形成し、その 2ヵ

所からさかんに太平洋側・瀬戸内側への遊動をくりかえし

た。あたかも細菌やカビがコロニーを形成しながら繁殖す

るのに似ている。先史人類の移動の仕方、あるいは物や技

術・知識の伝播の仕方にはいろいろなパターンがあり、考

古学の重要な研究テーマとなってきた。しかし、人間自身

の移動か、物の移動か、知識だけの移動かなど、議論はそ

れほど単純ではない場合が多い。そうしたなかで湧別技法

をもった集団の本州への南下は、その技術的な特異さと、

移動の起源地と到達地の確実さ、「コロニー形成 + 周辺地

域への回帰遊動」という移動パターンの明確さで、日本列

島の旧石器時代のなかでは人間集団レベルの移動を議論で

きる数少ない事例である。

ところで、北海道の細石刃石器群にはほかにも紅葉山

型・蘭越型・美利河型・峠下型・射的山型・忍路子型など

の石器群がありながら、なぜ湧別集団だけが本州への進出

に成功したのだろうか。これにこたえるためには北海道と

本州の両地域で、それぞれ出発地あるいは到着地としての

条件を検討すべきであろう。ここでは北海道における石器

群の変遷を主に接合母岩資料によって通観し、南下した湧

別技法集団の故地における内的な要因について考えてみた

い。

２． 白滝Ⅰ群石器群

白滝遺跡群の上白滝 8 遺跡でまとまった資料が出土し

ている（長沼・鈴木・直江編 2004、鈴木編 2006）。製品

は微量の台形石器を含む「二次加工ある剥片（RF）」が主体。

部分的に縦長剥片の製作はあるが、組織的な石刃製作はな

い。母岩接合資料の「剥離技術」として「Ⅲ a 類：打面と

作業面を 1 ～数打ごとに入れ替える交互剥離を基本とし、

作業場所(交互剥離の二つの作業面)を転移していくもの。

Ⅲ b 類：打面と作業面の転移に規則性が見られないもの」

をあげ、この両者が白滝Ⅰ群を特徴づける技術だと報告書

は指摘している ( 長沼・鈴木・直江編 2004、136 頁 )。

接合資料の石核には核素材と片素材のものがあり、核

素材の最終形態としては賽子形・角錐形・角柱形になるも

のが多い。これは背向剥離 ( 報告書でいう交互剥離 ) と作

業面転移が多いという技術的な特徴に対応した結果であ

る。

白滝Ⅰ群石器群の石器製作技術の根幹は、剥離部位移

動の仕方の変化でリダクションの多様化を進める、という

点にある。別様にいえば、1 単位の剥離 (1 稜 1 面におけ

る 1 回または複数回の連続剥離 ) が比較的等質だというこ

とになる。例えば、背向剥離では一つの稜をはさんだ 2面

の剥離が比較的等質で、打面と作業面という区別が希薄で

ある。一方が縦長剥片的な剥離で他方が短い打面形成的な

剥離であっても、数回の打面転移でその特徴が入れ替わる。

　

３． 広郷型ナイフ形石器群

上白滝7遺跡Sb4～10の広郷型ナイフ形石器群の場合、

石刃製作は発達するが、石核調整は未発達な段階と報告さ

れている ( 長沼・鈴木・坂本・直江編 2000)。広郷型ナイ

フ形石器が217点含まれ、石刃製作との関係が明白である。

この石刃製作には、背向剥離を多用しながら原石の一端か

ら他端へ直線状に後退して扁平な石核をのこすタイプと、

剥離作業面を側面・背面へ延長して円錐形石核をのこすタ

イプが目立つ。上白滝 7遺跡には打面再生を含む円錐形石

刃核 ( 母岩 18) や、側面タテ稜をともなう石刃剥離 ( 母岩

23) の少数例がある。

製作目的物が明確になると、単位の部位剥離自体が技

術的に個性化し多様化する。これを単位剥離の定式化と呼
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んでおこう。白滝Ⅰ群で特徴的であった背向剥離は、打面

形成・打面再生と目的剥片剥離に分解して定式化し、その

他の剥離部位移動は体部調整を個性化させてタテ稜形成な

どに定式化する。白滝Ⅰ群の石器製作技術の根幹は剥離部

位移動にあったが、ここではそれが定式剥離の進化に転換

する。

しかしながら広郷型ナイフ形石器群での定式剥離は、

なお少数かつ不安定であり、まだ十分に発達していない。

４． 紅葉山型 ・ 蘭越型石刃 ・ 細石刃石器群

体部調整の定式化の中で特に重要なのがタテ稜の形成

であった。ここでいうタテ稜とは、目的剥片の剥離方向を

基準にして、それに平行な稜を、それに直交する方向の剥

離によって形成したものを指す。正確には「石刃剥離平行

稜」というべきだろうが、実際の母岩接合やその実測図を

見る場合にはタテ稜という方が分かりやすい。ちなみに白

滝Ⅰ群に特徴的な賽子形石核にはタテとヨコに交差する稜

が多数見られるが、これらはすべてここでいうヨコ稜にあ

たる。石刃核と細石刃核の両者を視野に入れて技術的な特

性を分析するには、タテ稜の追跡が鍵になる。

紅葉山型石器群は、奥白滝 1 遺跡 Sb7 ～ 10( 長沼・鈴

木・直江編 2002) と服部台 2 遺跡 Sb3 ～ 5( 直江編 2007)

で、蘭越型石器群は柏台 1 遺跡ブロック 2・3・6・12・

14・15( 福井編 1999) でそれぞれ良好な接合資料が出土し

ている。両石器群の石器製作は、①中央のタテ稜形成によ

る石核調整をおこなう点と、②同一母岩のなかで核が石刃

核製作から細石刃製作へと移行する点で共通する。奥白滝

1 遺跡から深い谷をこえて隣の台地の服部台 2 遺跡へ持ち

運ばれた接合母岩 4 例のうち、母岩 25 接合 1013 がタテ

稜形成による石核調整を示す。両遺跡の紅葉山型石器群接

合母岩の中ではこれが明瞭な中央タテ稜形成の唯一例だ

が、遺跡間移動を示す 4 母岩のうちに含まれているから、

これを混入とみなすわけにはいかない。

一方の蘭越型石器群ではタテ稜形成は大半の石刃核・

細石刃石核でなされ、一般化している。例えば柏台 1 遺

跡の接合資料 1-1 は、円筒形石刃核が核の側面を作業面と

しながら小型化して細石刃核に変質した事例で、3 回の下

縁稜調整の他に、正確な剥離段階は不明ながら前縁稜調整

が 2 回見られる。美利河遺跡Ａ地区 Sb13 の蘭越型石核接

合資料 563 は、中央タテ稜形成が完結した原形製作にま

で達した事例である ( 長沼編 1985)。

５． 美利河型細石刃石器群

新道 4 遺跡集中域Ａ・Ｂの石器群 ( 千葉 1988) がもっ

とも多量の接合資料を含んでおり、美利河 1 遺跡Ａ地区

Sb13 等でも良好な資料が得られている。

この石器群は、紅葉山型や蘭越型の石器群に対し、同

一母岩のうちに石刃核と細石刃核を含む点で共通するが、

石刃核と細石刃核の形成段階が明白に分かれ、両者の型

式が区別される点で差異がある。例えば新道 4 遺跡の母

岩 50 は、搬入時の石刃核は前後に中央タテ稜をもつ円錐

形であったが、その核は剥離作業の最終段階で美利河型細

石刃核に変質した。石刃核の石刃剥離方向と細石刃核の細

石刃剥離方向が直交して、両者の剥離段階は明白に区分さ

れる。新道 4 遺跡の報告書記述のみからは詳しい剥離過

程を復元することはできないが、報告された 56 母岩の多

くで細石刃核の細石刃剥離方向が原石長軸に対して直交し

ており、母岩 50 と同じ傾向にあったと思われる ( 母岩 54

は石刃と細石刃の剥離方向が一致するが、原石との関係は

不明 )。新道 4 遺跡では石刃核と同母岩の細石刃核は少数

で、むしろ礫から直接か、剥片製作をはさんで細石刃核に

至る例が圧倒的多数で、この点も美利河型細石刃石器群の

特徴といえよう。いずれにしても、両面調整の細石刃核原

形を先に完成させてから細石刃剥離をはじめる接合資料は

ない。美利河 1 遺跡の著名な N0.149 接合資料は製作過程

が詳細に報告されており、打面形成を優先させながら体部

調整と細石刃剥離を進めていく過程が明瞭である。

６． 湧別技法 ( 札滑型 ・ 白滝型 ) 細石刃石器群 ・ 忍路子型

細石刃石器群

これら細石刃石器群の石器製作技術は、細石刃核の原

形製作が広く一般化したことで特徴づけられる。湧別技法

については原形製作の存在が学史の早くから指摘されてき

たところで、現時点でもその蓋然性はたかい。ただ、湧別

技法の原形となる両面石器は個別資料としては報告されて

いるものの、原石から原形をへて最終的な細石刃核までを

含む接合母岩資料の好例にあまり恵まれず、一般的な石刃

核や円盤状石核とどのように関係するかを追究することは
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なお今後の課題である。

忍路子型細石刃核における核素材原形製作は上士幌町

居辺 17 遺跡の細石刃石器群 ( 大矢編 2001) 等の資料で明

白だが、良好な接合資料は報告されていない。一方高倉純

氏は、吉井沢遺跡などの石刃素材とわかる事例をもとに、

忍路子型細石刃核とその原形製作には石刃素材と調和的な

面があることを指摘しており ( 高倉 2000)、大勢としては

石刃石器群の枠組みに吸収されてゆくのであろう。もとか

ら片素材の峠下型や射的山型の細石刃核は石刃石器群のな

かで大いに発展した。原石の核素材による細石刃核原形製

作は湧別技法において一般化したが、まさにそれゆえに湧

別技法自体は石刃石器群の枠組みからは外れ、北海道では

急速に衰退した。

７． 剥片素材細石刃核について

ここでは原石母岩の核の変容を主な課題としたので、峠

下型や射的山型の片素材細石刃核をとりあげなかった。核

素材紅葉山型細石刃核の接合資料には、少数ながら片素材

細石刃核がともなう ( 奥白滝 1 遺跡母岩 26・42 等 )。核

素材は紅葉山 M 型、片素材は紅葉山 m 型とも呼べるだろ

う。峠下型細石刃核は古くから単独型式として扱われ、そ

の分類は今も有効であるけれども、同一型式のセット関係

を重視すれば、美利河型にともなう峠下型は美利河 m 型、

湧別技法にともなう峠下型は湧別 m 型という区分もあり

うる。紅葉山m型は素材剥片の剥離方向に沿った側面 (長

辺側 ) を細石刃剥離作業面とし、美利河 m 型と湧別 m 型

は素材剥片の剥離方向とは直交する小口面 ( 剥片の打面ま

たは末端 ) を作業面とする違いがある。このことは、紅葉

山型の核素材細石刃核の細石刃剥離作業面が原石長軸と平

行し、美利河・湧別のそれが直交することと軌を一にして

いる。

実際には個々の剥片素材石核を見てどの型式に属する

かを判断することは難しい場合も多いのだが、それは製法

の異なる核素材の美利河型細石刃核と湧別技法細石刃核で

図 1． 青森県三沢市五川目 （６） 遺跡の細石刃核
（岩田 ・ 最上 2011 掲載図を一部改変。 1 ： 細石刃核 S-657 、 2 ： 母岩 5 の細石刃核。 アミ目が石刃剥離痕。）
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あっても、剥離が進行してしまえば細石刃核だけで見分け

がつかないことと事情は類似する。蘭越型細石刃核に片素

材細石刃核が接合する母岩資料の具体例をまだ見ないが、

細石刃核原形製作の有無も含めてなお検討課題である。

８． おわりに ―北海道と本州の細石刃石器群―

湧別技法細石刃核に掻器等の他器種製品が接合すると

ころから、原形製作が遊動生活にとって利点があることは

これまでにも指摘されてきた。北海道の細石刃核でその原

形製作をひろく一般化したのが湧別技法であった。

湧別集団以前にも北海道から本州北部へ南下した集団

があった。青森県五川目 (6) 遺跡 ( 岩田・最上編 2011) の

細石刃核資料には石刃剥離から細石刃剥離へと移行した

痕跡が多数みとめられ、新潟県荒川台遺跡 ( 阿部 1992・

2002 他 ) の細石刃石器群にも同様な事例が少数認められ

る。これらが北海道の紅葉山型・蘭越型段階の細石刃石器

群と類似する面をもつことは明らかで、すでに佐藤宏之氏

が論じたところである ( 佐藤 2011 他 )。

五川目 (6) 遺跡出土資料で、石刃剥離から細石刃剥離へ

移行したことがとくに明瞭なのは集中 1 の母岩 5 である

( 図 1-2)。角錐状の細石刃核に打面再生剥片が接合した例

で、打面再生剥片の側面と細石刃核の器体に先行した石刃

剥離痕跡がすくなくとも 4 面はのこる。再生剥片の石刃

痕跡にはそのネガバルブが見られないので、石刃核はさら

に大きかったと思われる。打面再生後にはじめて 6 回ほ

どの細石刃剥離をおこなっている。この石器群には、元の

石刃核が単打面であったことを示唆する細石刃核がある一

方、細石刃核 S-657 のように対向打面であったことを示

す資料もある(図1-1)。石刃素材の細石刃核S-283などは、

石刃と細石刃の剥離方向が平行である。以上のような特徴

は北海道の紅葉山型石刃・細石刃石器群の特徴によく類似

する。

荒川台遺跡の石器群は片素材細石刃核が主体であって、

この点では紅葉山型石器群からはかなり変容した姿といわ

なければならないが、その片素材細石刃核が素材剥片の剥

離方向と平行した側面を細石刃剥離作業面とする点で紅葉

山m 型と一致し、なお祖型をとどめているのであろう。

紅葉山・蘭越型段階の細石刃集団は本州へ南下したけ

れどもひろく根づくことはなかった。細石刃製作において

原形製作の技術を一般化した湧別集団が南下し、コロニー

形成と周辺地域へのひろく執拗な回帰遊動をかさねること

によって、はじめて古本州島の大半地域に影響をおよぼし

たのである。湧別集団はその後本州の在地集団と融合し、

縄文時代草創期の大型磨製石斧や土器をもつ神子柴文化を

生み出したらしい。文物の流れは本州から北海道へと逆流

し、忍路子型細石刃石器群の本州への出番は制約されたも

のと思われる。
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1.  韓半島の黒曜石原産地分析

(1) 原産地分析の槪要

先史時代における黒曜石製石器の存在は、人類の生存

情報と交換ネットワークに関する有用な視座をもたらして

くれる。

韓国では、2000 年代以降から旧石器遺跡での黒曜石製

石器の出土量が増加し続けており、関連研究も活発に行わ

れている (이융조 등 2004, 이혜연 2007, 장윤득 등 2007, 

張龍俊 2006·2013·2014a·2014b, 조남철 등 2004, 조남철·

강형태 등 2006, 조남철·강형태 등 2006, 조남철·최

승엽 2009·2012, 쿠즈민 2004, Popov et al. 2005, Kim et al. 

2007, Kuzmin & Glascock et al. 2004, Kuzmin 2008, Lee & 

Kim 2015, Chang 2013, Chang & Kim 2018, 大谷 薰 2009, 

小畑弘己 2004·2009)。

筆者は、国立中央博物館など 8 つの機関が所蔵する先

史時代の黒曜石のうち 204 点を分析した（国立大邱博物

館 2018、張龍俊、キム・ジョンチャン 2018）。これは韓

国で行われた黒曜石原産地分析のうち、最も多くの試料

を分析した事例となった。試料としたのは、韓半島東北

地域、中部地域、東南部地域と中国地域で発見されたもの

で、比較的出土地が明らかな遺物である。 北朝鮮地域の

黒曜石は試料の確保が難しく、これまできちんとした原産

地分析ができなかったので、東北地域の黒曜石原産地の同

定は非常に重要な試料といえる。韓半島では白頭山周辺地

域でのみ黒曜石が産出する。慶北地域の義城郡で黒曜石と

類似するものが発見されたが、それが黒曜石だとしても、

石器として利用するには粗悪な石質である。現在までの見

解（ソン・チュンテク 2019、イ・ソンボク・ヨンヨンジュ

2015、張龍俊 2013、チョ・ナムチョル・カン・ヒョンテ、

チョン・グァンヨン 2006、チョ・ナムチョル・チェ・ス

ンヨプ 2012）を合わせると、韓半島南部地域に黒曜石産

地が存在する可能性は低い。

白頭山黒曜石原産地は中国との接境地帯を含め、様々

な場所で発見されており、1 か所に偏在しているわけでは

ない。 白頭山黒曜石の産出地の中には、両江道の将軍峰

や香道峰を含む多くの峰付近、雲興郡デジョンピョン、保

川郡白砂峰と南胞胎山（2,433m) がある。白頭山天地周辺

でも黒曜石は発見されている（Popov et al. 2005; Jia et al. 

2010, 2013）。中国側では吉林地域南部で多量の白頭山産

黒曜石が確認されている（張龍俊 2007）。韓半島南部、す

なわち韓国から出土した黒曜石製石器の産地関連情報は、

大まかに次の 4 つにまとめることができる。 第 1 は白頭

山黒曜石、第 2 は日本列島の九州産黒曜石、第 3 は産地

不明、第 4は黒曜石以外の岩石である。

（2） 原産地分析の結果（旧石器時代～新石器時代）

大邱月城洞遺跡から出土した 99 点の黒曜石製石器を分

析した結果、いずれも白頭山が起源であることが明らかに

なった。ここでは、2018 年度に分析した黒曜石 204 点の

産地推定の結果の意義についてまとめてみよう。

i) 白頭山産黒曜石に新しいタイプ、PNK4 を同定。

白頭山産黒曜石はロシア・ウラジオストク研究所（Popov 

et al. 2005）が 3 種類の白頭産黒曜石（PNK1、PNK2、

PNK3）を同定した（Kuzmin 2010）。そのうち PNK3 は

図 1. 分析結果による黒曜石産地別 Ba-La Plot
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ミレニウム火山（946 年の白頭山噴火）の成分であり、こ

れまで考古遺跡から遺物として発見されたことがない。今

回の研究を通じて、白頭山産　黒曜石には従来の 3種類よ

り多くの 4 種類（細分すれば 5 種類）のタイプが確認さ

れた。新しく確認された PNK4 は、咸北山城里山城 2 点、

中国和龍市 1 点、咸北雄基貝塚 1 点の 4 点である。PNK4

はロシアの沿海州や中国から出土している黒曜石とは成分

の違いが明らかであった。

ii) 韓半島東南部地域で後期旧石器時代に遡る日本産黒

曜石を初めて確認。

蔚山新華里と四川梨琴洞出土の黒曜石は日本産だった。

LGM の間に起きた海面下降の時に、日本の対馬や九州地

域から舟で渡ってきた人々との交流痕跡に見える。新華

里遺跡の第 3 文化層（4 区域 A4-5 地区）では、出土した

633 点のうちの後期旧石器時代の黒曜石 1 点と、石刃で作

代の所産である可能性があるが、新石器時代の黒曜石であ

る可能性を排除することはできない。

韓半島中部地域では日本産黒曜石は確認されなかった。

日本産黒曜石は韓半島南部地域に限られて出土している。

石器製作用の黒曜石としてはいずれの地域でも白頭山原産

地のものを最も好んだ。新石器時代にも韓半島東北地域の

白頭山黒曜石が南部でも確認されることもあるが、南海と

隣接する遺跡はすべて日本産黒曜石で石器を製作した。南

海岸地域の貝塚遺跡や島嶼地域の遺跡は、日本の K/H 産

黒曜石を利用した。総点数は89点だった。淀姫産黒曜石は、

新石器時代にのみ出土し（4 点）、韓国の旧石器時代の遺

跡から出土していない。その 4 点は、東三洞貝塚（750-6

番地・750-7 番地、750-9 番地一帯）の石鏃 1 点、剝片石

器 1 点、石銛 1 点と煙臺島貝塚の石鏃 1 点である。南海

岸地域では日本から黒曜石だけが搬入されたのではなく、

られた剝片尖頭器 1 点が日本産であった。石刃製

作を基盤とした石器群で、細石刃関連の遺物はな

く、石材はホルンフェルスが 372 点で最も多かっ

た。新石器時代の遺物は発見されていない。嶺南地

域の旧石器遺跡で最初に確認されたのは日本の K/

H(Koshidtake/Hariozima) 産黒曜石で、新北遺跡の

細石刃石器群で発見された日本産黒曜石よりも早い

時期のものと判断される。日本産黒曜石などが剝片

尖頭器を製作する段階から出土しているので、石器

だけでなく石材の交換もあった可能性がある。日本

産黒曜石製の石器は韓半島と日本列島、両地域の先

史時代交流の直接的な証拠であり、人との接触によ

る交流の歴史が後期旧石器時代からあったことを立

証してくれる。

梨琴洞遺跡は、慶尚南道四川市梨琴洞 446-6 に

位置する。青銅器時代の遺構を調査していたところ、

Ⅳ層とⅤ層で旧石器が発見され、1998 ～ 1999 年

までに 2 回発掘された。一次調査で石器 8 点が出

土し、黒曜石製石器が含まれていた。二次調査では

石器は 27 点が出土した。石刃と細石刃が確認され

ておらず、剝片類には後期旧石器時代に特徴的な狭

義の石器は含まれていなかった。黒曜石製錐は K/

H 産と同定された。海からそれほど遠くないとこ

ろにある梨琴洞遺跡の日本産黒曜石は後期旧石器時 図 2. 204 点の分析結果による白頭山産黒曜石の種類別分布
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も黒曜石ではなかった。これらは肉眼では色や

質感で黒曜石と類似していたが、成分分析では

違いがあった。旧石器人が黒曜石と同様の岩質

を求めて石器製作に利用したと推定することが

できる。

2.  黒曜石の出現時期

韓半島で黒曜石は 2 万 5 千年前以降に出土

している（張龍俊 2006・2013）。 韓半島中部

地域にある鉄原長興里、漣川地域の三巨里と通

峴里、南楊州の好坪洞の細石刃石器群内の黒曜

石製石器が比較的早い時期の資料である。韓半

島東北地方から黒曜石を保有した新しい集団が

中部地域に流入したことは明らかである。黒曜

石は細石刃を作った人々によって重要な石材と

して認識され始め、中部地域に鉄原、漣川、抱

川、麟蹄などを拠点地域とし、南部地域に広がっ

ていった。23,000 ～ 20,000BP には細石刃技

法が全国的に拡散し、黒曜石も一緒に運ばれた。

韓半島地域で 2.5 ～ 2.0 万年前は、石刃を技術

縄文土器、外来系石器や石材、装身具なども流入した。こ

のような事実はモノの交換だけでなく、縄文人たちが海流

に乗って韓半島を訪れていた可能性が高いことを示す。

iii）旧石器時代の石器製作には PNK1 が最も多く使用

され、次いで PNK2 が使用されている。

PNK1 が白頭山周辺の黒曜石の大半を占めており、広

範な分布を見せている。旧石器時代の大邱月城洞出土黒曜

石はすべて PNK1 だった（キム・ジョンチャン、張龍俊

2016）。

分析では石器製作に最も適した PNK1 は 57 点、PNK2

は 20 点確認された。PNK1 と成分上ではほぼ一致するが、

バリウム (Ba) とストロンチウム (Sr) の含有量に差があり、

PNK1 の変異 (variant) と判断したのが 17 点ある。韓半島東

北地域と中部地域から出土した黒曜石は時期にかかわらず白

頭山起源黒曜石が用いられていた。韓半島では沿海州黒曜石

を石器製作に利用せず、白頭山と日本の九州地域の黒曜石を

使用した。原産地分析を行った黒曜石の 90％以上は白頭山

が原産地だった。一部の黒曜石は原産地を正しく同定できな

かったが、石器製作に PNK3 が使用された例はまだない。

iv) 白頭山産黒曜石は後期旧石器時代から新石器時代を

通じて使用されている。

新石器時代に韓半島中部地域から出土した黒曜石は白

頭山が原産地と推定される。日本産黒曜石は南海岸地域と

蔚山地域以外では発見されたことがない。最も内陸地域で

発見されている日本産黒曜石は昌寧飛鳳里 ( ビボンリ ) の

K/H 産黒曜石製石器 1 点である。PNK2 は旧石器時代の

垂楊介、長興里、下花溪里、好坪洞、新北から出土してお

り、咸北城津郡ハチョン里から出土した黒曜石製剝片 3点

も PNK2 であった。

新石器時代では、ソウル新内洞丘陵山出土黒曜石剝片

5 点と京畿道義政府市新谷洞の石鏃 1 点が PNK2 である。

新谷洞の PNK2 で作られた石器 1 点は、中部地域の新石

器時代ではあまり例のない白頭山産黒曜石製のもので貴重

である。蔚山温山邑處容里から出土した黒曜石製石鏃も白

頭山産黒曜石だった。

v) 黒曜石に類似した石材の出土事例について。

垂楊介で黒曜石に分類された 3 点と好坪洞 1 点は分析

の結果は黒曜石ではなかった。ソウル新内洞九陵山出土品

BUSAN

DAEGU

GWANGJU

DAEJEON

SEOUL

PYONGYANG

WONSAN

14

17

15
16

19

21

23

24

26

2930
31

32

34
35

20

37

40

16

5

7

8

4
3 2

1

12
11

10

9

13

41

40

28

27

18

18

36

25

22

38
39

1. Sanseong-ri
2.Sangsambon/ Nodongjigu/ Hasambon-ri
3.Goseong
4.Yongjeong
5.Herong(China)
6.Jeongsan
7.Musan/Chilseong-ri
8.Heongryeong/ Yeongdae
9.Ganpyeong
10.Unggi-shellmoung/ Yongsudong sheoll moung
11.Jigeong-dong
12.Sinjin-dong
13.Haceon-ri
14.Okseok-ri/ Baekseok-ri
15.Singok-dong
16.Hopyeong-dogn 64-1
17.Guryog-sang
18.Geongok-ri
19.Suyanggae
20.Sam-ri

21.Jihyeon

PNK1+PNK2

PNK4

PNK2

PNK1+PNK4

22.Igeum-dong
23.Mugeo-dong/ Cheyong-ri/ Sinam-ri
24.Wolseong-dong
25.Changnae
26.Suyanggae
27.Gigok/ Mangsang-dong
28.Hahwagye-ri complex/ Mogok-ri
29.Bupyeong-ri
30.Sangmuryong-ri
31.Jangheong-ri/ Sangsa-ri
32.Neulgeo-ri/ Hwadae-ri
33.Tohyeong-ri
34.Minrak-dong
35.Hopyeong-dong
36.Poil-dong
37.Seokjang-rk
38.Hwasun daejeong/ Sachang
39.Sinbuk
40.Mandal-ri  Late Paleolithic

41.Sinpyeong

4,778 284,8966,000  0

PNK1

total

Paekdusan

 1

 364

 1

 1

28

178

 306

9

 1165

 1135

6

 1275

27
67

18

 4
114

 1165

178

306

406

19

 1311

 1275
6

27
67
18

4
 4114

1

 4364

 11

 1 11
 1 128

1,000점 이상 100점 이상 0점 이상 

300km

200km

100km

400km

500km

図 3. 後期旧石器時代の黒曜石出土遺跡と出土量の比較



20

　細石刃石器群発見 70 周年記念

基盤とする剝片尖頭器と細石刃で作られた組合式尖頭器が

共存した時期だった。

3. 黒曜石で見た広域ネットワーク構造

　(1) 後期旧石器時代の楸哥嶺構造谷

楸哥嶺構造谷（Chugaryeong tectonic valley）は、熱曲

による断層線のように狭い直線形の断層線谷で、標高が

600m 内外である。この構造谷はソウルと元山市を結ぶ約

160 キロの長さの構造運動のために形成された直線状の谷

である（移民部・李光率 2016）。楸哥嶺構造谷の下には抱

川構造谷、その下にワンソッ川構造谷がある。ここは昔か

らソウルから咸鏡道に通じる道として利用された。朝鮮時

代の地図に描かれた楸哥嶺構造谷に沿って生じたこの道を

初めて本格的に利用した人々は黒曜石を保有した後期旧石

器時代の人々だった。後期旧石器時代の韓半島の北部から

移動してきた後期旧石器人が京畿北部とソウル、江原北部

に入ったとき、高い山々の間で平地に沿って移動できた地

域が楸哥嶺構造谷であった。先史時代から楸哥嶺構造谷は

韓半島の北部と中南部地域を結ぶ最も重要な交通路だっ

図 4. 先史時代における白頭山産黒曜石の拡散
                                          （Kuzumin 2012）

図 5. 後期旧石器時代における白頭山産黒曜石の拡散

図 6. 白頭山産黒曜石の拡散距離
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た。1914 年にソウルと元山市を結ぶ交通路を開設するた

めに、2 つの地域間を最短距離で結ぶこの楸哥嶺構造谷に

沿ってソウルと原山間の慶原線鉄道が開通した。

(2) 黒曜石を利用した広域ネットワークの設定

白頭山周辺から出発した旧石器人が黒曜石を持って韓

半島の中部へ南下する最も重要なルートは北韓の元山から

始まり、高山、細胞、平江、鉄原につながる楸哥嶺構造谷

を利用したルートである。楸哥嶺構造谷の断層と溶岩台地

は旧石器人の移動通路になった。特に険しい地形の中で、

溶岩台地は旧石器人に良い生活の場となったであろう。溶

岩台地の左側には臨津江、南側には漢灘川、東南側には昭

陽江が位置する。西南側には漣川と全曲、南側には抱川と

議政府、東側には両区と麟蹄へ行くことができる。

後期旧石器時代の白頭山産黒曜石の流通ルートは大き

く 3 ルートに分けることができる。南部地域への黒曜石

流通は中部地域を起点にしている。白頭山黒曜石ルートは、

A ～ C ルート（鉄原ルート、麟蹄 - 洪川ルート、東海岸

ルート）である。鉄原ルートはさらに鉄原(チョルウォン)-

抱川 ( ポチョン ) ルート、鉄原 - 漣川 ( ヨンチョン ) ルー

トに細分することができる。白頭山産黒曜石は中部地域で

2 次、または 3 次的に加工された小さな石器や剝片の形態

で中部地域を拠点として南部地域に広がっていった。後期

旧石器時代に黒曜石の流通を通してみたネットワークは生

存ルートであり、人間の移動は生存のために不可欠な行動

だったことが分かった。

後期旧石器人は白頭山産黒曜石を特定のルートで運ん

だが、そのルートがまさに楸哥嶺構造谷だった。楸哥嶺構

造谷内の溶岩台地は後期旧石器時代の主要な交通路だっ

た。溶岩台地は平康と鉄原を中心とした地域で、南北道が

約 50km、東西路が約 10km である。後期旧石器時代に韓

半島北部から南下してきた人類が京畿の北部地域とソウ

ル、江原北部に到達すると、構造谷内の平地に利用して移

動することができたが、この地域がまさに「楸哥嶺構造谷

の道」だった。この徒步の道は旧石器時代から重要な交通

路として使われた。このルートは朝鮮時代にも漢城で北東

地域をつなぐ最も重要な道だった。韓半島地域で楸哥嶺構

造谷のルートは、北と南を結ぶ中心の道であり、数万年間

使用されてきた最も古い道だった。

黒曜石の広域ネットワークが定着して拡散するのは細石

刃段階からである。黒曜石が多く使われ始めるということ

はそれだけ必須材としての価値が高く、この石材に対する

嗜好性が高かったことを示唆してくれる。現在までに把握

されている資料から推測される流通構造は次の通りである。

図 7. 楸哥嶺構造谷 （ナム wiki から引用）

図 8. 中部地域のネットワーク
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韓半島の中南部に産地がない遠隔地黒曜石は消費と流通

だけが行われ、原産地での採集などの行為は行われない。原

産地から 300km 離れた消費地で確認される石器は主に剝片

あるいは小型原石、完成した小型石器、持ち運びが容易な大

きさの予備素材の形である。また、黒曜石製の石器や原石の

重さは距離が遠くなるほど急激に大きさと数量が減小する。

 (3) 黒曜石の広域ネットワークの意義

まず、第一に後期旧石器人は黒曜石ネットワークを通

じて集団間の生存技術を共有した。

細石刃技法が韓半島の全域に拡散するにあたり、黒曜

石の広域ネットワークが大きく作用した。 特に新しい石

器を活用した狩猟技術の定着に大きく貢献した。細石刃を

利用して作られた槍は狩猟の効用性を高めてくれ、狩猟技

術の進歩をもたらした。特に黒曜石のような希少な価値財

旧石器時代に形成された河川型ネットワークは、後期旧石

器時代になり、遺跡間の距離がさらに近くなり、密集度が

高まった。これは、河川を中心に様々な移動経路が確保さ

れたためである。後期旧石器時代には人間の経験がさらに

蓄積され、共有され、河川を中心としたコミュニケーショ

ンの道は増えた。 人々は広域ネットワークを利用して集

まり、お互いの情報とニュースを交換する無形の空間を創

出した。私たちは、ネットワークという繋がった線より、

遺跡と遺跡の間の「空間」にもっと注目しなければならな

い。 ネットワークは結局、空間と空間、人と人がつなげた。

後期旧石器人は人間の接触効用性を認知しながらネット

ワークを変化・発展させ続け、生活のパターンは階層的で

複雑になっていった。誰かが新しい道を作出し、その道を

結合させながら、通常歩いていた道が固まって広がりなが

を効率的に利用するためのカスタマ

イズされた石材戦略も使用された。

第二に、楸哥嶺構造谷を中心と

した広域ネットワークの組織化であ

る。

後期旧石器人は白頭山産黒曜石を

採集するために白頭山まで毎回移動

することはできなかった。中部地域

から白頭山や豆満江へ黒曜石を探し

に直接行くことは、高リスクの石材

獲得戦略である。キム・ビョンジュ

ン（2019）は交通の不便、安全性、

不均等な価値、不確実な需要が交易

を妨げているとみて、白頭山と韓半

島の中部地域の双方向交流ではなく、

北方の人々が持続的に中部地域に流

入する過程で黒曜石が供給されたと

判断している。このような遠距離

貿易の困難を克服するための手段が、

中部地域の中核供給地帯を中心に形

成された広域ネットワークである。

第三に、黒曜石は河川型ネット

ワークを中心に生存ルートを体系化

し、人間の移動を促進した。

韓半島の旧石器遺跡はほとんど

が河川を中心に分布している。中期

図 9. 白頭山産黒曜石の広域ネットワーク
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1. はじめに

80 年代初頭、「細石刃文化」を学び始めた頃は伝播系統

論全盛期、自身のフィールドである野辺山で、相模野で、

細石刃は大陸の南から来たのか北から来たのかと、臆する

こともなく問いかけていたものである。たいした研究の進

展もないまま 40 年が過ぎ去ったが（自省）、学界ではし

だいに「石器文化」という概念は陰りをみせ、「石器群」

という認識が定着している。

そして近年、参加を許された長野県香坂山遺跡の発掘で

は驚いた。「細石刃」の兄貴分のような「小石刃」とされる

石器が（国武編 2021）、サピエンスが足を踏み入れて間も

ない約 37,000 年前のローム層から顔をのぞかせているので

ある（図１）。「いったい小形の石刃生産の伝統は最初から

連綿とあるのか」、古い石器文化研究者の頭は混沌とした。

2. 小石刃状剥片の存在性

いったんは「細石刃」（本来は「細石器」というべきか）

という枠組みを棚上げして、細かな石刃状剥片の存在を

ローム層中から篩い出し、その時間的流れを追ってみる必

要性がある。こうした認識のもとに、ここでは論者が研

究フィールドとしている層位的出土事例に恵まれた相模野

台地においていくつかの事例を抽出したい。なお、すでに

AT 上位では仲田による議論が比較的早い段階から展開し

ている（仲田 2006）。

図 1. 香坂山遺跡における小石刃および ・ 小石刃石核＜彫器状石核＞ （国武 2021）
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図 2. 相模野台地における小石刃状剥片 ・ 石核および細石刃の出土層準

１～ 8 ： 吉岡遺跡群 B4 Ｍ＜中部＞層 （白石編 1996）、 9 ～ 11 ： 吉岡遺跡群Ｌ３層 （白石編 1996）、 12 ～ 13 ： 柏ヶ谷長ヲサ遺跡第Ⅸ文化層 （堤編 1997）、

14 ～ 16：上草柳遺跡群大和配水池内遺跡第Ⅴ文化層＜ B1 中部＞ （麻生編 2012）、17 ～ 21：深見諏訪山遺跡 L1H ～ B1 層上部 （堤 1983）、22 ～ 26：柏ヶ

谷長ヲサ遺跡第Ⅳ文化層＜細石刃石器群＞ （堤編 1997）
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(1) AT 下位～降灰層準

相模野台地での AT 下位の石器群の検出例は、さほど多

くない。なぜならローム層堆積が厚すぎて開発深度に到達

しないからである。そうした中においても、大規模で深度

のある調査がなされた吉岡遺跡群の事例を抽出しておきた

い（白石編 1996）。

吉岡遺跡群 B ４層中部（B4M）は、武蔵野台地Ⅸ層に

対比される層準である。ここでは長さ1.5～2、幅0.5～0.8

㎝の小石刃状剥片 10 点ほどが検出されている（図 2・1

～ 5）。目的的剥片ではなく調整剥片と報告では記載され

るが、対応する小形石核も存在することから（図 2・6～ 8）、

目的的なものであることは明らかである。また、AT 降灰

層準の L3 層においても小石刃状剥片とその石核が出土し

ており（図 2・9 ～ 11）、例えば No.10 では連続して小石

刃状剥片が生産されたことが剥離面からうかがえる。

(2) AT 上位

相模野台地の後期旧石器時代後半期を代表する遺跡

のひとつである海老名市柏ヶ谷長ヲサ遺跡では（堤編

1997）、いわゆるⅣ下・Ⅴ層段階の文化層が 6枚抽出され、

該期の様相を把握するのに好条件を備えている。この遺跡

でも、小石刃状剥片を連続的に生産した石核が特徴的に存

在する。たとえば国府型ナイフ形石器を出土した第Ⅸ文化

層においても、何点かが確認できる（図 2・12 ～ 13）。横

剥ぎ技法が盛行する本段階においても、こうした小石刃状

剥片の生産がなされている点は注意すべきだろう。

上草柳遺跡群大和配水池内遺跡（麻生 2012）の B1 層

中部に生活面をもつ第Ⅴ文化層においても、3 ㎝程度の

剥片剥離長をもつ小石刃状剥片石核がある（図 2・14 ～

16）。

細石刃石器群が展開する直前、深見諏訪山 L1H ～ B1

層石器群は筆者自身が40年前に報告したものであるが（堤

1983）、伊豆天城（柏峠）産の小形原石（産地推定済み）

から小剥片が連続して剥離される事例がある（図 2・17

～ 21、図 3）。今後、フラクチャー・ウイングの計測を考

えているが、形態的におそらくは非押圧による剥離とみら

れる。

細石刃石器群として例示したのは、柏ヶ谷長ヲサ遺跡

の L1H 層出土の細石刃石器群である。いわゆる稜柱形

で、全点神津恩馳島産の黒曜石が用いられている（堤編

1997）。

3. 小結

以上、予稿集という性格上、断片的な抽出になってし

まったが、AT 下位から上位、細石刃石器群に至るまで、

小石刃（状剥片）生産は、連続して石器群に組み込まれて

いることがうかがえそうである。しかし残念ながら二次加

工がない小石刃状剥片は報文段階で取り上げられていない

可能性が高い。小形石核が存在するなら、そこから生産さ

れた小石刃状剥片類を篩い出す作業が肝要と思われる。そ

れについて丹念に顕微鏡観察を行えば、二次加工がないも

のでも使用痕が確認され、トゥールとしての位置付けが可

能かもしれない。

「小石刃」と「細石刃」とを分ける主成分の違いとは何か。

大方の予測は「押圧剥離」という技術要素と考えるに違い

ないが、フラクチャー・ウイング分析に準拠した髙倉のよ

うな緻密な観点でその生成過程を見直す作業（たとえば髙

倉 2023）が注視される。

論者は 10 年前の細石刃発見 60 周年記念シンポジウム

でも「石器群の小形化・細石器化と細石刃石器群成立への

イノベーション」に言及したことがあるが（堤 2013）、む

しろ目的的な小石刃（状剥片）生産はすでに後期旧石器時

代初頭から石器群の中に組み込まれていることは、本論か

ら垣間見えそうである。

図 3. 深見諏訪山遺跡における小石刃状剥片
剥離面が観察しやすいよう石核の打面は下に置いてあることに注意。 伊豆天

城 （柏峠） 産黒曜石と産地同定。 大和市教育委員会の許可により堤撮影。
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細石刃技術とは新たなニッチ構築に適応した技術モー

ドの選択でもあり（仲田 2006）、モノづくりのマトリック

ス形成（田村 2011）といった観点から思考することが必
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　 　　　　　　　　　　動作連鎖の概念に基づく石器技術学分析ー
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1． 問題の所在

長崎県佐世保市に所在する福井洞窟（以下、福井）、お

よび泉福寺洞窟（以下、泉福寺）において、縄文草創期初

頭において、ヒトびとは黒耀石からどのように細石刃を

作っていたのか。

両遺跡において、発掘調査によって後期旧石器時代末

葉から縄文時代草創期にかけて存続した、膨大な数の楔形

細石刃核を中心とする細石刃石器群が層位的に発見された

ことは、学史的にも著名である（鎌木・芹沢 1965 など）。

これらの細石刃石器群については、質、量的に豊富であり、

それらをもとにして細石刃核とそれを生み出した細石刃技

術が型式学的に検討され、「福井型細石刃核」、そして「福

井技法」、あるいは「西海技法」が提唱され、それらが西

北九州を中心とする九州島の細石刃文化期における編年の

基準資料となった（林 1970・1974、麻生 1977 など）。

2021 年 4 月 28 日、佐世保市は福井の重要性を鑑み、

学史を含む、遺跡の古環境や洞窟・遺跡形成、石器石材、

石器製作技術、石器使用痕分析など、多岐にわたる詳細な

分析成果の公開を目的とした “福井洞窟ミュージアム” を

開館させた。筆者は、本館の開設に際し、佐世保市教委よ

り依頼を受け、館内で上映される『細石刃の作り方』と『細

石刃の使い方』に関する解説動画において、当時を模した

石器製作者として演じさせていただいた。筆者は、博物館

などにおける展示・解説において、資料と乖離した復原で

なく、あくまでも資料に則し、かつ物理的、身体的、当時

の資源的にも矛盾しない復原を提示すべきである、と考え

る（大場 2008、會田 2018，工藤 2022）。とくに、特定の

遺跡を主眼とする本館は、なお更のことと思い、動画制作

に臨んだ。

そこで今回、福井洞窟ミュージアムの解説動画制作に

当たり事前に行った福井出土資料、および同時期、かつ技

術的にも近似的である泉福寺出土資料に焦点を当て、動作

連鎖の概念に基づく石器技術学分析について述べたい。

2． 分析資料

観察した資料は、福井が東北大所蔵の 1960 年に行われ

た日本考古学協会西北九州総合調査特別委員会による第

3 次発掘調査（鹿又・村田ほか 2015）、および佐世保市所

蔵の 2012 年に行われた市教委による史跡整備にともなう

発掘調査（佐世保市教委 2017）、そして泉福寺が佐世保市

所蔵の 1970 ～ 1980 年に行われた故・麻生優千葉大学名

誉教授を中心とした調査団による発掘調査（麻生編 1985）

ものとなる。そのうち、技術学分析の対象とした資料は、

資料数が多く、技術復原に適した隆起線文～爪形文土器期

（15,000 ～ 13,800cal BP）に相当する福井第 2 ～ 3 層、お

よび泉福寺第 7～ 9層出土石器群である（柳田 2019）。

3． 方法

技術学の鍵概念・資料認識の操作概念である “chaîne 

opératoire”、すなわち “動作連鎖” とは、原材から製作、使用、

廃棄に至る過程に絡んでいた一連のヒトのジェスチャーの

ことを指す（ルロワ＝グーラン 1973、山中  2007、大場

2015 ）。石器技術学分析では、製作技術に対して頭脳のな

かで描かれる原材から完成に至る石割りの戦略である “メ

トード” と、実際の剥離具の質と形状、力の加え方、保持

の仕方である “テクニーク” の二つの概念に分ける（Tixier 

1967、ペルグラン・山中 2016）。メトードとテクニーク

の両方が復原されてはじめて、資料に絡んでいた動作連鎖

が浮かび上がるのである。

メトードの復原は、個々の石器資料の大きさや原礫面

の残存状態、剥離面の剥離方向、剥離の連続性など、原材

から主目的となったトゥールがどのような工程で製作され

たのかを検討することによって復原される。接合資料もメ

トードの復原に有効であるが、接合率が高いものほど、失
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敗品の可能性が高いので注意が必要である。

テクニークの復原は、剥離開始部を中心とした痕跡観

察から始まり、テクニークの仮説の提唱、考古資料と同じ

メトードと石材を用いた製作実験、考古資料と実験資料と

の対比による検証という、「観察→仮説→実験→検証」と

いった科学的方法に則って行う。この一連の過程は、考古

資料と実験資料の痕跡が同じ痕跡になるまで繰り返し行わ

れる。なお、復原したテクニーク、および他者の技術的な

解釈・見解に対する妥当性の検証法としては、科学の基本

的、かつ一般的な方法である再現実験により行なわれる。

この技術学分析は、従来の「技法」といった編年の指

標とする型式学的な製作工程、ないしいわゆる「集団」が

共有していたと解釈（検証すべき仮説）される製作工程の

抽出を目的としているのではない（會田 2022）。あくまで

も、個々の資料を残したヒト（個人）の思考と、その個人

のジェスチャーを民族誌学的に記録化することを目的とし

ている。もちろん、失われた過去は見えない。したがって、

多くの証拠を挙げ、そこから立てられ得る仮説を立て、実

験と検証で仮説を絞り込み、より蓋然性の高い過去の像を

浮かび上がらせることを目指す。

4． 分析

A　石器石材

両遺跡は、距離的におよそ南北に直線距離で約 10 ㎞離

れている。北側の福井では、2012 年調査資料の全石材の

うち、東南東に約 17 ㎞離れた佐賀県伊万里市腰岳を給源

とする漆黒の腰岳系黒耀石が 50.1％用いられ主要石材と

し、針尾・牛ノ岳を給源とする灰色の針尾系黒耀石が 2.7％

で客体的に用いられている（佐世保市教委 2016）。一方で、

泉福寺は、南東南に約 11 ㎞離れた針尾系が大半を占め、

腰岳系が客体的に用いられている。そのため両遺跡では、

細石刃製作に用いられた黒耀石が産地との距離関係に応じ

た相関関係が認められる（佐世保市教委 同上）。

　それぞれの黒耀石の特徴については、腰岳系がやや

透明感のあるガラス質の石基で、剥片の薄い部分などで直

線的な筋状の流理構造が認められ、なかには流理構造に並

行して並ぶ微小な斑晶の筋があるものがある。対する針尾

系は、石基がガラス質であるものの透明感がなく、極微小

な粒子があり、縞状やマーブル状の流理構造が認められる

ものもある。両者の硬さは、腰岳系が硬く、針尾系が腰岳

系よりもわずかに軟らかい。いずれとも剥離性に富み、細

石刃製作には適しているが、針尾系のほうが腰岳系よりも

剥離の延びがよい。ただし、針尾系は腰岳産よりも割れや

すいので、薄い剥片を剥離したときには偶発的に折れやす

い。

B　メトード

（1）細石刃　―コンセプト（射程的剥片）―

細石刃製作において主眼となるのは、当然ながら細石

刃である。製作者の思考の中心、すなわちコンセプトは細

石刃の形態である。つまり、細石刃は、植刃器の刃部とし

て装着されるものであり、その植刃器の刃部として適した

形態の細石刃がコンセプトとなる。しかし、有機質素材で

ある植刃器、とくに細石刃が装着された植刃器は残念なが

ら残存していないことから、その検討が困難である。

したがって、細石刃の使用痕や二次加工されたものが

コンセプトを探る鍵となる。公表されている資料に限るが、

使用痕や二次加工が認められるもののうち、側面観の湾曲

が少なく、両側縁が並行的な背面 2稜のものは、資料数が

多い福井 1960 年調査で約 44.4％、泉福寺で約 67.1％占め

る。そのため、背面 2稜の細石刃が主目的となった可能性

が考えられる。細石刃の大きさは、まず長さが細石刃核の

細石刃剥離作業面長より約 2 ～ 6 ㎝、完形細石刃の長さ

より約 1.5 ～ 5 ㎝であるから、少なくとも 1.5 ～ 6 ㎝の範

囲の長さのものが剥離されたことになる。幅は、背面二稜

の完形品や二次加工・微細剥離痕のある細石刃の中間部に

おける中央幅から、4.5 ～ 5 ㎜。厚さは、幅と同じ部位よ

り 1 ～ 1.5 ㎜となり、上述の大きさを満たしたものが、コ

ンセプトとなったと考えられる。

（2）原材

遺跡内に残る原礫面が残る剥片や接合資料をみると、福

井、泉福寺ともに転石で、10 ㎝前後の円礫や扁平な円礫が

用いられている。原礫面を多く残存する厚手剥片が存在す

ることから、遺跡内で分割を行った可能性がある。ただし、

ブランクの一部に、運搬痕の可能性がある。不規則な傷や稜

上の潰れが認められるものがあり、洞窟外でブランク成形

を行ったのちに洞窟内に運ばれたものも含まれている可能

性がある。
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（3）ブランク

ブランク素材は、厚手剥片、ないし分割時の石核、扁平な

円礫となる。ブランクは、前半段階で円形、ないし楕円形に

成形するが、細石刃剥離打面と細石刃核背部となる面を、ブ

ランク側面とおよそ直角になるよう、一方向、あるいは二方

向による横位方向から剥離して作出する。そのため、縦断面

形は逆三角形を呈する。ただし、打面・背部予定位置の中央

に稜が来るものや、原礫面や折れ面を大きく残すものもあ

る。ブランク側面からみた打面・背部は、緩やかに内湾、な

いし直線的となる。打面・背部と細石刃剥離作業面予定位

置のなす角度は、40°～80°の鋭角となる。そのため、ブラ

ンク側面形は左右非対称の三日月状か半月状を呈する。ブ

ランクの横断面形は、最大厚が中央より作業面側に設定さ

れる。これは、のちの細石刃剥離に大きく関連する。また、縦

断面形は左右対称的な逆三角形となり、これも同様に細石

刃剥離において重要となる。

なお、ブランクとなったものには、剥片の形状を大きく

変えない、すなわち調整の度合いが低いものも含まれる。

ブランクの面的な調整、すなわちポイントフレーク剥離

の際には、打面調整と頭部調整、および前面角の擦り調整が

施される。

（4）細石刃剥離打面・細石刃核背部の作出

細石刃剥離打面・細石刃核背部は、おもに①スポール剥

離、ないし②ブランク成形時のまま利用する、二工程が挙げ

られる。ともに、細石刃剥離において差はなく、スポールと

剥離しても、しなくても細石刃剥離には支障がない。

打面作出、および打面再生としてのスポール剥離の際に

は、打面や稜上に研磨が施される。とくに、打面が入念に研

磨され、擦りガラス状の研磨面が発達するものがある。

（5）細石刃剥離－射程的剥離－

上述したブランク横断面形の最大厚は、細石刃剥離作業

面の上端の幅、すなわち作業面の最大幅となる。また、縦断

面形が左右対称の逆三角形とするのは、細石刃の捻じれを

防ぎ、左右対称的な側縁の細石刃を剥離するためである。

細石刃剥離は、打面形態が①・②ともに、打面調整と頭部

調整を施しながら進められる。頭部側を中心に研磨による

擦り調整が施される。おおむね打面調整によって、打面と作

業面のなす角度が維持されるが、徐々に鈍角を呈するよう

になる。細石刃剥離を続行するためには、スポール剥離、な

いし横位方向からの打面再生が行われる。ただし、横位方向

からの打面再生では、末端がウットルパセとなって作業面

の前面角を巻き込んでしまい、前面角が鈍角となって細石

刃剥離が不能となった失敗例が認められる。

一方で、細石刃核の作業面と背部のなす角度が鋭角で、

作業面と背部の間が1 ㎝程度まで剥離されているものがあ

る。その場合、想定される剥離進行により、ブランクの時点

で背部と作業面予定位置との間が、すでに狭いものであっ

たことが窺われる。

細石刃剥離は、最大で打面の奥行きが1.5 ㎝程度、細石刃

核の高さが1 ㎝程度、あるいは作業面と背部の間が1 ㎝程

度になるまで続けられる。

C　テクニーク

（1）粗割り－厚手剝片剥離・分割－

原材の粗割りは、コンパクトな割れ円錐、円錐頂部の砕

け、打面の打点上の円形クラック、発達したバルブ、縦割れ

による剥離事故などの痕跡から、硬石製ハンマーの直接打

撃の可能性が高い（大場2016）。泉福寺では、石英岩製の硬

石製ハンマーが出土している。この種の石英岩の円礫は、沖

積低地堆積層中に分布している（長崎県1975）。泉福寺か

ら南東南に約17 ㎞離れた、針尾中町系黒耀石も分布する古

里海岸でも、石英岩円礫を採取することができる。

（2）ブランク成形

ブランク成形は、おもに薄手の面的な調整、すなわちポ

イントフレークの剥離であり、幅広や不明瞭な剥離開始部、

打面の打点上の爪状クラック、発達しないバルブ、剥離面の

波状面などの痕跡から、軟石製ハンマーの直接打撃の可能

性が高い（大場2016）。前面角付近の擦り調整も、ポイント

フレークを剥離する際に前面角付近を打撃するため、前面

角のクラッシュの防止や、軟石製ハンマーの損傷を抑える

意味で、軟石製ハンマーの直接打撃の可能性の証拠の一つ

と言える。軟石製ハンマーについては、泉福寺より南に約

11 ㎞離れた、泥岩と砂岩の薄互層である新生代古第三紀漸

新世の杵島（西彼杵）層群波多津頁岩層（長崎県1975）が

分布する、針尾北の西海岸で砂岩の円礫として採取するこ

とができる。この砂岩は、粒子が細粒で重量もあり、黒耀石

に対する軟石製ハンマーとして上級品である。

なお、ポイントフレーク剥離前の前面角の調整の状態を

考慮すると、剥離前には時間をかけて入念に調整していた
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ことが言える。

（3）細石刃剥離打面・細石刃核背部の作出

①スポール剥離は、幅広や不明瞭な剥離開始部、打面の

打点上の爪状クラック、発達しないバルブ、剥離面の波状面

などの痕跡から、軟石製ハンマーの直接打撃の可能性が高

い（大場2016）。一方、②横位方向からの剥離や打面再生は、

スポールと同様の痕跡のほかに、円形のクラックや発達し

たバルブなどが認められ、軟石製ハンマーの直接打撃と硬

石製ハンマーの直接打撃が用いられた可能性が高い。剥離

する部分の状況に応じて、ハンマーの使い分けが行われた

ことが窺われる

また、スポール剥離前の擦り調整に関して、研磨面の発

達度合いが大きいほど、研磨に要する時間が必要となる

（20 ～60 分程度）。

（4）細石刃剥離（射程的剥離）

細石刃剥離は、剥離の規則性、不明瞭な剥離開始部や幅

の狭いリップ状の剥離開始部、「高くて短い」バルブ1)、90°

前後の剥離後石核前面角などの痕跡から、押圧の可能性が

高い（大場2017）。また、やや規格性に欠ける細石刃、折れ

ていないウットルパセの細石刃の存在や、末端側が外反し

た作業面、背面や作業面にみる稜線のブレ、細石刃核の底部

に潰れがないことなどから、細石刃剥離には固定具を用い

ていない可能性が高い（大場 2019）。

細石刃核の形状から考えられるテクニークとしては、ま

ず革布を左掌に敷き、細石刃核を打面と対面するように、作

業面を天井に向けて、左掌上に設置する。その左掌の母指球

や親指の基節の腹と人差し指や中指、中指の中節の腹で細

石刃核を挟み持ち、椅子に坐した姿勢で、その細石刃核を

持った手を両足の大腿の間に入れて挟み、大腿を閉じて細

石刃核の保持を強化する。押圧のジェスチャーは、右手を右

股関節に置き、右手に持った棒状押圧具の先を打面の前面

角 に当てて、押圧具の先を前方に押し上げるようにするも

のである（図1: Flenniken・Hirth 2003、大場 2019）。　

また、押圧具の先端は、尖っている必要があるが、使用し

ているうちに打面の前面角に削られて鈍化していく。その

ため、先端を砥石で研いだり、彫刻刀形石器などで削ったり

する必要がある。泉福寺では、砂岩製有溝砥石が2 点、福井

2012 年調査でも、層位が不明であるものの、2 点出土して

いる。これらの有溝砥石が、押圧具先端を研ぐ砥石としても

用いられた可能性が考えられる。

なお、細石刃剥離作業面やポイントフレーク、スポール

の前面角の擦り調整、ブランクの仕上げ、横位方向からの打

面・背部予定位置の作出や打面再生の剥離、打面調整には、

小型で扁平な砂岩などの軟石が適している。

5．  まとめ

以上、動画制作に当たり技術学分析によって判明した、

メトードとテクニーク、すなわち縄文時代草創期初頭の福

井、および泉福寺において演じられた細石刃製作の動作連

鎖である。撮影では、この動作連鎖を念頭に、そして体現し

て演じた。

翻って、あらためて個々の資料からは、各メトードでの

失敗や成功、手抜き、選択ミス、臨機応変さなど、製作者の技

量を読み取れることができる。製作者の技量からは、技量差

を基にした遺跡にいたヒトの社会構成を推し量れるととも

に、技術の伝達と学習といった、先史社会学的検討を可能と

する。両遺跡から膨大な数の細石刃技術関連資料が出土し

た背景には、両遺跡ともに一時的な滞在生活だけでなく、洞

窟内に溜められた廃材などを活用し、そうした技術の伝達

と学習の場の可能性も考えられよう。
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1. 目的

北海道における細石刃石器群研究では、編年、技術型
式学的区分、製作から使用に至る技術体系、石材調達と消
費、占地と移動パターン、環境の変化と文化変容との相関、
といった問題を議論するのにあたって、北海道内での共通
性を前提に議論されてきた傾向が認められる。実際に、北
海道内での地域差の問題に対しては、利用されている主要
な石器石材の違い（北海道東部の黒曜石、北海道南西部
の硬質頁岩）への言及はあるものの（大場・松下 1965 な
ど）、系統だった検討がなされる機会は僅かであったと言っ
てよい。LGM やその前後の時期における植生景観の北海

道北東部と南西部との間での差異については、古環境学か
らの指摘があることは周知の通りであるが（小野・五十
嵐 1991、Takahara and Hayashi 2015、Ono 2021）、相関
する人間行動の変異の探求が系統的に試みられることはな
かった。こうした傾向は、古本州島への人類集団の拡散や
文化伝播の問題を考えていくうえでも、その契機や過程の
理解の具体化を困難にしているのではなかろうか。石器製
作技術や石器型式組成、石器石材組成における分布の共通
性や差異を階層的に検討（髙倉 2023 印刷中）することの
必要性は、北海道内の地域間を対象としても指摘できる。

本発表では、近年、筆者が進めている北海道南西部の

図 1. 北海道南西部における代表的な細石刃石器群の位置
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尻別川流域での細石刃石器群研究の成果の一端を紹介し
（該当する遺跡の位置については図 1を参照）、上記の問題
にアプローチしていくための方向性を議論する。

2. 尻別川流域における細石刃石器群

尻別川は、支笏湖流域との分水界となる喜茂別町フレ岳
の西麓を源流として、総延長約 126km、流域面積約 1640
㎡で、多くの支流と合流して日本海にそそぐ河川である。
尻別川流域には喜茂別、伊達、京極、倶知安、ニセコ、真狩、
留寿都、蘭越の市町村域が含まれる。羊蹄山をはじめと
する複数の火山を給源とする後期更新世のテフラの降下が
流域内では把握されており、地質編年と考古編年の総合的
追求が可能な区域となっている。また、石器群に利用され
ている石器石材の観点からみても、興味深い知見の獲得が
期待できる区域である。すなわち、本地域の石器群では石
器石材として黒曜石と硬質頁岩が主に利用されている。最
も近い黒曜石の産地は赤井川で、また良質の硬質頁岩が採
集できる最も近いエリアは上国縫川流域や遊楽部川流域と
なっている。それぞれ 20～ 40km程度の距離があるため、
遺跡内で展開されている石器製作作業の内容は、そうした
地理的位置から規定を受けていた。流域内の石器群では、
どちらかの石器石材に利用が偏ることはなく、石器群に応
じて多様な石材消費のあり方がうかがえる。これまで北海
道南西部で調査されてきた旧石器遺跡の多く（今金町ピリ
カ遺跡や八雲町大関校庭遺跡・トワルベツ遺跡、函館市石
川 1 遺跡、木古内町新道 4 遺跡、知内町湯の里 4 遺跡等）
では、遺跡近傍の硬質頁岩産地から入手した原石を利用し、
豊富な石器製作作業が展開されている。しかし、細石刃製
作遊動民（microblade-making forager）の行動体系を解明
するためには、そうした区域にとどまらずに石器石材を携
えて景観内をどのように遊動していたのか、という問題に
アプローチしていく必要性がある。石材産地から距離のあ
る尻別川流域での調査研究は、従前の他区域における成果
を補完するという点でも重要な意味を持っている。

尻別川流域では、これまで数多くの旧石器時代遺跡が確
認・調査されてきた（例えば狩太町考古学同好会他 1957、
吉崎他 1960、名取・松下 1961、木村 2013、髙倉・鈴木
編 2015、矢吹 2016、髙倉他 2017、2018、2019、長崎他
2023）。しかし、現時点で、細石刃石器群が発掘調査され、
なおかつ石器群の型式組成や石器製作技術、石材構成にか
かわるデータが公表されているのは、西富遺跡と立川 1遺
跡に限られている。

西富遺跡は、尻別川と昆布川の合流地点をのぞむ河岸
段丘面上に立地している。本遺跡が立地する段丘面の北側
や西側には尻別川と昆布川の沖積面が分布し、また東側

には小規模な谷による開析が認められる。西富遺跡では、
狩太町考古学同好会によって 1955 年に第一次の発掘調査
が A 地点と B 地点で実施された（狩太町考古学同好会他
1957）。A・B 地点から出土した主体となる石器群は、黒
曜石と硬質頁岩を利用した蘭越型細石刃核を伴う細石刃石
器群である（髙倉・鈴木編 2015）。細石刃・石刃・掻器・
削器・彫器・彫器削片・剥片・砕片等の出土を確認してい
る。遺跡内では石刃核や細石刃核の原形を製作する過程は
確認されておらず、細石刃や彫器のリダクションが中心に
なっていた。西富遺跡の A・B 地点は、現状では耕作によ
る地形の改変を著しく受け、遺物包含層は失われている。
しかし、尻別川に面する段丘面の北側の約700㎡の範囲は、
大規模な地形改変を逃れ、遺物包含層が残されていた。こ
の区域を C 地点と呼称し、2015 年度以降、調査対象とし
て発掘調査を実施してきた。C 地点は A・B 地点から北へ
およそ 50 ～ 80m の位置にあり、標高は約 65 ～ 70m で
ある。2019 年度まで 7 次にわたる発掘調査を実施してい
る。西富遺跡 C 地点では、舌状にひろがる段丘面の縁辺
付近に旧石器時代の遺物集中部を一ケ所確認した（髙倉他
2017、2018、2019）。遺物集中部のひろがりは、概ね 25
～ 30 ㎡と推定される。主たる石器群の出土層準は、風成
の細粒堆積物を起源とする2a・2b層である。なお下位の3・
4 層にはテフラが含まれていることを確認している。この
遺物集中部からは、現時点で細石刃・石刃・掻器・削器・
彫器・錐形石器・斧形石器・石鏃・彫器削片・剥片・砕片・
敲石・礫を確認している。石鏃は縄文時代のものと想定さ
れるが、それ以外の石器型式は、とくに側刃型の彫器や短
型の掻器、砂岩製の斧形石器の組成等は、石器群の主体が
広郷型細石刃核を（本来的には組成に）含む細石刃石器群
であったことを示唆している。ただし、広郷型細石刃核そ
のものやそれに特有の調整剥片は本地点では確認されてい
ない。その点では、原産地周辺でこれまで確認されてきた
広郷型細石刃核を伴う石器群とは様相が大きく異なる点が
注目される（図 2）。本地点の旧石器資料で利用されてい
る石器石材は、黒曜石・硬質頁岩・安山岩・砂岩・凝灰岩
等である。細石刃・石刃に黒曜石、掻器・彫器に硬質頁岩、
削器に安山岩、斧形石器に砂岩が主に用いられていた。出
土した黒曜石や硬質頁岩製の石器群に関しては、石刃核や
細石刃核がみられず、また石刃の出土点数も限られている
一方で、彫器削片や剥片、砕片の出土点数の比率が高い。
黒曜石や硬質頁岩に関しては、細石刃核や石刃、二次加工
石器の状態で遺跡内に搬入され、二次加工や刃部再生がお
こなわれていたと推定される。

　蘭越町立川 1 遺跡（市立函館博物館発掘時の遺跡名
称「立川遺跡」）は、尻別川の支流である昆布川の左岸段



37

資源環境と人類 2023/ 研究発表

丘面上に立地する。本遺跡が立地する段丘面は狩太面に
区分されている（吉崎他 1960）。遺跡の北側は矢筈の沢川
によって開析されている。段丘面上の標高は 131 ～ 135m
であり、昆布川との比高差は約 40m ある。旧石器時代の
石器資料の分布は、南西から北東方向へむかう斜面の傾
斜が緩やかになった平坦面の舌状部にみられる。1958 ～
1959 年に市立函館博物館によって発掘調査が実施された

（吉崎他 1960、吉崎 1978）。発掘区は第Ⅰ地点から第Ⅳ地
点まで区分されている。各地点で利用されている石器石材
の主体は黒曜石と硬質頁岩であるが、安山岩・チャート・
瑪瑙・砂岩の利用も確認されている。細石刃核が確認され
ていると報告されているのは、第Ⅰ地点と第Ⅱ地点である。
第Ⅰ地点からは、蘭越型と忍路子型の細石刃核に彫器・掻
器・削器・石刃・細石刃・局部磨製斧形石器調整剥片等が
確認されている。第Ⅱ地点からは、忍路子型細石刃核・有
茎尖頭器・両面調整石器・彫器・掻器・削器・錐形石器・

石刃等が確認されている。黒曜石や硬質頁岩に関しては、
細石刃核や石刃、二次加工石器の状態で遺跡内に搬入さ
れ、二次加工や刃部再生が主におこなわれていたと推定さ
れる。他に第Ⅲ地点からは有茎尖頭器・両面調整石器・彫
器・掻器・削器・錐形石器・舟底形石器・石皿等が、第Ⅳ
地点からは掻器・削器・舟底形石器・石刃・細石刃？等が
確認されている。

本遺跡に関しては、第Ⅰ地点で確認された蘭越型と忍
路子型が分布的にどのような関係にあったのか、また第Ⅱ・
Ⅲ・Ⅳ地点の石器群には細石刃が含まれていなかったのか、
といったいくつかの不明確な問題が残されていた。そのた
め、石器包含層の形成過程、および石器集中部の分布と構
成、その年代的位置づけの把握を目指し、2022 年度から
発掘調査を開始し、2023 年 10 月までに 4次の調査を実施
している（長崎他 2023）。これまでのところ A1 拡張区で
蘭越型細石刃核を含む石器群、A20 拡張区で有茎尖頭器を

図 2. 西富遺跡 C 地点出土の石器
1 ～ 4: 黒曜石製細石刃、 5 ・ 7: 硬質頁岩製彫器、 6: 黒曜石製彫器、 8: 砂岩製斧形石器、 9 ～ 10: 硬質頁岩製掻器、 11: 安山岩製削器、

            12: 安山岩製石核
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含む石器群の集中部を確認している。有茎尖頭器を含む石
器群の集中部からは、尖頭器製作に伴って生じた黒曜石製
の剥片・砕片の出土が多数確認されているが、石刃や石刃
素材の二次加工石器、細石刃の出土は限られている。忍路
子型細石刃核との共伴関係については慎重に検討する必要
がある。それぞれの石器群の構成および年代的位置づけに
関する詳報は別機会におこないたい。

3. 今後の課題

西富遺跡と立川 1 遺跡では、蘭越型細石刃核を含む石
器群、広郷型細石刃核を含む石器群、忍路子型細石刃核を
含む石器群が確認されてきた。尻別川流域の細石刃石器群
に関しては、まだ調査研究の途上にあり、冒頭で述べたよ
うな石器群の時空間編成の再検討につながるような議論を
ここで十分に提示することはできないが、本区域の石器群
が示す地域性に関する見通しとして、以下のような諸特徴
を指摘しておきたい。いずれも検証が必要な課題である。
①それぞれの石器群で確認できる細石刃剥離工程および細
石刃剥離方法に関しては、基本的な諸特徴を北海道北東部
や渡島半島に分布する細石刃石器群との間で共有してい
る。しかし、赤井川産黒曜石を利用することに起因してい
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1. 相模野細石刃研究

神奈川県内の細石刃石器群の編年は、1976 年に矢島國

雄・鈴木次郎両氏によって相模野第Ⅴ期に位置づけられた

が、第Ⅴ期は、「ナイフ形石器を主体とする石器群・槍先

形尖頭器を主体とする石器群・細石刃を主体とする石器群

と3種類がみられ、非常に複雑な様相を示す」とされ(矢島・

鈴木 1976)、編年的な評価は定まっていなかった。その後、

1970 年代末から本格的な大規模行政調査の時代が到来し、

1977 年の寺尾遺跡を皮切りに、1980 年代前半までに、下

鶴間長堀遺跡、上草柳遺跡、月見野上野遺跡、柏ヶ谷長ヲ

サ遺跡、代官山遺跡など、細石刃石器群の層位的な出土が

確認され、編年的な位置づけも明らかになっていった ( 鈴

木 1983、堤 1987、砂田 1988・諏訪間 1988 など )。

筆者は相模野台地の石器群の変遷を層位的出土例に

よって後期旧石器時代を 10 段階に、石鏃出現以前の縄

文時代草創期を 2 段階の合計 12 段階に区分し、細石刃

石器群は、段階Ⅸ～Ⅺの 3 段階に区分している ( 諏訪間

1988)。

相模野台地は、尖頭器石器群である段階Ⅷから細石刃

石器群である段階Ⅸ・Ⅹ、そして、最古級の土器や尖頭器

に細石刃が伴う段階Ⅺまでの変遷が層位的に確認できる。

細石刃石核は、代官山型 ( 稜柱形 ) －野岳・休場型 ( 稜柱

形 ) －船野型 ( 舟底形 ) －削片系と変遷が捉えられる ( 堤

2011)。

さて、こうした研究は、主に相模野台地の石器群を基

にしたものであったが、2000 年以降は、伊勢原市、秦野市、

横須賀市など、相模野台地以外でも旧石器時代石器群の重

要な調査が相次いでおり、広く神奈川県全域を対象にした

検討を加える時期に来ている。

２.　細石刃出現期の石器群

相模野台地における細石刃出現期石器群は、藤沢市代

官山遺跡第Ⅲ文化層 ( 第 4 図 ) ( 砂田 1986)、綾瀬市吉岡

遺跡群 B 区 L1H 層 ( 第 5 図 )（砂田 1998）が、三浦半島

では、横須賀市打木原遺跡 L1H 層 ( 第 6図 ) ( 佐藤 2002)

の 3 遺跡が知られている。これらの出土層位が L1H 層上

部であるが、同層位出土の柏ヶ谷長ヲサ遺跡第Ⅳ文化層

( 堤 1998) は、神津島産黒曜石を用いた野岳・休場型の

稜柱形細石刃核であり、後出の様相が見られる。そして、

L1H 層中部～上部に出土層位を持つ尖頭器石器群である

段階Ⅷ石器群との層位差はわずかである。

3 遺跡の細石刃石核の特徴は、原礫面もしくは 1 枚の剥

離面で打面調整が施されない単打面石核であり、天城柏峠

産黒曜石を用いることが最大の特徴である。

作出された細石刃は、幅 5mm 以下、長さ 20mm 以下

が圧倒的に多く、総じて極小な細石刃である。こうした特

徴的な細石刃石器群は、代官山遺跡の報告者の砂田佳弘氏

によって、「代官山型」「代官山技法」( 砂田 1986) と呼称

されており、著者は「代官山段階」と位置付けている（諏

訪間 2001）。

３. 伊勢原台地の細石刃石器群

新東名高速道路建設事業に伴う発掘調査は、2007 年か

ら伊勢原市内を皮切りに開始された。そして、伊勢原台地

内では、西富岡・向畑遺跡、西富岡・長竹遺跡、上粕屋・

石倉中遺跡などの細石刃石器群の調査が相次いでいる。

伊勢原台地の層位は、給源である富士火山に近いため、

スコリア層がブロック状や層状に厚く堆積している。相模

野台地では、ローム層上面から AT 層までは 2.5 ～ 3m で

あるが、伊勢原台地では、西富岡・向畑遺跡で約 4.5m、

西富岡・長竹遺跡では約 5m にも及ぶ ( 第 1図 )。

西富岡・長竹遺跡第Ⅱ文化層 ( 第 2 図 )

出土層位は B0 層から L1H 下部であるが、生活面は

L1H 上部と設定される。遺物集中は 3 ヵ所、配石が 1 基
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確認される。出土石器は発掘調査で 2,548 点が出土し、土

壌水洗による微細遺物摘出作業による 3,952 点と合わせて

6,500 点である。

出土石器の内訳は、細石刃 628 点 ( 洗浄による 444 点

を含む )、細石刃石核 58 点、細石刃石核原形 52 点、尖頭

器 31 点 ( 接合前 37 点 )、スクレイパー 9 点、クサビ形石

器2点、二次加工のある剝片29点、使用痕のある剝片31点、

剝片類 2,013 点、石核 24 点、敵石 4 点、礫器 3 点、台石

3点、種不明石器 100 点などである。

石材構成は、黒曜石 1,043 点、ホルンフェルス 625 点、

安山岩 446 点、頁岩 227 点、凝灰岩 157 点などである。

尖頭器は安山岩 10 点とホルンフェルス 15 点がともに多

く用いられる。

細石刃関係は全て黒曜石であり、原産地推定分析によっ

図 1. 相模野台地 ・ 伊勢原台地の層位
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て、細石刃 57 点は、和田鷹山産が 41 点、諏訪星ヶ台産

が 1 点、天城柏峠産が 4 点、推定不可が 1 点で、細石刃

石核 58 点は、和田鷹山産が 41 点、和田小深沢産 1 点、

諏訪星ヶ台産が 1 点、蓼科冷山産 6 点、推定不可が 9 点

で天城柏峠産は認められていない。細石刃石核原形は 52

点で、和田鷹山産が 27 点、蓼科冷山産が 6 点、天城柏峠

産が 7点、高原山産が 2点、推定不可が 10 点であった。

注目される点として、細石刃石核や同原形には、新旧

の風化面 ( パティナ ) の違いが観察される。

西富岡・長竹遺跡第Ⅱ文化層の石器群は、細石刃関係

と尖頭器が同一文化層として確実に共伴することが確認で

きた、出現期細石刃石器群を考えるうえで極めて重要な石

器群である。

西富岡・向畑遺跡第Ⅰ文化層 ( 第 3 図 )

出土層位は B0 層上部から L1H 下部で、生活面は礫群

の出土層位から L1H 中部と推定されるも、遺物出土ピー

クは L1H 上部が中心である。

細石刃 32 点、細石刃核 3 点、同原形 2 点と尖頭器、礫

器などが出土している。細石刃関係は全て黒曜石で、2 点

の信州産を除けば、天城柏峠産である。尖頭器はホルンフェ

ルス製の両面加工である。

４.　細石刃出現期石器群の放射性炭素年代

相模野台地の細石刃石器群の年代は、中村雄紀氏によ

れば ( 中村 2014)、代官山型細石刃核が出土した吉岡遺跡

群 B 区 L1H 上部は、20750-19290calBP、野岳・休場型

細石刃核を出土した当麻遺跡第Ⅰ地点 B0 層 ( 下部 ) は、

20190-19140 calBP である。西富岡・長竹遺跡第Ⅱ文化層

L1H 層上部は 19544-19192 calBP などの較正年代がある

( パリノ・サーベイ株式会社　2019)。

細石刃出現期である L1H 上部の放射性炭素年代の較正

年代は、20000 年前後であるがバラツキが大きい。段階Ⅷ

に位置づけられる尖頭器石器群が出土した用田南原遺跡第

Ⅱ文化層 L1H 上部は 20920-20090 calBP である。細石刃

出現期の放射性炭素年代測定の事例が少なく、さらにバラ

ツキもあるが、おおむね、整合的と考えることはできそう

である。より確実なものにするためには、さらに、年代測

定を蓄積する必要がある。

伊勢原市や秦野市など西相模地域は、相模野台地と比

べて 1.5 倍程度の層厚がある。西相模地域での細石刃石器

群から縄文時代草創期までの調査が進み、富士火山のテフ

ラと炭素年代との関係が整理されれば、細石刃出現期やそ

の後の縄文時代草創期までの変遷や理解が大きく進むもの

と考えられる。この地域のポテンシャルは極めて高く、注

目すべきフィールドである。　

※本報告の図版は、麻生 2019、井関 2014 を基に一部改変の上、

提示したものです。
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図 2. 西富岡 ・ 長竹遺跡第Ⅱ文化層 （麻生 2019 第 262 図を一部改変） 
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細石刃 (柏峠・麦草峠・霧ヶ峰 )

細石刃核 (柏峠 )

細石刃核 (柏峠 )石核 (柏峠 )

尖頭器 (ガラス質黒色安山岩 )

礫器 (ホルンフェルス )

第 3 図　西富岡・向畑遺跡第Ⅰ文化層 (井関 2014　第 544 図を一部改変 )図 3. 西富岡 ・ 向畑遺跡第Ⅰ文化層 （井関 2014 第５44 図を一部改変） 
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細石刃 (和田峠・上多賀・鍛冶屋 )

細石核 (柏峠 )

細石刃核 (柏峠 )

第 4 図　代官山遺跡第Ⅲ文化層 (井関 2014　第 545 図を一部改変：原報告　砂田 1986)
図 4. 代官山遺跡第Ⅲ文化層 （井関 2014 第５45 図を一部改変 ： 原報告　砂田 1986） 
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細石刃 (和田峠 )

細石刃核 (柏峠 )

剥片 (柏峠 )

尖頭器 (ホルンフェルス )

細石刃核 (柏峠 )

第 5 図　吉岡遺跡群 B区 L1H 層 ( 井関 2014　第 546 図を一部改変：原報告　砂田 1998)

図 5. 吉岡遺跡群 B 区 L1H 層 （井関 2014 第５46 図を一部改変 ： 原報告　砂田 1998） 
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細石刃 (冷山 )

微細剥離のある剥片 (冷山 )

破片 (ガラス質黒色安山岩 )

細石刃核 (柏峠・冷山 )

石核 (柏峠・中粒凝灰岩 )

第 6 図　打木原遺跡 (井関 2014　第 547 図を一部改変：原報告　佐藤 2002)

図６. 打木原遺跡 （井関 2014 第５47 図を一部改変 ： 原報告　佐藤 2002） 
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１． 古本州島の細石刃石器群出現に関する研究

１）研究史にみる課題
古本州島の押圧剥離技術による細石刃石器群（以下、押

圧細石刃石器群）の出現に関する問題は、列島での細石刃
発見以来、関心を集めてきた（林 1970、加藤・松本 1984
等）。細石器化や石器のモジュール化は、これ以前にも存
在したと考えられるが（仲田 2006、田村 2011、堤 2013 等）、
押圧剥離技術は、打撃系技術とは一線を画する特殊技術で
あり、その導入には技術情報の伝播があったと見るべきで
あろう（高倉 2023）。特に古本州島に一早く出現した稜柱
形細石刃石器群については、先行石器群の石材利用、石器
技術を背景とした地域技術とみる考え方が近年有力である

（須藤 2009、山田 2022 等）。とはいえ、押圧技術そのも
のは外的要因によってもたらされたことは明らかである。
その観点では、北海道の前期前葉細石刃石器群と荒川台型
細石刃石器群との関係を論じた佐藤宏之（2011）の議論や、
中国華北地方の角錐状細石刃核石器群が、三海平原を介し
て古本州島に伝播したとする加藤真二ら（2012）の「三
海平原ネットワーク仮説」は、技術伝播の具体相にアプロ
ーチしたものとして評価できる。一方、大陸と海峡を挟ん
で、細石刃技術や年代的な隔たりが小さくないため、決定
的な議論にはなっていない。解決には、古本州島と周辺地
域の石器群の様相や年代を今一度整理する必要がある。
２）本発表の目的

長崎県福井洞窟の調査成果によって、細石刃技術型式
と年代との関係の理解が大きく進んだ（栁田編 2015）。大
陸側においても、近年、特に中国の細石刃石器群の発見が
相次ぎ、年代的整備も大きく進展している。これらの研究
状況に鑑みつつ、古本州島での押圧細石刃石器群の出現と
展開をめぐる課題について、年代的整理をもとに解決の手
がかりを得ることが本発表の目的である。以下では、古本
州島と周辺地域（特に中国と朝鮮半島）での細石刃石器群
とその年代を整理する（図 1）。なお、年代は、日本列島
については、工藤（2012）および森先（2022）の集成を、
中国および韓国の年代については、加藤（2014）および
それぞれの報文を参照した。なお、以下で用いる較正年代
はintcal20の較正プログラムによった（2σの数値による）。

２． 古本州島の細石刃石器群と年代

九州　福井洞窟では、13-12 層（稜柱形＜野岳型＞：
19.2-17.3 cal ka）、9-7 層（小型縦長剥片石器群：17.7-
16.6 cal ka）、4 層（船底形＜竹木場型＞：16.5-15.8 cal 
ka）、3-2 層（楔形＜福井型＞：16.1-14.1 cal ka）と、一
部重複を持ちつつ異なる石器群が展開する。なお、13-12
層の細石刃は押圧剥離によっていることが明らかとなって
いる（高倉 2018）。

福井洞窟 13-12 層と同種の石器群で年代をもつものに、
長崎県茶園遺跡Ⅴ層（19.0-18.3 cal ka）、熊本県河原第 3、
第 6遺跡（18.2-17.5 cal ka）がある。この時期の中九州の石
器群には非黒曜石製の船野型細石刃石器群が伴い、併行関係
にあるものと考えられるが（芝 2011）、年代は明らかでない。
南九州での石器群の年代はほとんどないが、野岳型が主体と
なる鹿児島県桐木耳取遺跡（11-12 層：17.8-16.2 cal ka）や、
これに船野型が加わる牧野遺跡（17.5-16.8 cal ka）がある。
九州での押圧細石刃石器群の出現年代は、1.9 ～ 1.8 万年前
が目安となるが、その上限は終末期ナイフ形石器群の年代

（熊本県瀬田池ノ原 9 層：22.9-22.4 cal ka、桐木耳取 12 層：
21.7-20.5 cal ka）が上限となろう。細石刃石器群の出現を考
えるにあたり、南九州（特に東部）では、霧島小林軽石（Kr-
Kb：16.7 cal ka）との関係も重要となる。宮崎平野（船引台地）
においては、Kr-Kb 下位では細石刃石器群が出土せず、上位
ではナイフ形石器群が出土しない。出現期細石刃石器群の年
代を参照すると新しすぎるきらいもあるが、南九州では、細
石刃石器群の出現が遅れる可能性もある（松本 2021）。小型
剥片石器群である福井洞窟 9-7 層石器群は、この問題に関連
する。北部九州では類例を見出せないが、南九州の終末期ナ
イフ形石器群との類似から、細石刃集団と共存する別集団の
存在を想定する議論もある（宮田 2020）。9-7 層石器群の位
置づけは課題として依然残る。

福井洞窟 4 層では、竹木場型細石刃核とともに、安山
岩製槍先形尖頭器や削器等が出土しており、かねて神子柴
（系）石器群との関連が指摘されており（綿貫 1992、栗島
1993 等）、槍先形尖頭器や（局部磨製）石斧は、単発的で
はあるが九州全域に広がり、竹木場型は南九州にも認めら
れる（佐賀県竹木場、鹿児島県前山、宮崎県白ヶ野第 3等）。
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当該石器群の年代は、福井 4層以外知られていないが、そ
の異質性から年代的にも近接するものと推定される。

福井洞窟 3・2 層ではすべて福井型細石刃技術に基づ
く細石刃製作に変化する。そして、3 層では隆起線文、2
層では爪形文土器が共伴する。3 層出土の炭化物の年代

（16.0-15.1 cal ka）は、4層の年代と一部重複し、2層の年
代（15.1-14.0 cal ka）とも近接する。泉福寺洞穴の年代（工
藤ほか 2022）もこれと矛盾せず、石鏃石器群が主体をな
す条痕文土器文化層（4f 層）の年代（13.1-12.7 cal ka）が
得られており、これまでに石鏃石器群へ移行したと考えら
れる。南九州においても、西北九州産黒曜石が利用された
福井型細石刃石器群が存在するほか（建山、枦堀等）、福
井型と船野型とが技術的に融合した石器群（F-S 群）が特
徴的である（仁田尾、帖地、天神段等）。これらの明確な
年代値はないが、後続する隆帯文土器群の年代（約 14-13 
cal ka）から、ここまでには収束する。

関東　相模野台地では層位的に異なる細石刃技術が認
められる（砂田 1994、堤 2011 等）。堤（2011）によれば、
稜柱形、船底形、楔形が併存しつつ展開するが、船底形は
細石刃石器群包含層の上半部に認められ、楔形は L1S 層
のみに認められ、稜柱形→船底形→楔形の変遷（4 段階）
を追うことができる。

年代が得られているのは、段階 1・2 にあたる石器群で
ある。段階 1（代官山型）にあたる神奈川県吉岡遺跡 B 区
の年代は、20.8-19.3 cal ka であり、これが古本州島での
細石刃石器群の年代としては最も古い。これとほぼ同様の
年代を示すのが、当麻遺跡第１地点であり（20.2-19.2 cal 
ka）、ここでは神津島産黒曜石を利用した稜柱形細石刃石
器群（段階 2）が得られている。なお、先行石器群である
ナイフ形石器群や槍先形尖頭器石器群の年代（22-20 cal 
ka）は、出現期の細石刃石器群の年代と近接し、約 2.0 万
年前に細石刃石器群に移行したと推定できる。

展開過程を示す年代は得られていないが、終末の年代
は草創期遺跡の事例から推定可能である。尖頭器石器群に
無文土器が伴う宮ケ瀬北原遺跡の年代（15.9-15.3 cal ka）
や、前田耕地遺跡の年代（15.8-15.2 cal ka）から、約 1.5
万年前までには、細石刃石器群から尖頭器石器群に移行し
たことがわかる。北関東においては、細石刃石器群と縄
文時代草創期石器群とを分かつ、浅間板鼻黄色軽石層（As-
YP）の年代が 16-15 cal ka と想定されており（小原 2023）、
南関東の様相とも矛盾はない。

東北　最も古い年代を示す遺跡は、稜柱形細石刃石器
群であり、荒川台遺跡との関連が指摘される五川目（6）
遺跡である。石器集中 1（18.2-16.3 cal ka）と石器集中 2

（19.4-17.9 cal ka）とでは年代に若干の差があるものの、

両者に石器技術的な違いは認められない。削片系細石刃石
器群の年代はこれよりも新しい（新潟県荒屋遺跡：17.8-
16.8 cal ka）。北海道の札滑型細石刃石器群である上幌内
モイ遺跡の年代（18.2-17.4 cal ka）と近接しており、削片
系細石刃石器群（札滑型）の津軽海峡を介した南下をこ
の時期に想定できる（佐久間 2018 等）。年代は不明だが、
東北地方から新潟県にかけて白滝型細石刃石器群も認めら
れ（山形県湯ノ花遺跡、宮城県薬來山№ 34 遺跡等）、湯
ノ花遺跡では白滝産黒曜石製石器も複数見つかっている
（建石他 2012）。北海道では、白滝型は後期細石刃石器群
に位置付けられ（山田 2006）、津軽海峡を介した技術伝播
は、複数回にわたって生じていたと考えられる。

青森県大平山元Ⅰ遺跡（17.2-14.3 cal ka）と赤平（1）
遺跡（17.0-16.4 cal ka）の年代は、細石刃石器群終末に関
連する。前者は出土した無文土器の付着炭化物の年代であ
るが、年代値にややばらつきがある。両石器群の共通性は
高く、年代的にも併行するとみられる。なお、両石器群に
は細石刃は伴わないが、先の薬來山№ 34 遺跡や新潟県上
原Ｅ遺跡においても、石刃製石器（掻器）や局部磨製石斧、
両面加工石器とともに、白滝型細石刃核が確認されている
（佐藤ほか 2018）。これらの年代的関係性について判断が
難しいが、白滝型（+ ホロカ型）細石刃石器群と神子柴・
長者久保石器群の時間的近接性を示すものとして注目され
る。その後の隆起線文土器群では、野尻湖周辺遺跡（長野
県大久保南、貫ノ木、星光山荘 B）で年代が数多く得られ
ており（15-14 cal ka）、まとまりもよい。

３． 中国 ・ 朝鮮半島の細石刃石器群と年代

中国　華北地域では、27-25 cal ka の年代をもつ細石刃
石器群が複数確認されている。龍王辿遺跡第 1地点、柿子
灘遺跡 S29 地点、西沙河遺跡では、燧石（チャート）を
利用した錐形（円錐・角錐）、半錐形細石刃核が主体をなす。
一方、下川遺跡小白樺圪梁地点では、船底形細石刃核が主
体となる。柿子灘遺跡では、第 7文化層において錐形・半
錐形細石刃核のみであるのに対し、第 6文化層で船底形が
加わる（Song et al. 2017）。楔形細石刃核も存在するよう
だが、両面調整体を準備して削片剥離を行うものではない。
柿子灘遺跡では、最上層の第1文化層まで細石刃石器群（基
本的に角錐形）で構成され、第 3 文化層では、両面加工
尖頭器が確認されている。泥河湾盆地の二道梁遺跡は、小
形船底形細石刃核と小形石刃製の彫器で構成され、22.5-
21.3 cal ka の年代をもつ。楔形細石刃核を主体とする虎頭
梁遺跡や馬鞍山遺跡、于家溝遺跡の年代は 16.0-12.0 cal 
ka を示す。

中国東北部では、西山頭遺跡では板状素材の小口面型の
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石核とともに、石刃や細石刃が認められ、28.3-27.6 cal ka
の年代が得られている（劉他 2019）。林富遺跡では、小形
船底形細石刃核が多量に得られており、年代は 20.9-20.5 
cal ka で先の二道梁遺跡の年代に近い。長白山周辺の和龍
大洞遺跡では、4・5 層（1 文化層）では不定形細石刃核
で構成され、3 層（2 文化層）では楔形細石刃核（蘭越型
類似）と船底形細石刃核の両者が得られている。年代は前
者が 27.2-24.1 cal ka、後者は 15.8-15.6 cal ka である。楓
林遺跡では、石刃（状剥片）を素材とする峠下型類似の細
石刃核による細石刃生産が行われている。この遺跡の年代
は OSL で 24-17 ka であるという（Yue et al.2021）。小興
安嶺南麓の桃山遺跡では 4 層と 3 層で楔形細石刃石器群
が得られており、4 層の年代は 19.1-16.6 cal ka、3 層では
両面加工尖頭器や斧形石器も組成し、年代は 15.2-14.1 cal 
ka を示す。

朝鮮半島　基本的に楔形（削片系）と船底形で構成さ
れるが、一部に稜柱形と呼びうる細石刃核を見ることがで
きる。既往研究では、その初期から楔形と船底形が存在し、
終末段階に稜柱形細石刃核という変遷が考えられている

（張2007等）。年代的には長興里遺跡が最も古い（30.3-27.4 
cal ka）。ここでは、黒曜石製の楔形細石刃核（両面調整石
器ではない）が出土しており、船底形も認められる。朝鮮
半島中部では、好坪洞遺跡やヌルゴリ遺跡等のように、黒
曜石を利用した楔形細石刃石器群が得られている。好坪洞
遺跡では、3b 層のスンベチルゲ石器群（3b 層）と楔形細
石刃石器群（3a 層）とが層位的に出土している。後者の
年代は、28.9-23.7、22.3-18.4 cal ka の 2 つのピークをも
つ。ヌルゴリ遺跡では、3、2 文化層で楔形と船底形細石
刃石器群が得られており、第 3 文化層の年代は 25.9-22.9 
cal ka である。垂楊介遺跡第 6地区第 2文化層では、楔形、
船底形細石刃核とともに両面加工尖頭器や局部磨製石斧が
認められる。年代は 22.9-20.9 cal ka である。

朝鮮半島南部でも、やはり楔形細石刃核を主体とす
る。新北遺跡や集賢遺跡では、それぞれ 31.8-21.7 cal ka、
26.9-22.4 cal ka の年代が得られている。新北遺跡では、
楔形細石刃核とともに、スンベチルゲや両面加工尖頭器、
磨製石斧で構成される。年代値にばらつきが大きいが、
Lee ら（2015）は細石刃石器群が断続的に形成されたと考
えている。

その後の年代はデータが少ないが、下花渓里（Ⅲ）遺
跡や基谷遺跡の年代がある（16.3-15.9 cal ka、12.4-11.4 
cal ka）。これらでは、板状素材や不定形剥片を利用した細
石刃核が認められるが、これらは韓国の中では異質な存在
と言える。

４． 古本州島の細石刃石器群の出現と展開

古本州島の押圧細石刃石器群の年代は、以下のように
整理できる。

九州地方：約 19.0-14.5 cal ka
関東地方：約 20.0–15.5 cal ka
東北地方：約 19.0-16.5 cal ka（南部では 15.5 cal ka ま

で残存する可能性あり）
中国北部では、約 2.7 万年前に角錐形細石刃核を主体と

する初期細石刃石器群が展開したのち、LGM を経て規格
化が進み、東北部では楔形細石刃石器群が出現、展開する
（Yue et al.2021）。朝鮮半島では 2.5 万年前ごろに出現した
とみられ、2.2 万年前ごろには楔形や船底形細石刃石器群
が各地で認められる。最終氷期に半島を形成していた北海
道でも、2.5 万前ごろに細石刃石器群が出現する（柏台１
遺跡：25.6-23.9 cal ka）。この時期に、環日本海地域（大陸側）
で細石刃石器群が連動的に形成される。なお、初期細石刃
石器群の剥離技術は多様である可能性もあり、その究明は
大きな課題である（高倉 2023）。

古本州島では、約 2.0 万年前に押圧細石刃石器群が出現
する。これが古本州島の両端からほぼ同時に伝播したか、
一方からかは年代データからは判断できない。少なくとも
九州では先行石器群の技術的様相に上書きされる形で押圧
技術が採用されたと考えられる（芝 2013）。「三海平原ネッ
トワーク仮説」は否定できないものの、華北地域の角錐形
細石刃石器群は、地域石材（燧石）に特殊化した、いわば
地域技術であり長期間存続する。むしろ、約 2.0 万年前に
押圧技術が古本州島に（一気に）広がる現象の究明こそが
肝要である。古本州島での削片系細石刃石器群の出現も、
これと同時期の可能性もあるが、年代的にはやや遅れる
（1.8 万年前ごろ）。この現象はハインリッヒ・イベント 1
よりも古いとみられ、環境史との関係は今後の課題である
（森先 2022）。

石器群の展開に関して年代的議論は難しいが、後続石
器群との関係は明らかになりつつある。古本州島東半では
1.6 ～ 1.5 万年前ごろに神子柴・長者久保石器群や大型尖
頭器石器群へ変化する。この年代は、九州では福井洞窟 4・
3 層と並行する。その年代に加え、東北地方南部において
神子柴石器群と白滝型細石刃石器群とは密接な関連を持っ
ていることを考えると、それが竹木場型の形成に結びつく
と考えたい。その後の楔形（福井型）細石刃石器群の形成
についても、朝鮮半島の細石刃石器群との関連を見出すこ
とは現状では難しく、中四国地方での細石刃石器群の希薄
さが問題として残るものの、古本州島内部での形成、特殊
化と見ておく。
　（引用文献は紙幅の都合で割愛した。ご容赦願う次第である。）
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図 1. 古本州島とその周辺の細石刃石器群およびその前後の年代
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はじめに

　細石刃は、新人の北方進出および東進に寄与した重
要な石器技術と考えられてきた。細石刃の出現地とその年
代は確定していないが、ヤクーツク、エニセイ河流域、極
東ロシア、中国北部、韓半島、北海道島において、最終氷
期最盛期（LGM）またはそれ以前の年代まで細石刃が遡
ることが指摘されている（Kuzmin and Keates 2021）。細
石刃の出現期が寒冷期であること、その分布範囲が主に亜
寒帯〜寒帯であること、そして植刃器と組み合わせた運用
方法が想定されることから、寒冷気候および疎林と草原を
主体とするステップ環境に特化した狩猟具とみなされてき
た（Elston and Brantingham 2002）。日本を含む多くの地
域では、晩氷期になると細石刃が消失し、尖頭器および石
鏃が台頭する。これは温暖化に伴う狩猟環境・方法の変容
と結びつけて解釈することが一般的である。

その一方で、ヨーロッパの中石器時代や完新世のシベ
リア、アラスカ、カナダでは、温暖な環境下においても細
石刃製作が継続する（Coutouly 2012）。本発表で対象とす
る内陸アラスカは、北米で最も長期間にわたって細石刃製
作が行われた地域である。同地域およびその周辺域におけ
る晩氷期以後の細石刃文化の変容、そして接触期直前の状
況に関する考古学、古環境、地理学的研究のレビューを通
して、当該地域における細石刃文化終焉の背景を検討する。

1. 内陸アラスカにおける更新世から完新世への環境変動

内陸アラスカには更新世末に形成された湖が多く残存
し、湖底堆積物中の花粉から地域的な古環境復元が行われ
てきた。ハーディングレイク（Finkenbinder et al. 2014）
では、約 30,700-14,600 cal BP においてカヤツリグサ科、
イネ科、ヨモギ属が支配的であるが、その後の 9,100 cal 
BP までにカバノキ属が 50％以上、ヤナギ属が 10％以上
となり、木本類が主体となる。8,600-7,500 cal BP には、
ハンノキ属とトウヒ属が現れ、それぞれ 7,000 cal BP と
5,600 cal BP に増加した。内陸アラスカの他の湖におけ
る傾向をまとめると約 15,000 cal BP まではイネ科など草
本類を中心とするステップ環境が存在し、13,000 cal BP
までにカバノキ属が爆発的に増加する。その後、11,000-

9,000 cal BP にポプラ属が加わり、現在よりも高い気温で
あった可能性がある。9,000-7,000 cal BP には、トウヒ属
とハンノキ属が進出する。7,000 cal BP 以降はヒメカンバ
（Betula nana）やカナダトウヒが現在のタイガを構成す
るアメリカシラカンバ（Betura papyrifera）とクロトウヒ
（Picea mariana）と入れ替わり、現在に近い植生環境に移
行する（Carlson and Finney 2003）。

動物相の変化は、限られた遺跡から出土した動物、魚
類、鳥類骨に加えて、金鉱採掘時に発見された化石骨、
環境 DNA 分析結果などから特定の動物種の消長が検討
されてきた（Krasinski and Haynes 2010; Murchie et al. 
2021)。内陸アラスカではケナガマンモス（Mammothus 
primigenus）、ステップバイソン（Bison priscus）、ウマ属
（Equus sp.）が約 15,000 cal BP から減少、完新世までに
絶滅しており、それと入れ替わるかたちでヘラジカ（Alces 
Alces）とワピティ (Cervus elaphus）が徐々に出現した。
カリブー（Rangifer tarundus）化石は、同地域でほとんど
確認されていないが、アラスカ全体では LGM 以前から連
続的に認められている（Mann et al. 2013）。

2. 内陸アラスカの細石刃伝統と細石刃核の型式変化

内陸アラスカは、アラスカ北部を東西に横断するブルッ
クス山脈と南部を横断するアラスカ山脈の間に位置する。
現代の先住民文化では、北方アサバスカン文化圏と重複す
る。

内陸アラスカ最初期の石器文化は、東ベーリンジア伝
統である（図 2）。同文化に属する遺跡は、スワンポイン
ト遺跡（図 1-9) のみだが、同遺跡はアメリカ大陸で唯一
の湧別技法細石刃核 ( 図 2-27）を有し、彫器やマンモス
牙を素材とする道具製作を特徴とする（Coutouly 2012; 
Lanoë et al. 2018）。次の文化は、チンダディン伝統と呼
ばれ、涙滴形・三角形・凹基形の尖頭器が物質文化的指標
とされる（図 2-29・30）。最近の編年案では、三角形・涙
滴形を主体とする第 1 段階（13,300-12,800 cal BP）と凹
基形が加わる第 2 段階（12,800-12,000 cal BP）が設定さ
れている (Holmes et al. 2022)。同伝統は細石刃を組成す
る一方、細石刃核の出土例はないため東ベーリンジア伝
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統との技術的な連続性は不明である。後続するデナリ伝
統（West 1967）では、指標遺物であるキャンパス型細石
刃核（図 2-17・22）と呼ばれる楔形細石刃核が内陸アラ
スカだけでなくアラスカ沿岸やカナダ東部までの広範囲に
分布する。同型式は、剝片素材、片面加工、横位および作
業面方向からの打面作出・再生といった技術的特徴を持

つ（Mobley 1991）。両面加工素材を用いる楔形細石刃核
も一定数認められる。デナリ伝統は、約 6,000 cal BP ご
ろにノーザンアーケイック伝統に変容したと考えられて
いる（Holmes et al. 2022）。ノーザンアーケイック伝統に
は、基部の左右に半円状の抉りを有するノッチ尖頭器（図
2-16）が伴う。エズデール（Esdale 2008）によれば、187

図 1 本発表で対象とする地域の主要遺跡、 テフラ降下範囲分布　（平澤 2022 を一部改変）
1. オニオンポーテージ , 2. アギアック湖遺跡群 , 3. カガティ湖遺跡群 . 4. ミンチュミナ湖遺跡群 , 5. ムースクリーク , 6. ウォーカーロード , 7. ドライクリーク , 

8. アップワードサンリバー , 9. スワンポイント , 10. デルタクリーク , 11. クレイン , 12. ヒーリーレイク , 13. クリアビュー , 14. カリブーノブ , 15. ディサーダ , 

16. クローカット , 17. ボナンザ万年雪 , 18. JdVb-2, 19. JcUu-1&2, 20. JdUt-17
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遺跡のうち71遺跡（38%）において細石刃が共伴しており、
細石刃技術は継続して用いられている。この時期には、キャ
ンパス型、円錐形（図 2-18）に、トゥクトゥ型（図 2-19）
とも呼ばれる板状の資料が組成に加わる。漁労に関連する
石錘（図 2-21）も稀に伴うことがある。他地域の遺跡（図
2-2・3）では、連続する石積みによって作られたフェンス
様遺構が湖まで収斂する形で分布する遺跡が確認されてお
り、民族誌でも見られるカリブー追い込み狩猟は同伝統に
まで遡ることができる。

3. アサバスカン伝統の形成と細石刃の終焉

アサバスカン伝統（デネとも呼ばれる）では、浅い竪
穴やテント式住居、ピットなどが主な遺構として確認され、
遺物では石器の他に卓越した骨角製品、銅製品、白樺樹皮
製品などが代表的である。このような利用素材と技術の多
様化は、ホワイトリバーテフラ東ローブ (WRTe, 約 1,103 

cal BP) の降下がもたらした内陸アラスカ東端からユーコ
ン準州にかけての資源環境変化に呼応して生じたと解釈さ
れてきた（Mullen 2012；Jensen et al. 2014）。

捨て場を伴う住居趾 9 基、テント趾 11 基に 700 点以上
の遺物が確認されたディサーダ遺跡（図 1-15）では、上
層の捨て場覆土から 2 点の楔形と 1 点の円錐形細石刃核
および 12 点の細石刃、遺構下位のシルト層から楔形細石
刃核 1 点と細石刃 73 点が確認された（Shinkwin 1979）。
ほかにもカヴィック型石鏃（図 2-10 〜 12）と呼ばれる有
茎石鏃が 5点（上層）と 1点（下層）、大型の扁平なスクレー
パーが 19 点（上層）と 2 点（下層）から出土した。骨製
ナイフ・尖頭器・ヤス、角製鏃など多様な骨角器も確認さ
れた（図 2-1 〜 5）。捨て場遺構底部は約 700-440 cal BP、
下層は約 2,710-2,340 cal BP の年代が得られている。調査
当時は、アサバスカン伝統に細石刃は伴わないと考えられ
ていたため、上層の細石刃関連遺物は覆土への混入とみな

図 2. 内陸アラスカの考古文化編年と各石器伝統にみられる特徴的な資料 （平澤 2022 を改変）
1. 骨製ナイフ , 2 ・ 3. 骨製尖頭器 , 4. 角製鏃 , 5. 骨製品 , 6. 銅製刺突具 , 7 ・ 8. 有茎銅鏃 , 9. 銅製装身具 , 10-12. 小型石鏃 （カヴィック型） , 13. エンド

スクレーパー , 14. 細石刃核 , 15. 礫片スクレーパー （Tci-Tho） , 16. ノッチ尖頭器 , 17. 楔形細石刃核 （キャンパス型） , 18. 円錐型細石刃核 , 19. 板状細

石刃核 （トゥクトゥ型） , 20. エンドスクレーパー , 21. 石錘 , 22. 楔形細石刃核 （キャンパス型） , 23. 彫器 , 24-26. 両面加工尖頭器 , 27. 楔形細石刃核 （湧

別技法） , 28. 彫器 , 29-30. チンダディン尖頭器 .

 [1 〜 14. ディサーダ遺跡 , 15. カリブーノブ遺跡 , 16 〜 20 ・ 27 ・ 28. スワンポイント遺跡 , 21. オニオンポーテージ遺跡 , 22 〜 26. ドライクリーク遺跡 , 

29 ・ 30. ウォーカーロード遺跡 ]
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された（Shinkwin 1979）。
近年、内陸アラスカの複数の遺跡で、14C 年代と共にア

サバスカン伝統の文化層から細石刃の発見が報告されてい
る。スワンポイント遺跡第 2 地点では、ノーザンアーケ
イック末期からアサバスカン伝統の時期（約 2,115-1,450
および1,150-725 cal BP）にかけて住居遺構と細石刃69点、
打面再生剝片 4 点が見つかった（Smith 2020）。また、同
伝統の開始年代を検討したDoering et al. (2021) は、クレ
イン遺跡下位地点（図 1-11）（630-520 cal BP）において
細石刃核 1 点と細石刃 2 点を報告している。これまで細
石刃の終焉は、WRT の降灰と資源環境の激変によって生
じた「移動性の高い狩猟経済」から比較的居住性の高い「戦
略的な漁撈・狩猟経済」への移行に伴うと考えられていた。
しかし、降灰以前から漁労が開始されていることや細石刃
が降灰後にも製作されていることから、細石刃の終焉の要
因は降灰イベントおよびアサバスカン伝統そのものにある
という仮説が否定されつつある。

おわりに

本発表では、内陸アラスカにおける細石刃伝統が最初
期移住の段階から約 500 cal BP まで継続することを確認
した。その間には、1) 完新世温暖化による動物相および
植物相の劇的な変化、2) 火山噴火と降灰という 2 つの大
規模な自然環境変化をもたらすイベントが生じた。それに
もかかわらず細石刃の製作が継続した背景には以下のよう
な点が推測される。中期完新世以降にノッチ尖頭器やカ
ヴィック型石鏃が狩猟具に加わっても細石刃が残存したこ
とから、狩猟具の多様化に伴いその運用・使用方法が単一
化した可能性を指摘できる。この要因には、狩猟対象、周
辺石材環境、新たな用途の出現による影響が想定されるが、
ユーコンの万年雪遺跡で発見された狩猟用石器のほとんど
が尖頭器であったこともこの推察を間接的に示唆する。完
新世の各伝統における石器技術研究は非常に乏しいうえ、
骨角製および銅製狩猟具との運用における関係性なども深
く議論されていない。細石刃の終焉要因を明確にするため
に、狩猟具全体の基礎的な研究の実施が課題である。
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はじめに

現在 (2023 年 10 月 23 日 )、中国北部 ( 中国東北部、華

北 ) における旧石器時代から旧石器 / 新石器過渡期にかけ

ての細石刃石器群を 183 遺跡 236 石器群、確認している。

そのうち、年代測定値をもつものを表１に示した。本発表

は、主に、表 1に示した年代測定値をもつ石器群をもとに、

中国北部における細石刃石器群の展開を述べる。その際、

細石刃石器群が展開する細石刃期を初期 (ca.28-25calka)、

前期 (ca.25-18calka)、後期 (ca.18calka-) に区分する。

１． 中国東北部での細石刃石器群の展開

初期　現在、中国北部最古の細石刃石器群は、嫩江流域の

黒龍江省西山頭 (27.8、以下、括弧内の数字の単位は特記

したものを除き calka) である ( 吉林大学ほか 2019)。出土

石器 10,231 点中に細石核 1点、細石刃 6点が検出された。

細石核は、流紋岩の剥片を素材とし、平坦剥離面打面で木

口面に作業面を設ける。打面や下縁の調整、打面の転位・

再生などはみられない。流紋岩製細石刃は、長さ 2.3cm、

幅 0.6 ㎝程度。微細剥離による細石刃素材の背付き尖頭器

２点や石錐 1 点がある。このほか、長さ 4.7 ㎝、幅 0.7 ㎝

程度の凝灰岩製細石刃 2点があるが、これらには稜形成剥

離が確認できるので、細石刃剥離に際して石核調整があっ

た可能性がある。

石器群は、凝灰岩の木口面型石核から幅 2 ～３㎝の石

刃を剥離する石刃技術を中軸とする。石刃素材の削器３点、

彫器、石錐各１点、剥片素材のノッチ、石錐各 1点などの

トゥール ( 細石刃素材のものは除く ) のほか、石英岩の礫

片の一端に刃部を作出した小型チョッパー 1 点が存在す

る。

石刃技術を中核とする西山頭石器群の構造は、中国北

部の主要な石器群である鋸歯縁石器群とは異なり、外来的

である。また、小型チョッパーは、北方地域の “スクレイ

ブロ” の一部に類似する。この時期のシベリアの MUP 石

器群にみられる木口面型を含む小石刃石核と小石刃素材の

背付尖頭器や石錐のあり方 (Terry et al. 2016) は、西山頭

の細石刃技術と共通する。このため、西山頭石器群は、北

方地域の MUP 石器群に起源をもち、その小石刃技術を細

石刃技術に置換したものと推定できる。現在、シベリアを

含む周辺地域では、西山頭と同時期もしくは、それ以前の

細石刃技術を確認できない。このため、細石刃技術は、中

国東北部で小石刃技術と押圧剥離技術が結合することによ

り発明されたと考えられる。

初期段階のものとしては、西山頭のほかに、内蒙古

高原東部の内蒙古自治区チンスタイ 5 層 (27.4、王ほか

2014)、後述する長白山西麓の吉林省和龍大洞 5 層 (27.1、

徐 2022) の石器群がある。前者では、鋸歯縁石器群にま

じって、角錐状細石核１点、細石刃数点が確認されたとい

う。この2遺跡は中国東北部の東西端に所在することから、

初期の間に、細石刃石器群は中国東北部に広く拡散したよ

うである。

前期　徐廷 (2022) によれば、和龍大洞では、5 層 (27.1)

で、彫器 ( 彫器石核を含む )5 点、疑似細石核１点、4 層

(25.7-24.3) で彫器 ( 同 )37 点、細石刃 44 点が出土した

という。徐は、５層・４層を一つの文化層 (CL2：27.1-

24.3) と把握し、そこにみられる大型石刃を素材とし、上

端に細かな調整剥離で打面を形成、素材石刃の側縁から狭

長な細石刃を剥離する技術を大洞技法、広郷型細石核やア

ルタイ IUP の彫器石核 (burin-core) に類似する石核を大

洞型細石核とよび、長白山西麓における最初期の細石刃技

術とした。また、徐は、5 層出土の石刃を横位に用い、側

縁端部に素材腹面からの二次加工状の剥離で打面形成し、

素材石刃の打面側木口面 ( 打面？ ) から細石刃を剥離した

「疑似細石核」も彫器石核の一種としている。

一方、岳建平も、徐同様、5 層・4 層を CL2 としつつ、



56

　細石刃石器群発見 70 周年記念

徐が「修辺直刃彫器」とした、剥片を横位に用い、剥片側

縁に急角度のインバースリタッチで打面を形成し、素材剥

片遠端側の木口面から石核側面に湾曲した削片 ( 細石刃 )

を剥離する資料を峠下型細石核とみなし、長白山西麓を北

方系細石刃石器群の起源地の 1 つとした (Yue 2023)。徐

がいう「疑似細石核」は、この「峠下型細石核」と共通点

をもつことから、同型とすることができるかもしれない。

徐と岳の間では、初期から前期前半の細石刃技術に関

する見解の相違はあるものの、和龍大洞 CL2、なかんず

く４層には、細石刃、周縁調整斜刃型彫器とともに、非削

片系楔形石核を用いる細石刃技術が存在するということで

は一致する。これらの「楔形細石核」は、後代の楔形細石

核とは形状が異なる非典型的なものである。このため、こ

うした石器群を祖型の北方系細石刃石器群と評価したい。

和龍大洞 CL2 に後続するものとしては、吉林省楓林西

区 (ca.24-18oslka)、黒龍江省樺陽 3 層 (18.3)、それにチ

ンスタイ 4層 (ca.27-18) があげられる。

田川ほか (2019) によれば、楓林西区には、削片系楔形

細石核 21 点 ( 表採品 11 点、出土品 10 点 ) と非削片系楔

形石核 4 点 ( 表採品・出土品各 2 点 ) がある。削片系、非

削片系ともに、両面 ( 片面 ) 調整ブランクによるものに加

え、浅短な剥離で調整し、その側面に素材剥片・石刃の未

加工の背面・腹面を大きく残す楔形細石核が目立つ。削片

系楔形細石核は、湧別技法 ( 河套技法 ) による札滑型細石

核、非削片系のものは、側方連続剥離によって打面を形成

する虎頭梁技法 ( 蓋 1977)、もしくは西海技法による福井

型細石核に分類されよう。加えて、周縁調整斜刃型彫器が

表採されている ( 李ほか 2019)。

前期末の樺陽 3 層 (18.3) では、やや不整形な舟底形細

石核と浅短剥離で調整された剥片素材の削片系楔形細石核

に周縁調整斜刃型彫器がともなっている。

チンスタイ 4 層の詳細は未報告であるが、加藤の観察

(2014 年 2 月 ) によれば、4 層 (ca.27-18) 出土品には、多

数の楔形細石核がみられた。打面形成は、側方剥離による

もののほか、忍路子型に類似する短い縦長スポールの削出

によるもの ( 桑乾技法：Tang and Gai 1986) がある。また、

周縁調整横刃型彫器も出土している。

このほか、浅短な剥離で調整した剥片・石刃素材の楔

形細石核を特徴とする長白山西麓の吉林省柳洞、石人溝な

どの石器群も楓林や樺陽 3層との比較から、前期に位置付

けられる可能性がある。

以上、中国東北部では、ca.24calka 以降、楔形細石核に

よる細石刃技術と周縁調整横 - 斜刃型彫器の共伴が確認で

きることから、細石刃前期に北方系細石刃石器群が、その

祖型をもとに成立し、普及したと考えられる。

後期　後期の石器群には、黒龍江省十八站 (10.3 ± 0.6 

oslka)、 小 南 山 F1 期 (13.9)、 桃 山 (3 層：14.4、4 層：

16.8)、樺陽２層 (14.2)、小龍頭山 (15.8)、大龍頭山 (17.4)、

吉林省和龍大洞３層 (15.7)、楓林東区 (ca.17)、新興第１

地点 (16.0)、大興屯 (13.3)、ホウタオムガ H-I(ca.13-11)、

内蒙古自治区チンスタイ3層 (＜ 18.1) がある。これらは、

多数の円錐形細石核が出土したチンスタイ 3 層を除けば、

北方系細石刃石器群である。細石刃前期に比べ、遺跡数が

増加するとともに、前期には遺跡群が形成されていた可能

性がある長白山西麓に加えて、嫩江流域、長白山北麓、小

興安嶺など、遺跡の密な分布を示す地区が複数顕在化する。

そして、小南山 F1 期、桃山３層、樺陽 2 層、ホウタオム

ガ H-1 では、土器が共伴することから、中国東北部では、

14calka 頃から土器が出現し、新石器時代へ移行していく

と考えることができる。

2． 華北での細石刃石器群の展開

初期　泥河湾盆地の河北省西沙河 (27.2) が華北最古の細

石刃石器群である (Guan et al. 2020)。図示された細石核

には西山頭のものと類似する分厚い剥片素材の木口面型の

ものが多いが、角錐状のものもみられる。打面や下縁の調

整や稜形成などもなされる。さらに、幅 1.5 ㎝前後の石刃

を剥離した石刃石核が存在する。トゥールは、石刃に加え

て、幅広の縦長剥片を素材とし、削器 11 点、搔器 12 点

を中心に、尖頭器・石錐各２点、彫器 1点がみられる。

西沙河の後、河北省油房 (ca.27oslka)、爪村上層 (27.6-

26.6)、陝西省龍王辿 ( ６層、5層：26.3、4 層：25.2)、山

西省柿子灘Ｓ 29 地点 (CL7：25.9)、下川遺跡群 ( 富益河

圪梁 2 層上部：ca.27-25、小白樺圪梁 2 層：ca.27-25、水

井背 2 ① -3 ③層：ca.26-25)、河南省西施 ( 西区 2c 層：

26.2)、東施、裴李崗下層 (26.3) の石器群が展開する。こ

れらは、細石刃石器群が華北大平原や山東丘陵などの華北

東部を除く、華北の広い範囲に拡散したことを示している。



57

資源環境と人類 2023/ 研究発表

細石刃技術は、木口面型や扁平のものを含めた角錐状

細石核を用いるもので、打面の調整や再生、細石刃剥離時

の稜形成などの石核調整を確認できる。また、石刃石器群

である油房をのぞけば、いずれも石核調整をしない単設～

複設打面石核を用いる剥片剥離技術を中核とし、剥離され

る長幅比が 1：1 程度の剥片がトゥールの主な素材となっ

ている。トゥールは、削器、搔器、ノッチ、彫器、背付き

石器のほか、磨盤、刃部磨製のものを含む斧形石器などが

ある。このうち、短型搔器 ( サムネイル・スクレイパー )

が比較的多数存在する。西施、東施などでは石刃技術がみ

られるが、技術基盤に占める割合は低い。

前期　初期以降、華北においては、次のような特徴をもつ

角錐状細石核石器群が盛行する。①角錐状細石核による細

石刃技術、②その割合には多希があるものの、舟底形細石

核を保持する、③技術基盤中で石刃技術が占める割が低い、

④多数の短型掻器がみられる、⑤石器の大きさが比較的小

さく、石器群の規模も比較的小さい、⑥石器群の分布は、

遼河流域を除けば、基本的に華北に限定される。

こうした角錐状細石核石器群の特徴の多くは、華北の

初期の細石刃石器群にすでに見出すことができる。このた

め、角錐状細石核石器群の形成は、華北に細石刃技術が伝

播した当初から開始されていたと考えられる。

次いで、ca.23calka を前後する時期に、柿子灘 S29 CL5 

(23.8)、同 S12C(23.3)、同 S14CL4 (23.0) や下川遺跡群

の舜王坪大腰 3 層 (23.0) など、角錐状細石核の数量が極

めて少なく、専ら舟底形細石核による細石刃技術を用いる

舟底形細石核石器群が山西省南部に出現する。

舟底形細石核石器群は、ca.22calka 前後までに、華北

北部 ( 泥河湾盆地 ) の河北省二道梁 (22.0) や西部 ( 六盤

山東麓 ) の寧夏回族自治区 ( 以下、寧夏 ) 彭陽 PY03 地

点 (22.3) など、華北の広い範囲に分布を広げた。そして、

ca.20calka 前後には、燕山南麓の河北省孟家泉 (20.6) のほ

か、中国東北部 ( 嫩江流域 ) の黒龍江省林富 (20.8) にま

で分布を拡大する。これらの石器群は、①周縁調整斜 - 横

刃型彫器、背付き尖頭器などの器種、②作業面が木口面か

ら両側面にまでみられる小型舟底形細石核といった特徴を

共有する。燕山南麓の河北省渟泗澗、長白山西麓の吉林省

沙金溝もこうした特徴をもつことから、上記石器群と並

行する ca.22 ～ 20calka の年代をもつと推定できる。この

特徴を共有する舟底形細石核石器群が、華北から北方に

拡散する現象を加藤は「二道梁―林富事件」と呼ぶ ( 加藤

2023)。

後期　中国東北部で盛行する北方系細石刃石器群が華北に

南下する。華北の北方系細石刃石器群としては、河北省興

隆 (ca.16.0-8.9 oslka)、虎頭梁 (12.6)、馬鞍山 ( Ⅰ区 :15.7，

Ⅱ区 4層 :16.3)、籍箕灘第３地点 (5b 層 :14.2，6 層 :15.7)、

于家溝 (3a 層 :10.2- ７層 :16.2)、下卜荘上層 (ca.16.0)、

白洗溝 (17.3)、山西省薛関 (15.8)、柿子灘 S9(9.3)、山東

省鳳凰嶺 (ca.19-13 oslka) などがある。これによれば、北

方系細石刃石器群は、ca.17calka 前後以降に確認でき、山

東丘陵 ( 鳳凰嶺 )、関中盆地 ( 陝西省沙苑 )、オルドス高

原 ( 寧夏小口子 ) に至る華北の広範囲な地域に分布してい

る。

これらの北方系細石刃石器群は、削片系を中心とする

各種楔形細石核を用いる「虎頭梁細石刃技術複合」、周縁

調整横 - 斜刃型彫器、両面調整尖頭器、三角形箆状石器、

斧状石器などを特徴とする。また、泥河湾盆地の于家溝で

は、４層以降、各層で土器 (<ca.15calka) がみられる。

北方系細石刃石器群以外の石器群としては、北京市轉

年 (10.1)、河北省下卜荘下層 (ca.18)、山西省下川流水腰 (2

層：17.2、3 層：16.7)、柿子灘 S29CL1 (13.2)、江蘇省将

軍崖 (ca.1214Cka)、河南省霊井 (13.4)、李家溝 ( 北区 6層：

10.1、南区 6 層：10.3)、寧夏水洞溝 12 地点 (13.2)、鴿子

山 (D 層：11.6 ～ E/F 層：13.5)、彭陽 PY05 地点 (17.2)、

甘粛省石峡口１号地点 CL1(17.6)、大地湾 (ca.20-7) があ

る。これらの石器群は、角錐状、舟底形の細石核をもち、

その多希によって、角錐状細石核石器群、舟底形細石核石

器群に分類される。細石刃後期の華北では、これら華北の

地域的な細石刃石器群と北方系細石刃石器群が共存したこ

とになる。地域的な石器群は、簡略化された楔形細石核な

どをしばしば伴うが、北方系細石刃石器群から受容したも

のと考えられる。

華北大平原以東の地域では、完新世 (11.7calka ～ ) 開始

前後の時期から、角錐状細石核石器群の轉年、李家溝、霊

井(土器はca.9.8)で土器の共伴が確認されている。同時期、

河北省南荘頭 (11.5-11.0)、山東省趙家徐姚 (ca.13.2)、扁

扁洞 (9.7) などの細石刃技術をもたない遺跡もあり、北部

を除き、ca.10calka 後ほどなくして、土器の普及とともに、
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この地域の細石刃石器群は姿を消す。その一方、黄土高原

以西の地域では、東方の地域で細石刃石器群が姿を消した

後も無土器の細石刃石器群が継続する。

謝辞　本報告は JSPS 科学研究費（JP20H01361）による。　　
参考文献については紙幅の都合から割愛した。2023 年度末に刊行

予定の科研費成果報告書に掲載する。請御寛恕。

表 1-1． 中国北部の細石刃石器群年代測定値一覧 （その１）　
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表 1-2． 中国北部の細石刃石器群年代測定値一覧 （その２）　

石器群分類　1：初期細石刃石器群，Ⅱ：角錐状細石核石器群，Ⅲ：船底形細石核石器群，Ⅳ：北方系細石刃石器群





朝鮮半島の細石刃石器群

大 谷  薫
東京都立大学
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1. はじめに

最終氷期最盛期（LGM、約2.9～ 1.8万年前）以降、東ユー
ラシア北半において現生人類は、寒冷かつ乾燥した環境へ
の適応戦略として、細石刃技術を採用した。分析対象地域
である朝鮮半島は、東ユーラシア北半で最も古い段階から
細石刃が出現した可能性が指摘される地域の一つであり、
現生人類の日本列島への拡散を詳しく理解する上で極めて
重要であることが見えてきた。本研究では、朝鮮半島にお
ける細石刃石器群を概観し、細石刃石器群の出現及び展開
に関わる総合的な技術・行動的特徴を把握する。

2. 朝鮮半島の細石刃研究

朝鮮半島における細石刃石器群研究は、1983 年垂楊介
遺跡の発掘調査により初めて注目され（이융조 1985）、以
後、シベリア、中国及び日本の先行研究との比較から北
方ユーラシアとの伝播系統関係（이헌종 2015）、細石刃製
作技術の類型化（大谷 2012・2016a、성춘택 1998、장용

준 2002・2007 他）、放射性炭素年代に基づく細石刃石器
群の編年と先行する石刃石器群との関係の段階設定（Bae 
and Kim, 2010; Chang, 2014; Seong, 2015 他）が行われて
きた。しかし、遺跡毎の地質編年は殆ど詳細に検討されて
おらず、また細石刃製作をはじめ石器製作技術の全体像に
ついては、未解明な点が多い。

これまでの研究で筆者は、資料分析事例の少ない朝鮮
半島を中心に基礎データの蓄積に努め、地域間の比較検討
を遂行してきた（大谷 2016a・2016b・2021 他）。その結
果、朝鮮半島における細石刃石器群は少なくとも 4つの類
型に区分され、原料となる石材の獲得、細石刃剥離以前の
細石刃核素材整形、細石刃生産・使用・廃棄に至る一連の
作業が、場から場へと段階的に展開しながら成立したこと
を予察した。このような作業工程の全様をより総合的かつ
正確に把握するには、安定した堆積状況で確認された資料
の詳細分析が、基礎的単位として必要である。近年、朝鮮
半島南半では行政調査による良好な発掘調査事例が蓄積さ
れ、細石刃石器群に関する様々な研究課題を実証的かつ多
角的に追求できる段階に入った。中でも、蓮川サムゴリ遺
跡（서봉수他 2016）、垂楊介遺跡Ⅵ地区（이융조他 2018）

等、石器群が安定した層位から検出され、絶対年代が求め
られる遺跡が増加しつつある。今後このように一括性のあ
る石器群を対象とした個々の石器の詳細分析に基づく、よ
り実証的な資料分析の蓄積が必要とされる。

3. 朝鮮半島の細石刃石器群

(1) 細石刃製作技術
朝鮮半島における細石刃遺跡では、両面調整された細

石刃核原形の一端から削片を剥がす北方系の楔形細石刃核
を持つ石器群が多くを占めていることが確認されている。
これらの石器群では近隣地域との比較分析をはじめとする
様々な研究がおこなわれており、東アジアを巡る交流と伝
播、拡散、また地域化にともなう変容などが議論されてい
る（이융조 1989、이헌종 1998、大谷 2021 他）。一方、楔
形細石刃核とは異なる、規則的な加工を施さない稜柱形
の細石刃核を持つ石器群も存在する（大谷 2010）。洪川下
花渓里Ⅰ遺跡（江原道 1992）、鉄原長興里遺跡（최복규他
2001）、蓮川サムゴリ遺跡（서봉수他 2016）など、遺跡数・
出土遺物数は多くないが、いくつかの遺跡が確認されてい
る。とくに、下花渓里Ⅰ、蓮川サムゴリ遺跡では黒耀石製
の稜柱形細石刃核がまとまって出土しており、これまで不
明瞭であった朝鮮半島における稜柱形細石刃核の作業工程
を把握することができる。

そのほか、楊口上舞龍里Ⅱ遺跡などから確認されてい
る黒耀石製の彫器形細石刃核の存在である。この形態は北
海道で ‘広郷型’ と分類され（鶴丸 1979）、当遺跡出土同
様の技術体系によるものと判断される ( 김상태 1998)。ま
た上舞龍里Ⅱ遺跡のほか、抱川ヌルゴリ遺跡（고수길他
2016）でも同様の形態が単独で確認されている。

このように、細石刃核から察知される技術的特徴をも
とに、遺跡ごとにおける残核形態の構成を見てみると、各
遺跡の細石刃核形態は単純に一形態から構成されるのでは
なく、複数が共伴する複雑な様相を示していることがわか
る。細石刃核形態の組み合わせを分類すると、全部で４つ
のグループに分けられる（図 1）。

A群：両面調整技術による器体成形を施し、器体長軸方
向から細石刃剥離を行う蘭越技法に類似する一群である。
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南楊州好坪洞遺跡 1地区 A区域（홍미영・김종헌 2008）と、
大邸月城洞遺跡（이재경 2008）等がこれに該当する。前
者は黒耀石製であり、後者は珪質頁岩が主体となる。

B群：両面調整技術による器体成形と、いわゆる湧別技
法によるものである。朝鮮半島では最も多く認められる。
とくに垂楊介Ⅰ・Ⅵ地区では、大形の両面調整素材をもと
に集中的な細石刃核原形製作が行われた。細石刃核の形態
や接合資料を観察すると、両面を精巧に整えた素材の一端
から、長軸方向に削片を剥離して打面を作出後、細石刃剥
離を行う前に作業面側の稜線を大きく打ち剥がし細石刃剥
離が開始するが、その過程で剥された削片はまた船底形の
細石刃核原形として転用される場合がある。両面調整とと
もに、素材の片面にのみ調整を加えた形態や、船底形細石
刃核もまとまって出土している。

C 群：両面調整を行わず、細石刃核形態はいわゆる稜
柱形に類似する。製作工程の特徴から、定型的な原形製作
を行わず、素材形状に従って柔軟に変化する石核調整過程
を経ていることから、細石刃核形態の形態が多様である。
黒耀石製が多く、黒耀石原産地の白頭山に近い江原道付近
でまとまった出土がみられることから、朝鮮半島での地域
的特徴を踏まえ「江原型」細石刃核と仮称しておきたい。

D 群：縦長剥片素材から彫器の彫刀面作出に類似した
剥離技術を持つ、いわゆる広郷型と呼ばれる彫器形細石刃
核の一群である。黒耀石のみが使用されている点で、ほか
の遺跡グループとの差異がみとめられる。朝鮮半島からは

上舞龍里Ⅱ遺跡からまとまった資料が確認されている。
(2) 石器生産技術と石材消費
垂楊介で確認された細石刃核原形の製作工程は、珪質

頁岩などの石材を利用した湧別系細石刃核でのみ確認さ
れ、そのほかの石材・細石刃核形態においては見られない
工程である。一方で、共伴している黒耀石製の細石刃核は
小形の江原型で、湧別技法は認められない。黒耀石による
細石刃製作では、細石刃核調整時に剥される剥片・砕片な
どの副産物はほとんど確認されず、少量の黒耀石製細石刃
などが中心であることから、ほぼ完成された製品状態で遺
跡に搬入されたといえる。このような細石刃核の残核形態
による作業段階の違いは、利用された石材の種類と、供給
地までの距離とも関連がある。垂楊介で主に利用された珪
質頁岩は、遺跡から 1.5 ㎞程離れた場所で石材の露頭が確
認されている ( 이융조 1985)。良質で豊富な石器原料を入
手することのできる周辺環境において、集中的な細石刃核
原形製作がおこなわれたものと推察される。しかし黒耀石
は産地推定分析の結果、遺跡から約 500 ㎞以上離れた白
頭山産である可能性が高い ( 조남철他 2005)。

一方、同じく細石刃石核が集中的に出土した月城洞遺
跡では、垂楊介遺跡のような細石刃核原形の製作痕跡、ま
た素材段階での搬入がみとめられない。しかし、細石刃核・
細石刃のサイズが大形であることに加え、長さ 20 センチ
を超える大形刃器で作られた削器が出土しているなど、大
形素材を使用していたことは確かである。しかし、自然面

1～ 4 : 月城洞、５; 好坪洞 1-A、6: 垂楊介Ⅰ、7～ 12: 垂楊介Ⅳ、13・14: サムゴリ、15 ～ 18 下花渓里Ⅰ、19 ～ 24: 上舞龍里、25: ヌルゴリ
図 1. 朝鮮半島の細石刃石器群
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の残る石器がほぼ存在しないという事実は、当遺跡では作
業が進行した段階において開始し、石材獲得と細石刃核原
形製作の過程が遺跡外で行われた可能性を示唆している。

このように、A 群と B 群の細石刃石器群では、同じ楔形
の細石刃核を持つ石器群でも石材供給と細石刃核原形製作
の段階において違いがみとめられる。一方、江原型細石刃
核を含む C 群の細石刃石器群では、黒耀石を主体とした石
材消費が行われた。下花渓里Ⅰ遺跡では小型角礫原石を利
用し、打面調整以外にはほとんど調整を加えず、自然面が
多く残された状態で細石刃剥離が施された。素材形態を生
かした臨機的な成形技術を活用し、融通性の高い作業工程
である。素材に用いられた黒耀石の原産地は、遺跡から直
線距離で 300 ㎞以上離れた白頭山産であると推定されてい
る ( 조남철他 2009、大谷 2009)。決して石材入手が容易な
環境下ではないが、小型黒耀石原石をそのまま遺跡内に搬
入し、細石刃核成形から細石刃剥離に至る一連の作業を連
続的におこなった痕跡がみとめられる。これは垂楊介遺跡
における作業内容とは異なる形態であり、遠隔地石材を主
材料として積極的に活用した石材利用方法が認められる。

(3) 石器群の形成年代
細石刃核形態の変化と製作工程及び石材消費状況に

よって、朝鮮半島の各遺跡における多様な作業内容を確認
した。その変化は遺跡の絶対年代にも反映され、明確な段
階差として表れた。

最も古い段階で出現するのはサムゴリ遺跡、長興里遺
跡で、較正年代は約 29,000 ～ 27,000 Cal yr BP である。
ここでは C 群に属する江原型の細石刃核が伴う。続いて、
好坪洞遺跡 1 地区 A 区域では約 27,000 ～ 25,000 Cal yr 
BP の年代が得られ、黒耀石製の細石刃核による A 群の細
石刃石器群の帰属年代として想定される。

最も多くの遺跡が現れるのは LGM 期である。ここでは
ほぼ B 群による湧別系の細石刃石器群が主体となる。ヌ
ルゴリ遺跡 1 地点など約 25,000 ～ 23,000 Cal yr BP に分
布する遺跡と、垂楊介遺跡Ⅵ地区など 22,000 ～ 20,000 
Cal yr BP を中心とする遺跡とで段階的に区分される。垂
楊介遺跡のような拠点遺跡が出現するようになるのは後者
の段階であろう。

最後に、下花渓里Ⅰ遺跡では 16,000 Cal yr BP 以降の
年代が確認されている。当遺跡では C 群の資料が確認さ
れているが、最も古い段階のものとは違い、小形角礫原石
を素材としたパターンである。データの蓄積が要されるが、
C群も新旧で段階差をもって現れる可能性がある。

図 2. 日本列島と朝鮮半島の細石刃石器群分布
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4. おわりに

朝鮮半島における細石刃石器群では、多様な細石刃核
形態の変化とともに作業工程の変遷が確認された。このよ
うな変化の流れを経た細石刃石器群の技術基盤は、石材消
費のサイクルと連動し、より効率的な作業工程が形成され
た。その背景には行動範囲の拡大にともなう石材原産地の
開拓があり、原産地利用が活性化するとともに石材環境に
適合した細石刃製作技術が生み出され、より計画性の高い
石器・石材管理体系が成立したといえる。しかし黒耀石原
産地の積極的利用が始められると、さらなる移動範囲の拡

大化とともに、大規模黒耀石原産地がみとめられない朝鮮
半島南部では徐々に遺跡数が減少する。一方、白頭山まで
の移動・情報経路が確保された北部地域では遺跡・資料数
が増加し、黒耀石の小形原石を活用した集中的な製作作業
がおこなわれる。

このように朝鮮半島では石材環境による制約を受け、
細石刃石器群が多様な技術的特徴をもって発展した。当地
域の展開様相は、ユーラシア東端部における細石刃文化動
態の一角を表しているといえる。
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を示すものとして解釈している。

　最近になって既存のボーリングデータに加え、氷期の気

流（黒潮の駆動力となる偏西風や貿易風）の位置と強さを

古気候モデルにあてはめて計算し、さらに黒潮の流路を推

定する研究成果が公表された（Yang, H. et al. 2022，図１）。

これによれば縄文前期に相当する 6ka では ､ 現在とほぼ

同じように八丈島の南側を通る流路が想定されている（非

大蛇行離岸流路）。しかし 35ka と LGM では、より岸沿い

の流路（非蛇行接岸流路）が示されている。６ka と LGM

の中間となる細石器段階の流路は示されてはいないが、少

なくともこれまでの想定よりも岸寄りに黒潮があり、その

分流が神津島と伊豆半島の間を通過していたこともあった

と理解しておく必要がある。

　つまり神津島は現在と同じように黒潮の影響下にあり、

細石器段階の神津島への航海は、その流れの影響にどう対

処するかということが、最も大きな課題となっていたと考

えられる。またこの航海に用いられた舟は、黒潮にある程

度対応可能な速度と保針性を備えていた可能性が高い（池

谷 2023･2009）。なお愛鷹・箱根山麓への神津島産黒曜石

はじめに

愛鷹・箱根山麓における細石器段階（第５期）の石材

の主体となるのは、いうまでもなく神津島恩馳島産黒曜石

である。神津島産黒曜石はさらに相模野や矢出川遺跡群に

おいても、主要な石材の一つとなっている。

神津島は伊豆南端の石廊崎から南南東に約 50 ㎞の太平

洋上にある火山島である。これまで後期旧石器時代の初期

人類の渡航能力を立証する事例として、神津島産黒曜石が

取り上げられることが多かったが、細石器段階においても

伊豆南端と神津島の間には 40 ㎞以上の海峡が横たわって

いた。

１． 黒潮のシミュレーションと神津島原産地への航海

　大場忠道・安田尚登（1992）は、氷期の黒潮について、

本州や四国沖の海底ボーリングで得られた有孔虫種などを

根拠に、四国のはるか沖にその流路があると考えた（大場・

安田 1992）。これに対して尾田太良・嶽本あゆみ（1992）は、

大場らが論拠とした黒潮指標種の減少が、黒潮前線の南下

ではなく、大蛇行に伴う冷水塊の発生頻度が高まったこと

の供給は、第２期以降、第４期まで実質的に途

絶えており、その舟と航海技術は細石器段階（第

５期）に新たに開発されたか、外部から持ち込

まれたかのいずれかになろう。

2．黒曜石原石の分割はどこで行われたのか？

 　神津島内で最大の原産地である恩馳島原産地

の大部分は現在海底にあり、火道内と思われる

黒曜石の溶岩に盤状節理が生じた産状が特徴的

である。野岳・休場型細石刃核は、その前段階

に原石の分割、原形の整形という工程を経てい

る。盤状節理が生じた石材は節理面に対して平

行方向に割りやすいので、細石刃核原形も節理図１ 更新世から完新世にかけての黒潮流路のシミュレーション
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面を意識しながら整形が進められたものと思われる。

　それではこの石材分割から原形整形の工程はどこで行わ

れたのであろうか？残念ながら神津島は完新世に入ってか

らも火山活動が継続し、その噴出物が島の北側を中心とし

て堆積している。さらに海岸線は浸食と崩壊が激しいため、

今後も石材分割に関わる遺跡が発見される可能性は低い。

　愛鷹・箱根山麓の細石器段階の遺跡は、A1 類：細石刃

核原形や細石刃核を多く保有し、石器類の総出土点数が

1000 点を超えるもの、A2 類：細石刃核原形を保有しない

点がA1類とは異なるが、他の要素はA1類と共通するもの。

B 類：細石刃核原形をほとんど保有せず、総点数が 1000

点を下回るもの、に分けることができる。

　いうまでもなく、A1 類遺跡では石材の分割と原形の整

形作業の一部が行われた可能性が高い。しかしその初期工

程を含んでいるか否かという問題は残る。これを検証する

ためには、神津島恩馳島産原石に特徴的な節理面の確認が

必要であるが、筆者も含めてこの作業を網羅的に試みた例

はない。またその初期工程が伊豆南端付近で行われていた

可能性もあるが、この地域では旧石器時代の調査がほとん

ど行われていないため、現状では想像の域を出ない。

　A1・A ２類遺跡は B 類遺跡に比して総点数が多いだけ

でなく、削器・掻器やドリルなどの器種も保有しており、

一定期間または反復的な居住を想定しうる。これに対して

B 類遺跡は総点数が少ないだけでなく、１～３基の少数の

ブロックから構成されており、A1・A2 遺跡を拠点とした

分散的な居住地であると考えられる。

　A1 類遺跡の立地に注目してみると、休場遺跡は愛鷹山

麓に分布する旧石器時代遺跡のうち最も標高の高い場所に

立地しており、足高尾上丘陵の西側の境界となる高橋川が

浸食した谷に面している。山中城三ノ丸遺跡も箱根山麓の

旧石器時代遺跡の中では最も標高の高い場所に立地し、旧

石器時代遺跡の集中する扇状地形の南側の境界となる来光

川に面している。上原遺跡は標高こそ三ノ丸遺跡ほど高く

はないが、やはり来光川に面した尾根の末端近くに立地し、

駿河湾まで見通すことができる。こうした地形的な特徴は、

A1･A2 類遺跡から B 類遺跡への散開、さらに A1・2 類遺

跡への反復的な集住に適したものであろう。

おわりに

   拠点的な遺跡への集住と細石刃核を携行した比較的小規

模な集団による分散的居住が、この地域の細石刃段階の特

徴である。こうした居住行動は、シャフトに埋め込まれた

ブレードの破損に対して、臨機的に補修ができるという細

石器の石器としての本質的な特徴が関わっていよう。

図２ 愛鷹・箱根山麓における細石刃核原形を複数保有する遺跡（A1 類）の立地
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１． 序論

2023 年５月、青森県に赴き外ヶ浜町教育委員会、青森

県立郷土館に所蔵されている、大平山元Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡、

丸山遺跡、長者久保遺跡の資料を観察する機会を得た。さ

らに、現地で大平山元遺跡や西方の十三湖まで車で足を延

ばし、津軽山地の地形や景観を観察した（百聞一観）。

本稿では、これらの遺跡の資料観察と遺跡の景観観察

から得た新たな知見を基に、北方系社会集団の行動につい

て論じたい。なお、以下、記載の煩雑さを避けるために、

本州に渡航した北方系細石刃石器群を保有する北方系社会

集団を北方系移民と称する。珪質頁岩、頁岩などの石材は、

珪質頁岩類と称する。

また、彼らが、津軽海峡を渡航し本州に上陸し狩猟採

集生活を始めた意思決定と行動を「移住」と称する。

2． 北方系移民の渡航

後期旧石器時代後半期、最終氷期最寒冷期以降、北海

道に居住していた北方系集団は、津軽海峡を渡り本州に上

陸した。北方系移民が、海峡を渡航した手段は航行（諸

星 2022b）が想定される。他方、彼らや野生動物たちが氷

橋を利用したという見解が提示されているが（河村 2007、

Kanomata and Aoki et al. 2022）、これまでの日本海の古環

境に関する研究（大場 1995、小泉 1995、多田 1995、小

泉 2006）では、津軽海峡は最寒冷期でも陸橋が形成されず、

海水の表層水の塩分濃度は最大に低下し、海峡が浅くなり

狭まったが、閉鎖されずに海水が流入していたことが指摘

されている。筆者は、彼らの氷橋利用の移動仮説には大き

な疑問を持っており、現状では支持できない。ただし、当

時の日本海では、冬季に季節海氷が流氷となり断続的に男

鹿半島沖まで南下したことが指摘されている（小泉 2006 

pp96-97）。

３． 北方系移民の景観学習

本州に上陸した北方系移民は、未知で不慣れな土地

(unfamiliar land)、異郷の地でまず初めにどのような行動

をするだろうか。彼らは、本州では他所者、新参者である

のだから、たどり着いた土地、目に見える場所、景観、自

然物は初めてのものばかりであるだろう（現在のブラキス

トン線に対応する動物相の差も成立しつつあったかもしれ

ない）。　　　

彼らは、基本的に移動生活をする場所先々で生きてい

かねばならないから、最初に周囲の環境と経路、交通ルー

トを観察し、学習し、生存に必要な知識を得ること、景観

学習（learning landscape）から始めるのではないだろう

か（Golledge 2003, Kelly 2003, Rockman 2003）。場合に

よっては、先住していた社会集団との接触により、情報を

得て、学習する機会もあったかもしれないが、本州で即座

に北海道と同様に自由気ままに生活を繰り広げることは不

可能であろう。さらに、本州最北の地の当時の人口密度を

想定すると、他の社会集団と邂逅することも容易ではな

く、緊張感のある日常であったのではないだろうか（山田　

2019）。

不慣れな土地で、景観学習を行うことで、立地、陸標

（ランドマーク）、そこに生存、存在する動植物、石器石材、

水などの天然資源の質量を知り、それらに至る経路、交通

ルートを理解し、記憶することは何よりも最優先された必

須の学習、労働であっただろう。

景観学習で重要な項目は地形である。フォレジャーた

ちが、景観において場所や相対的位置を理解する知識とし

て、星座、太陽の角度、風や波の方向、地形の特徴や環境

の特徴などが利用されるが（Golledge 2003 p26）、特に地

形には移動のための目安として、さまざまな地勢の特徴（高

低差、山、湖、草原、河川など）がある。

景観の認識とは、人間の思考における認知地図、空間
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情報の内面化された表現であり（Kelly 2003 p45）、経験し

た景観内での知識を腑に落とすこと、理解し記憶として蓄

えることである。フォレジャーは、場所を認識する時、地

勢もさることながら、他所との（相対的な）距離、所要時

間、方向などの情報により認知地図を理解している（Kelly 

2003 p46）。

移民たちが生活で移動する経路を理解しなければ、居

住地間の移動、居住地から移動先への移動と回帰は不可能

であるので、地勢を学習しながらの経路探索（wayfinding）

により情報を収集することが最も重要な景観学習である。

現代の物質的な地図、ナビゲーションシステムのない時代

に、彼らは生活する地域の景観の認知地図を思考の中に

構築することが必要とされるのである（Kelly 2003 p48）。

フォレジャーは、出かけてから家に戻るために河川や山

の地勢を利用して、移動生活のリスク削減のために、目

立つ、特徴的な地勢、陸標を認知地図に記憶した（Kelly 

2003 p48・50）。例えば、彼らは河川沿いに移動すること

が、道に迷わずに移動する際の一つの好都合な方法であり、

Kelly はこの移動方法を「リバーシステム」と称している

（Kelly 2003p 48）。

このシステムの実例として、新潟県十日町市と津南町

にまたがる信濃川とその支流清津川の合流点の段丘上に

は、本ノ木遺跡をはじめ晩期旧石器時代から縄文時代草創

期の遺跡が多く分布する。さらに、信濃川を下流に下った

長岡市の魚野川の合流点の段丘上には、あの荒屋遺跡が位

置しており、遺跡の位置と場所は、広域的移動生活の実践

において移動経路や移動計画、生業を考慮して緻密に計算

された上で選択されていたようである。青森県の大平山元

遺跡群も砂川沢と大川目沢、高石股沢と蟹田川の合流点の

左岸、低位段丘大平面の見晴らしの良い場所に立地する。

北方系細石刃石器群の遺跡が、河川沿いの段丘上に形

成されることは、上記のように長距離移動を前提とする狩

猟採集生活におけるリスク削減のため、道に迷わずに移動

し、生活するための景観学習の実践、認知地図の使用結果

だったのではないだろうか。

４． 石器石材資源の経済的開発 （図１）

景観学習により習得された知識として、我々が考古学

的に認識できるものには他に何があるだろうか。それは石

器石材ではないだろうか。石器石材が採集可能な場所（採

集可能地）、あるいは原産地は地理的に固有の存在であり、

その発見と開発は、狩猟採集活動の実践と維持に必須であ

り、景観学習において、獲物探索、経路探索と共に最重要

事項の一つであっただろう。

さらに、石器石材は古典的な食餌幅モデル（diet 

breadth model）のように、石材探索時間、発見した

石材の質の検査、処理など時間、費用、機能性や効果

（Bettinger2009）が付加され石材ごとに異なる経済的価値

を保有している。

湧別技術の細石刃石核生産には、可能な限り高品質で

容積のある個体の石材獲得が必要とされると同時に、長

距離移動の兵站戦略にも適合した石材資源の移動経路や

滞在地での入手と消費の経済的維持管理が必要とされる

（Rockman 2003）。

また、理想とする石材資源が、景観の中で均一に分布

しないこともあるので、それに対応した石材の消費や入手

により石器群の技術構造を変換して（主要機種の変更、追

加など）、石器群の技術構造の機能の均衡を維持しなけれ

ばならないだろう（諸星 2023）。

本州の対岸、北海道渡島半島に位置する細石刃石器

群の遺跡を瞥見すると、湯の里４遺跡（畑・熊谷ほか　

1985）、新道４遺跡（大沼・千葉 1988）、石川１遺跡（長沼・

花岡 1988）、札苅５遺跡（土肥・佐藤 2012）、館野２遺跡

（立田・中山 2012）などが所在するが、これらの細石刃石

器群は、珪質頁岩、頁岩、めのう質頁岩など珪質頁岩類を

主体的に使用しており、黒曜石は客体的に使用されている。

おそらく、この地域の細石刃石器群には、珪質頁岩類を使

用するという社会的・文化的・経済的前提が、エートス（基

本的行動様式）（諸星 2023）に織り込まれていたようであ

る。

この点を考慮すると、北方系集団が津軽海峡を渡航し、

本州上陸後に移住生活を始める際に、最初に景観学習によ

り、珪質頁岩類を生態系、景観から探索、採集、吟味、使

用することが、本州での適応戦略の基礎とされていたもの

と推定される。

他方、青森県の北方系細石刃石器群を瞥見すると、陸奥

湾西部の大平山元Ⅱ遺跡（横山・宮本 1992、駒田 2019）、

出来島近郊の丸山遺跡（青森県立郷土館編 2000）などの
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主な石材は頁岩であり、穏川（２）遺跡の荒屋型彫刻刀形

石器は頁岩製（藤原 2000）、東道ノ上（３）遺跡の細石刃

石核、削片、剥片の接合資料も珪質頁岩製（野村・濱松ほ

か 2018）であり、北方系移民は本州でも恒常的に珪質頁

岩類を使用している。ただし、竜飛岬の山崎遺跡（一町田工・

畠山昇ほか 1982）は、「幌加型細石刃石核」？は石材不明

で、稜付削片は黒曜石製（産地分析の実践が急務）である。

当該地域の珪質頁岩類の地理的分布を確認すると、竜

飛岬の山崎遺跡では、周辺の河川において珪質頁岩類が容

易に入手できるという（一町田・畠山他 1982）。図１を確

認すると、渡島半島の対岸竜飛岬の沿岸付近、大平山元遺

跡群付近の蟹江川、さらに津軽山地の西側の十二湖に注ぐ

河川流域などの津軽半島、あるいは陸奥湾南部の夏泊半島

付近の清水川、小湊川、出来島より南西の深浦付近の吾妻

川などで、良質の珪質頁岩類が採集可能であるという（秦　

2006、秦昭繁氏個人的教示）。

また、丸山遺跡では２点の黒曜石の産地分析（藁科

2000）の結果、青森市戸門産あるいは小泊村腰内産の可

能性が指摘されており、北方系移民は本州において、黒曜

石の原産地を発見していたようである。

遺跡の分布と形質頁岩類の採集可能地、黒曜石原産地

の位置を確認すると、南北、東西方向に移動しても、凡そ

50 ㎞圏内で石材産地に接近できるようである。

特に、大平山元遺跡群は、眼下の蟹田川で珪質頁岩類

が採集でき、北方の竜飛岬、西方の十二湖方面に移動して

も、珪質頁岩類の採集可能地に接近可能な場所であり、リ

バーシステムにおいて地理的分岐点として重要な立地だっ

たようである。

さらに、想像を逞しくすると、北方系移民は、大平山

元の地で、先住者の生活痕跡を確認して、生活の残滓（石

図 1．渡島半島・青森県北部の北方系細石刃石器群遺跡分布図
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器など）から生活の情報（石器技術や石材、有機物）を経

たのではないだろうか。

本州の他地域でも、北方系細石刃石器群の遺跡が複数

の文化層で構成される遺跡が多い背景には、北方系移民の

景観学習の実践が潜在しているのではないだろうか。

　

５． 結論

本稿では、北海道から本州へ最初に移住した北方系移

民の行動について論じてみた。先史人たちの移住に関する

先学の諸論（Kelly and Todd 1988,  Golledge 2003,  Kelly 

2003, Rockman 2003, Seeman 1994）を精読し思うことは、

晩氷期の異郷の地への移住は、過酷であり、決して生易し

いものではなく、他所者が生きぬくために、新たな場所、

景観に適応してゆかねばならなかったことである。彼らは、

生存のための方策として、手始めに景観学習を実践して、

出来るだけ早く生活領域とする景観についての知識、経路

を学習し、認知地図に記憶していたのである。　

当然、先住社会集団がいた場合は、彼らとの社会的関

係への対応が生じ、対応と関係性のあり方によっては、そ

れが生存の障壁となっただろう（Rockman 2003）。

青森県北部の細石刃石器群の遺跡の使用石材の在り方、

石材原産地、採集可能地分布の在り方を概略的ではあるが

検討した。その結果、遺跡分布と石材原産地、石材採集可

能地は、日常生活で多くの時間を要さない距離に立地して

おり、北方系移民が景観学習により石材資源の発見と開発

に成功した可能性が推測される。おそらく、津軽半島付近

に渡航した北方系移民は、青森県北部の景観学習により認

知地図を開発した後、さらに本州を南下し、景観学習を実

践し認知地図を構築し、地域社会集団と時おり邂逅しなが

らコミュニケーションを取り、広域移動の生活を展開した

のではないだろうか。

筆者は先の論考（諸星 2020、2022a・b）を再考し、北

方系移民の石材獲得行動は、彼らが本州への上陸当初

は、埋め込み戦略は不可能であり非埋め込みの行動であり

（Seeman 1994）、後に景観学習が成立し、認知地図に石材

原産地、採集可能地、石材の質量、接近の季節性が記憶さ

れて初めて、埋め込み戦略、あるいは特別な獲得作業（旅

行）として成立するものと考える。従って、先の埋め込み

戦略のみを強調した筆者の見解をここに訂正する。

今後、この問題への考古学的な課題については、各遺

跡の石器製作技術構造、石材保有形態の経済的消費状況、

景観における地理情報などを踏まえて、構造－機能論的に

論じたい。
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１． はじめに

近畿・中四国地方の細石刃石器群については、資料数

が限られ、一部に発掘調査による一括資料を含みながらも

大部分は採集品や遊離資料である。細石刃核あるいは細石

刃としての認定に問題の残るものも少なくない。本稿では

改めて当地域を通観して現状を把握し、後段ではとくに湧

別技法石器群がこの地域に及ぼした影響について、筆者が

予想するところを示してみたい。

２． 近畿 ・ 中四国地方における細石刃石器群の概要

当地域の様相については、複数の集成作業や考察を経

て理解が進み、大きく３種の石器群として説明できる。す

なわち、日本海側から中国山地を越えて広く展開する北方

系の削片系・非削片系細石刃石器群、備讃瀬戸地域を中心

とする瀬戸内海沿岸に展開する羽佐島型細石刃核主体の石

器群、四国南部から和歌山県域に展開する船野型細石刃核

主体の石器群である。宇部台地など中国地方西端部を除け

ば、いわゆる野岳・休場型（以下、野岳型）に分類できる

細石刃核が認められない（芝 2011）というのも当地域を

考える上で重要な点である。

田 2010）。

また、恩原１・２遺跡を除くとほとんどが細石刃核や

削片の単独資料であるとはいえ、その分布は広域にわたる。

列挙すると、琵琶湖岸の真野遺跡と羽曳野台地の誉田白鳥

遺跡、播磨平野の南大塚遺跡があり、備讃瀬戸地域に羽佐

島遺跡、出崎遺跡、井島遺跡、冠高原には冠遺跡第４地点、

同第８地点と女鹿平４号遺跡が、宇部台地に川津遺跡が知

られている。黒曜石製の南大塚遺跡、真野遺跡、出崎遺跡

の各例は、いずれも蛍光Ｘ線分析により隠岐産とされる。

加えて、備讃瀬戸地域の資料は黒曜石、玉髄、サヌカ

イトと石材を違える点が特徴的である。恩原２遺跡で想

定した石器群の成立過程（光石 2004）に照らせば、出崎、

井島、羽佐島の順に時間差が想定され、単発ではなく複数

次にわたる集団の往還が予想される。この想定が正しいと

すれば、最終的に使用石材を在地のサヌカイトに転換する

あり方は、湧別技法集団と在地集団との接触を強く思わせ

る。在地集団による石器製作技術の受容という局面も想定

できるかもしれない。

 (2) ハリ質安山岩に適応した羽佐島技法石器群

備讃瀬戸地域を中心に、剝片を素材として小口部で細
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(1) 中国山地を越えて往還する湧別技法石器群

北方系の石器群には、岡山県恩原１・２遺跡Ｍ文

化層に代表される湧別技法石器群と、鳥取県上
か ず わ

神や岡

山県東遺跡でみられる舟底形細石刃核（ホロカ型）の

双方がある。湧別技法関連の資料については、東北日

本において保有していた湧別技法石器群本来の技術構

造を維持することがその特徴である。恩原１・２遺跡

Ｍ文化層の石器群はいずれも玉髄・瑪瑙を主に用いて

石器製作をおこなう点で共通し、複数の接合資料から

石器製作の様相を具体的に知ることができる。玉髄・

瑪瑙の原産地と目される花仙山の周辺の石器群ととも

に、玉髄原産地を拠点とした回遊域が推定される（稲 図 1. 近畿・中四国における主要遺跡の位置
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石刃を剝離する形態の細石刃核が特徴的に認められる。鎌

木義昌が「半円錐形」の一群を野岳型に、片面に「鱗状の

加工」を施して舟底形細石刃核を半截した形態をとる「井

島Ⅱ型」を福井第２・３層の楔形細石刃核に類似するもの

と考えて以来（鎌木・高橋 1965）、長く九州との関係が考

えられてきた経緯がある。

以後、島嶼部の羽佐島遺跡、大浦遺跡、花見山遺跡の

発掘調査による出土資料をもとに議論がなされた。森格也

は、下縁調整の有無に着目し、北方系の楔形細石刃核の影

響を受けて下縁調整を施す「花見山型」が生じたものと理

解した（森 1996）。多田仁は打面形態に着目し、「横打調整」

を指標に設定する羽佐島Ⅲ型細石刃核が新相で福井技法と

関連するものと考えた（多田 2001）。

これに対して三好元樹は、多田による羽佐島技法を基

本的に支持しながら、剝片を縦位に用いる細石刃核を「羽

佐島型」と再定義し、下縁調整と横打調整をともに細石

刃核の形態形成を目的とするものととらえ直した（三好

2011）。再設定した打面形態の分類の比率、石材利用の比

率から遺跡間の差異をとらえ直し、「最初はハリ質安山岩

とサヌカイトの細石核は技術的に共通性が強かったが、後

にハリ質安山岩の細石核が変容していった」という推移を

導き、「行為の累積によって変化が引き起こされた可能性」

を示した。三好はまた、それまで備讃瀬戸地域で船野型や

野岳型に数えられてきた資料についても、「羽佐島技法」

によって製作できることを示している。

さらに、本州における細石刃石器群の成立を論じた山

田哲は、羽佐島型細石刃核を稜柱形細石刃核に含めて位置

づける。細石刃技術に原石の形状が及ぼした影響について

述べる中で、やや粗粒の石材を用いることから「剝片素

材・短軸小口作業面傾向」が表れたものと評価する（山田

2022）。

備讃瀬戸地域の細石刃石器群は、ハリ質安山岩に適応

した細石刃技術としての羽佐島技法を基盤とするものとし

て理解される。

(3) 太平洋沿岸地域の船野技法石器群

高知県奥谷遺跡の資料が最もまとまっており、その細

石刃核について野岳型とみる見解、船野型とみる見解の双

方が提示された。しかし、報告書で野岳型に分類されたも

ののなかには、打面調整を伴わない単一の剝離面や節理面

を打面としていて船野型に分類するのが適切と思われるも

のを一定数含んでおり、総体として船野型とその変異とし

て理解するのが適切だろう（松浦 2004、芝 2011）。西南

四国で知られる採集資料はいずれも船野型に分類できるも

のであり、地域相としても奥谷南遺跡の資料を船野型の範

疇で理解する方が整合的と言える。いずれにしても、本来

的には細石刃核の外形的な分類だけでなく、接合等の検討

を踏まえた技術復元によって評価する必要があるだろう。

３． 湧別技法と 「在地」 石器群の接触を示唆する資料

上述のようにおおむね３種の石器群が地域を異にして

分布する状況が把握できるが、湧別技法石器群には、他型

式の細石刃石器群と近接して出土して「他者」との接触を

うかがわせるものが複数認められる。

ひとつ目は、恩原２遺跡における「角錐形ないし角柱

形細石核の打面再生剝片」とそれに接合する「細石刃」の

存在である。報告書ではこの資料から湧別技法集団と野岳

型細石刃核を指標とする「在地」集団との接触を想定した

が、野岳型細石刃核が基本的に認められない中四国地方の

様相とは整合しない。恩原２遺跡では細石刃文化層（Ｍ文

化層）だけでなく、先行するナイフ形石器文化層（Ｓ文化

層）にも黒曜石製の一群を含むが、ともに少数で黒曜石製

品の明確な集中が認められず、平面分布、垂直分布からは

金山奥池金山奥池

白峰山白峰山

雄山雄山

神谷神谷

金山奥池

白峰山

雄山

神谷

花見山遺跡
大浦遺跡

西方遺跡

羽佐島遺跡

出崎遺跡

井島遺跡

背景図に国土地理院
陰影起伏図を使用

湧別技法石器群

その他の主要な
細石刃石器群

ハリ質安山岩の
原産地

サヌカイトの原
産地

0 10㎞

図 2. 備讃瀬戸地域における関係遺跡の位置
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帰属文化層の決定が難しい。問題の「打面再生剝片」につ

いては、いったんその帰属をニュートラルに考える必要が

あるかもしれない。

第２は、井島遺跡における玉髄製削片と井島Ⅱ型細石

刃核もしくは井島Ⅰ型ナイフ形石器との関係である。これ

については、削片の採集位置は鎌木による発掘調査地とは

離れており、両者に直接の関係があったかどうかは判断し

難い（管・光石 2023）。

第３は羽佐島遺跡における細石刃核および削片と、多

数出土している羽佐島型細石刃核の関係である。同遺跡に

おける札滑型細石刃核と削片は羽佐島でも北丘陵に集中す

る傾向にあり、羽佐島型細石刃核や細石刃がどちらかと言

えば南丘陵に多く分布するあり方とは相違する。

ここにあげた３例が「接触」を示すと理解すべきか即

座に判断し難いが、湧別技法石器群が最も南進して到達し

たと考えられる備讃瀬戸地域に２例が見られる点は興味深

い 1）。

４． 若干の考察

上述の「接触」が示す湧別技法集団の影響について、

これまで積極的に取り上げられてきたわけではない。湧別

技法石器群が備讃瀬戸地域に達したことについて多田は、

「備讃瀬戸地域の細石刃生産に対して、何らかの影響を与

えたとは考えていない」という。細石刃核の側面調整を簡

略化する傾向にある羽佐島技法が卓越する当地域で、両面

調整加工を要する湧別技法が受容されたとは考えにくいと

いう立場である（多田 2002）。三好も湧別技法石器群の影

響について否定的である。「中国地方に流入した湧別技法

は連動システムが有効に機能しておらず、また機能する必

要性も乏しかった」と評価し、非削片系細石刃石器群を保

有する集団にとって「魅力に欠け、優位性はないと判断さ

れた」と考える（三好 2011）。

芝は直接的ではないものの、花見山遺跡でみられる下

縁調整が削片系細石刃石器群と関係する可能性に言及す

る。少量ながら備讃瀬戸地域に搬入された隠岐産黒曜石に

注目し、「想像の域を出ない」と断った上で、黒曜石を通

じて日本海側の北方系細石刃石器群保有集団との「技術情

報の伝達、交換が果たされている可能性も十分にある」と

述べている（芝 2011）。

多田と三好はいずれも、湧別技法が必要とする両面調

整技術や連動システムが、その受容を妨げた要因となった

という見解である。芝の意見は、かつて森が考えた下縁調

恩
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島
遺
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羽
佐
島
遺
跡
（
北
丘
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）

湧別技法石器群 「在地」の細石刃石器群

0 10 ㎝

図 3. 湧別技法と「在地」石器群の接触を示す資料
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整への削片系石器群からの影響を、消極的ながら支持する

ものだろう。いずれにしても、湧別技法集団が接触した相

手が細石刃石器群を保持する集団であることを前提として

いるようだ。

筆者は、湧別技法石器群の影響をいま少し積極的に考

えてみたいと思う。これまでに筆者は、他地域で細石刃石

器群が盛行する段階に至っても特に近畿地方でナイフ形石

器の使用が継続した可能性を考えてきたが（光石 2008）、

この仮説に十分な裏付けを持たせることはできていない。

中国地方について述べたことはないが、状況は近畿地方と

大きく違わないものとみている。議論の出発点として、関

連する年代資料についてまとめておきたい。

中四国地方の細石刃石器群について数値年代の明らか

なものはないが、その直前と目されるナイフ形石器終末期

については、島根県の原田遺跡でテフラとの関係が把握さ

れるとともに、放射性炭素年代値（AMS）が得られている。

ナイフ形石器終末期に比定される第Ⅰ文化層の石器群は阪

手テフラ 2）より上位の４a 層を中心に出土したとされる。

水月湖のボーリングコアから得られた阪手テフラの年代値

は 19,551 ± 80 cal BP で（Maruyama et al. 2019）、石器群

はそれより新しく位置づけられる。４層中のサンプルから

得られた年代値（AMS）は 15,400 〜 15,800 cal BP で 3）

阪手テフラの年代値とは矛盾しないが、ナイフ形石器文化

層の年代とするには新し過ぎるという評価が一般的だろう

（三好 2014）。

近隣の東海西部での事例として岐阜県宮ノ前遺跡（前

田地点）の年代測定値がある。同遺跡では舟底形細石刃

核を含む石器群の包含層である第 17 層中の試料２点につ

いて年代値（AMS）が得られており、較正値は 15,400 cal 

BP 前後と 17,700 cal BP 前後である。細石刃石器群の年

代値として前者は新しいため、後者を採るのが妥当とされ

る（工藤 2012）。

一方、北海道で札滑型細石刃核を組成する湧別技法石

器群については、およそ 15,500 ～ 13,500 14CyrsBP を中

心とする年代が考えられるという（山田 2006）。較正値で

およそ 18,200 ～ 16,500 cal BP である。本州での測定例

はきわめて限られるが、新潟県荒屋遺跡での年代値（AMS）

は土壙の炭化材が 17,200cal BP 前後、竪穴状遺構の炭化

材で 16,800 cal BP 前後で（工藤 2012）、石器群の出土層

準が浅間草津テフラ（As-K，15 ～ 16.5ka；町田・新井

2003）より下位であることとも整合する。

これらのうち、原田遺跡第Ⅰ文化層と宮ノ前遺跡の若

い年代値がともに 15,000 cal BP 台で比較的近似すること

が目に付くが、既知の年代観に照らすと本州の湧別技法石

器群よりかなり新しく、土器出現期に相当するため扱いが

難しい。こうした数値を肯定的に捉えることができるなら、

ナイフ形石器の存続期間を長く考える筆者には魅力的では

あるが、これらに根拠を求めるのは早計だろう。このよう

に、既存の年代資料からは石器群相互の関係ははっきりし

ない。資料の蓄積を待ちたい。

備讃瀬戸地域から東西への動きが石材からはほとんど

読み取れない（光石 2013）のに対して、黒曜石製石器の

産地分析結果（藁科 1985）はナイフ形石器段階からの通

時的な南北の往還があったことを示している。湧別技法集

団は黒曜石の移動が示す中国山地越えの南北ルートを踏襲

して備讃瀬戸地域に達したとみられ、その過程で何らかの

かたちで集団間の接触があったと推定される。こうした推

定を前提としても依然として想像の域を超えるものではな

いが、北方系細石刃石器群が本州における稜柱形細石刃石

器群の成立に関与したとする仮説（山田 2022）を踏まえ

ると、備讃瀬戸地域では湧別技法集団が細石刃技術の成立

過程に何らかの形で関与した可能性を考慮してもよいので

はないだろうか。影響の具体については、従来から指摘の

ある下縁調整の付加だけに留まらず、細石刃技術の導入そ

のものの契機になった可能性を考えるが、集団間接触のも

う一方の当事者が何者なのか、上述の年代観に左右される

ため、その可能性を示唆するに留めたい。

５． おわりに

湧別技法石器群と他型式の石器群との「接触」とその

意味について可能性を模索した。備讃瀬戸地域での細石刃

技術の成立に湧別技法集団が加担した可能性は、長く筆者

のなかでくすぶっていた課題である。近畿・中四国地方の

現状では論拠に乏しいが、必ずしも的外れではないらしい

と考えるに至り、当地域における課題の一端を示すものと

して筆者の見解を予察的に述べた。仮説というにも不十分

だが、諸賢のご批判を請うところである。
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註
1）	 複数時期の採集資料中に含まれるという意味で、川津遺跡（山

口県）の細石刃核原形も「接触」を示す可能性があるが、細石
刃らしい資料はあるものの細石刃核の出土がなく、ナイフ形石
器も帰属時期の推定が難しいことからとりあげていない。

2）	 報告書での呼称は「浮布降下軽石及び火山灰」である。
3）	 未較正の値は、12,960 ± 60 14CyrsBP（IAAA-62720）、13,140

± 60 14CyrsBP（IAAA-62721）、13,130 ± 60 14CyrsBP（IAAA-
71425）である。
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はじめに

北海道紋別郡遠軽町向遠軽に所在するタチカルシュナイ
第V遺跡C地点では上層・下層に分かれた２文化層が確認
されており（須藤ほか1973）、道内では数少ない旧石器時代
の重層遺跡と評価できる。文化層間には年代差が想定される
ものの、これまで両文化層とも年代測定は行われていない。
そこで本研究では、上層・下層石器群の年代差の検証を目的
として、黒曜石水和層の計測を実施した。年代推定には黒曜
石の水和速度が重要であり、温度（効果水和温度）とともに
黒曜石の含水量が影響することが知られている。含水量の分
布は産地ごとに異なることから、温度が同じであっても年代
値を推定するためには産地ごとに計測値を評価し、年代測定
を実施する必要がある (Rogers and Yohe 2021)。そのため、
EPMAによる原産地分析を実施し、産地を特定できた試料
を対象とする。遺跡の温度は上層・下層であっても大きく変
わらないと考えられるため、同じ産地の黒曜石であれば、上
層と下層が年代的に異なる石器群であるならば、水和層厚に
差があることが期待される。

１． 試料の概要

本遺跡を含むタチカルシュナイ遺跡群は湧別川の中流域
にあり、支流である生田原川との合流地点を中心として右岸
に南北２㎞ほどの範囲に広がる。本遺跡は同遺跡群の南端に
位置しており、東には玄武岩を基質とした山地が続いている。
遺跡群は湧別川・生田原川が形成した河岸段丘上に立地し、
場所によっては崖錐堆積物に覆われている（青木2018a）。

本遺跡は 1972年に吉崎昌一らによって発掘調査された
（吉崎編1973）。表面採集と試掘を基に確認された3つの石
器集中区を北から順にA・B・C地点としている。B地点は
台地の尾根に、A・C地点はゆるい傾斜地上にある。調査は
これら３地点で集中的に行われ、その総面積は313㎡にわ
たった。C地点では 2つの文化層が確認され、上層は湧別
技法白滝型細石刃核を伴う石器群、下層は石刃製作技術を伴
う石器群と分けられる（須藤ほか前掲）。調査当時から黒曜
石水和層などを利用した文化編年の確定が課題であったが

（吉崎前掲）、現在まで年代測定はなされていない。
上層では 4,915 点の出土石器のうち、細石刃核がブラン

クを含めて８点あり、白滝型が２点、幌加型が２点、白滝型

細石刃核のブランクが３点、札滑型細石刃核のブランクが１
点出土している。スキー状スポールにも湧別技法白滝型によ
るものと湧別技法札滑型によるものが含まれる。細石刃は幅
狭のものと幅広のものに分けられ、前者は湧別技法白滝型に
よるもの、後者は湧別技法札滑型もしくはホロカ技法による
ものと判断できる（青木2018b）。トゥールには荒屋型を含
む彫刻刀形石器やエンド・スクレイパーを比較的多く組成す
る。石材としては黒曜石のほかに頁岩、安山岩、メノウ、凝
灰岩、砂岩がみられる。黒曜石が全体の約93％を占め、次
点で多い頁岩でも0.94％にしか及ばない。

下層資料については、山田晃弘、千葉英一によって資料
の報告及び分析がなされている（山田 1986、千葉 1989）。
また、村上裕次は上層と下層では垂直分布だけでなく平面で
も遺物の集中地点が分かれることを示したほか、剥片剥離技
術の運用を明らかにしている（村上2007）。544点の出土遺
物のうち、トゥールとしては尖頭状石器やスクレイパー、片
刃礫器が含まれ、16点の石核が確認されている。編年的位
置づけとしては、指標となるトゥールは確認できないものの、
石器製作技術の特徴をもとに恵庭a火山灰下位相当と位置づ
けられている（山原1996）。礫・礫器を除いた石材組成では、
黒曜石が95.4%を占め、重量比でも86.1%を占める。

本研究では上層から15点、下層から11点の計26点を抽
出した。いずれも剥片である。数㎜程度ではあるが試料の一
端を折り取って行う部分破壊分析になるため、トゥールなど
は対象としていない。ただし、26点のうち２点は自然面及
び現代の剥落面のみで構成される剥片のため、水和層計測で
は対象外とした。

２． EPMA を用いた原産地分析

２- １. 測定条件
本分析には、北海道教育大学旭川校に設置されている日

本電子製波長分散型EPMA（JEOL-JXA8600）を使用した。
分析条件は加速電圧 15 kV、電流値 0.8× 10-8 A、測定時間
はピークを 15 秒、バックグラウンドを５ 秒、測定領域を
10㎛× 10㎛に設定した。補正はZAF 法による。測定元素
は Si，Ti，Al，Fe，Mn，Mg，Ca，Na，K，Cl の 10 元素
である。1つの試料に対して分析点を移動しながら５〜７点
の測定を実施し、判別の際には各試料の平均値をとった。原
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石試料には和田及び向井正幸らが北海道内で採取した原石を
使用した。

２- ２. 判別図の作成方法
本分析では和田ら（2003）によって考案されたTiO2/ 

K2O比とCaO/Al2O3 比によるダイアグラムを採用し、黒曜
石原産地分析のための判別図とした。加えて、白滝赤石山及
び十勝石沢についてはFeOとCaOによって分類可能であ
ることが示されており（和田・佐野2011）、FeOとCaOに
よるダイアグラムを併用し、白滝を原産地とする黒曜石製石
器の細分を図った。

２- ３. 分析の結果
上層では白滝赤石山系が７点、白滝十勝石沢系が６点確

認され、前者のうち４点が赤石山系A、後者のうち２点が十
勝石沢系A、２点が十勝石沢系Bと細分することができた。
下層では白滝赤石山系が５点、白滝十勝石沢系が４点、留辺
蘂通子沢系が１点、原産地不明が１点となり、赤石山系の
うち４点が赤石山系A、１点が赤石山系B、十勝石沢系のう
ち２点が十勝石沢系A、１点が十勝石沢系Bと細分できた。
下層で原産地不明としたものと、留辺蘂通子沢系としたもの
はいずれも灰色がかった黒曜石である。

３． 水和層の計測

対象試料のうち、EPMAを用いた原産地分析によって赤
石山系と判別された黒曜石（上層７点、下層４点）の水和
層の計測を実施した。11点の黒曜石は一部を岩石薄片とし、
偏光顕微鏡下で水和層の有無を観察した。結果、全てのサン
プルに水和層が確認できた。サンプルの中には表面にところ
どころ浅いくぼみがみられるものがあり、水和層が薄くなる
状態もみられた。背面と腹面について、水和層が一様に観察

できた範囲の中から３カ所を任意に選び、厚さを計測した。
全部で64の計測値を得た（上層の１サンプル背面からは１
計測値のみ）。得られた水和層厚の計測値は、上層では平均
4.64㎛（95％CI: 3.61-5.67㎛）、下層では平均4.79㎛（95％
CI: 3.93-5.65 ㎛）であった。サンプルによっては腹面と背
面の計測値の差が0.5μ以上あるものや、同一層からのサン
プル間でも1㎛程のばらつきが認められる。平均値は下層
のほうが0.15㎛厚いものの、信頼限界を考慮すると、上層
と下層の水和層厚の差異は明確にはとらえがたい。

なお、過去20年間（2003-2022年）の遠軽アメダスから
得た気温データと公式(Rogers 2007)を用いたタチカルシュ
ナイ第V遺跡C地点の効果水和温度は、８℃である。これ
は旧白滝地区の効果水和温度（8.1℃）と変わらない。旧白
滝３遺跡出土の広郷型細石刃石器群から得た赤石山系黒曜石
の平均水和層厚4.89㎛（Nakazawa. et al 2018）と、本サン
プルの水和層厚が近いことも注意される。

おわりに

本研究では、EPMAによる原産地分析で白滝赤石山系と
判別された黒曜石製石器を対象として水和層の計測を実施し
た。本分析は継続中であり、今後は赤石山系以外の試料につ
いても水和層計測を進めていくとともに、年代推定を進めて
いきたい。

本研究は科研費・基盤研究（C）（23K00942、代表：中
沢祐一）及び若手研究（23K12309、代表：青木要祐）の成
果を含むものである。
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1. 研究の背景

後期更新世末、狩猟具として細石刃が日本列島に登場
した。細石刃は、骨や木などの軸を用意し、その側縁に作
り出した溝に埋め込むことで、組み合わせ石器の刃部とし
ての用途を果たす。その替刃としての機能性と大量生産に
適った性質から、列島の全域に広まった。細石刃自体は地
域をこえて共通の姿形をとるが、細石核の形態は多様であ
る。列島を舞台とした複雑な文化交替や人類集団の移動・
行動が背景にあったことが想起される。

東海地方西部は研究史上、細石刃が希薄な地域ととら
えられることが多い。これは、旧石器時代遺物包含層が検
出されにくいことが原因として挙げられよう。それゆえ本
フィールドでは、当該時期における人類集団の活動を詳細
に描写するには、資料数や検討材料が不足している。

しかし、石器出土の事例は数少なくとも、長年にわたっ
て蓄積されてきた表面採集品は多く存在する。また東海地
方西部でのみ見られる特殊な形態の細石核も散見される。
美濃帯からはチャートが、岐阜県下呂市湯ヶ峰からは下呂
石が供給されるので、石材供給の点でも不自由はない。

近畿地方、東海地方西部では細石刃関連資料の蓄積が
少なく、研究の空白域になっている。細石刃文化期の描写
が乏しい東海地方西部に焦点を合わせることで、当該時期
の人類集団の移動・行動、その背景にある戦略や社会性が
より詳細に復原可能である。本発表では対象となる遺跡を
紹介し、細石刃剝離技術と使用石材を簡易に記述する。

2. 対象と方法

本研究では、岐阜県南部および愛知県北部に残されて
いる細石刃文化期の遺跡と資料を対象とする。実見が叶っ
た赤土坂遺跡（岐阜県関市）、海老山遺跡（岐阜県富加
町）、北野遺跡（岐阜県富加町）、入鹿池遺跡（愛知県犬山
市）の 4遺跡を取り扱う。前 3者は長良川・津保川中流域、
入鹿池遺跡は木曽川中流域に位置している（図 1）。

赤土坂遺跡と海老山遺跡は発掘調査による出土品、北
野遺跡と入鹿池遺跡は表面採集品を取り扱っている。細石
刃剝離の技術が最も表れるのはその残核であるため、その
観察を重視する。原礫から細石刃剝離までの過程を復原し、
採用された細石刃剝離技術を遺跡ごとに記述する。

3.  結果 （図 2）

●長良川 ・ 津保川中流域

　海老山遺跡の細石核は単剝離面を打面とし、細石刃剝離
は周縁的に実施され、残核が円錐形を呈するものが豊富に
見られる。これらは東海地方西部でのみ見ることが可能な、
海老山型細石核（鈴木 1979）である。隣接する北野遺跡
では丹念な打面作出に加え、細石刃剝離が打面の一端に集
中的に施され、裏面に細石刃ではない剝離痕跡や原礫面を
残す、野岳・休場型細石核（鈴木 1971）が確認されている。
赤土坂遺跡では野岳・休場型細石核が見られ、作業面再生
の実施を示唆する剝片も残っている。上記 3遺跡で使用さ
れる石器石材について、すべてがチャート製である。
●木曽川中流域

　入鹿池遺跡では打面が単剝離面の典型的な海老山型細石
核と、打面再生が認められる野岳・休場型細石核の両者が
ある。作業面再生時に発生した剝片に二次加工を加えた石
器も存在する。すべてチャート製である。

4. 議論

濃尾平野の北を流れる二つの大河川、長良川と木曽川
の中流域には、西南日本に分布圏を持つ「野岳・休場型細
石核」と、「船野型細石核」（橘 1973）の一種とみなされ
る海老山型細石核が混在している。一方で石材は、いずれ
の遺跡でもチャートが使用されている。極めて狭小な範囲
内で同一石材を用いつつも多様性に富んだ細石刃文化が興
隆している現状は、他地域から伝播してきた複数の細石刃
剝離技術が、本地域に定着していった過程を示している。
　両技術ともに九州地方から伝播したとされるが、本地域
に到達した時期差にどれほど迫れるか、これらは細石核の
消費過程の差と捉えられないのかが、今後の課題となる。
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図２. 長良川 ・ 津保川と木曽川中流域の細石刃関連資料
1・2 ： 海老山遺跡　3 ： 北野遺跡　4・5 ： 赤土坂遺跡　　6-8 ： 入鹿池遺跡

図 1. 長良川 ・ 津保川と木曽川中流域の細石刃関連遺跡
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1. はじめに

本稿は細石刃を用いた植刃槍の投射実験の結果を報告

するものである。筆者は、次の見通しを得るために試験的

な実験を行った。（１）植刃された細石刃に形成される衝

撃剝離パターンの把握、（２）衝撃剝離痕跡のある細石刃

が遺跡から回収される可能性、である。なお、ここでは刺

突・投射の衝撃によって生じた痕跡を広義の衝撃剝離痕跡

として表記する。

2. 実験

(1) 部材と方法

細石刃を装備した鹿角製のポイントは、サブシャフトを

用いてメインシャフトに取り付けた。準備したメインシャ

フトは 1 本で、長さ 182cm、直径 1.5cm の丸棒で重さは

215g である。サブシャフトは長さ約 15cm で、うち約５

cm の範囲がソケット状に加工したメインシャフトに差し

33g（平均約 24g）である。形態は基部側に長さ約 2.5cm

の茎をもつ 6 点（参考：デンマーク・マグレモーゼ遺跡

出土の鹿角製銛先）と、紡錘形 2 点（参考：小畑 1992・

1993）である。細石刃を装着する溝は 7本が両側縁、1本

が片側縁に深さは最大約 2 〜 3mmで設けた。

サブシャフトの形態はソケット状（有茎ポイント 4点）、

U 字状（有茎ポイント２点、紡錘形１点）、L 字状（紡錘

形 1点）がある。接着剤は全て松脂を使用し、ソケット状

以外のものは松脂に加えて樹皮（桜）か麻紐で周囲を固定

した。

細石刃は長さ 4cm 未満の黒曜岩製稜柱形細石刃核から

製作し、必要に応じて折り取り、一側縁に 3 〜 6 点が松

脂によってポイントに固定された。使用した細石刃 69 点

のうち、完形品が 30 点（装着時は打点側が槍の基部方向）、

欠損品が 39 点（折面側が槍の基部方向 12 点、先端部方

向 20 点、上下方向 7点）である。

込まれた（接着剤なし）。サブ

シャフト1本につき鹿角製ポイ

ント 1 点がセットで着柄され、

投射実験では随時メインシャフ

トへ取り付けて使用した。槍の

全長は約 205cm、重さ約 250g

で槍の重心は中心よりもやや前

方に位置する。これは民族誌

データにおける投槍器用の槍の

一般的な規格に収まるものであ

る（Cattelain 1997）。鹿角製ポ

イントは、ニホンジカの落ち角

4 本から計 8 本製作した。長さ

約15cm、最大幅1.6〜2.0cm（平

均約1.8cm）、厚さ0.85〜1.3cm

（平均約 1.1cm）、重さ約 17 〜 図１. 投射実験の様子



88

　細石刃石器群発見 70 周年記念

使用した投槍器は、エル・ミロン洞窟（スペイン）出

土の槍投げ用の角製フック（Gonzalez Morales and Straus　

2009）と、北極圏の投槍器に関する民族誌（Cattelain　

1997）を参考に作成した。投槍器は長さ 42cm、重さ

102g である。

実験は 2023 年 10 月 11 日に無風の農業用のビニールハ

ウス内で行われた。地面は耕作土である。ターゲットは死

後約 30 時間が経過した皮と内臓を除去したニホンジカを

使用した。狩猟成功率の高い「ブロードサイドショット」

（Wood and Fitzhugh 2018）を想定し、ターゲットの左脇

腹を正面に据えて吊るし、上下で固定した。投射は全て投

槍器を使用してターゲットから約５m の距離から槍 1 本

につき、1 回実施した（図１）。すなわち、槍は以上の条

件下において最高速度に近い地点でターゲットと接触する

よう計画された。

(2) 経過

細石刃の回収率を高めるため、3 投目以降からターゲッ

トの下にビニールシートが敷かれた。また、５〜 8 投目

は除去した鹿皮をターゲットに覆い被せて投射を行った。 

計 8回の投射が行われ、5回はターゲットの胴体に命中し、

そのうち 2 回が貫通した（3 投目と４投目）。3 投目では

槍が両肋骨間を貫通し、細石刃には肋骨との接触で生じた

と思われる顕著な剝離痕跡が認められた。なお、３投目に

使用した細石刃は衝撃により全て槍から外れてターゲット

直下に散らばった。

3. 結果

(1) 顕微鏡観察

３投目の投射で使用した細石刃を対象に実体顕微鏡で

の観察を行った。撮影はデジタルカメラ（Nikon D5300）

を搭載した実体顕微鏡（Nikon SMZ800N）を使用した。

観察された剝離痕跡は、A：側縁から斜行または直交し、

剝離面末端がステップやヒンジで収束する曲げ剝離痕跡

（図２−②③④⑤）、B：端部から側縁に沿って形成される

剝離面末端がヒンジで収束する彫器状剝離痕跡（図２−①）

である。また、タイプ A には、両面への斜行する連続剝

離痕跡（図２−②③）や、ヒンジで収束する剝離面末端部

からの剝離痕跡（図２−⑤）が特徴的に観察された。B は

１例のみであるが、パーカッションのない滑らかな剝離開

始部が見られた（図２−①）。

(2) 衝撃剝離痕跡の発生頻度

ポイントに取り付けた細石刃 69 点のうち、57 点が回収

された（回収率 82.6%）。投射後に槍に残されなかった細

石刃は 30 点（43.8%）で、ターゲットに命中した槍では

42 点中 23 点（54.8%）がその衝撃で外れた。投射によっ

て何らかの巨視的な剝離痕跡が形成された細石刃は、回収

された細石刃では 57 点中 15 点（26. ３%）、ターゲット

に接触した細石刃では 28 点中 13 点（46.4%）、ターゲッ

トに接触後も槍に残されていた細石刃では 19 点中 4 点

（21.1%）である。なお、3 投目で特徴的な剝離痕跡が形

成された細石刃は回収できたもので 3点あり、使用した細

石刃のわずか 4.3% であった。

図 2． 衝撃剥離痕が生じた試料
（3 投目の槍先右側縁部の細石刃） ①彫器状剥離痕跡， ② ・ ③表裏両面

への遮光する連続剥離痕跡、 ④直行する曲げ剥離痕跡， ⑤ヒンジ収束の曲げ

剥離痕跡と縁辺部からの剥離痕跡
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4. 考察

本実験で観察された衝撃剝離痕跡 A と B の両タイプは、

既にナイフ形石器や、背付き細石器、背付き小石刃の投射

実験で報告がなされている（御堂島 2005；Yaroshevich et 

al. 2010；Pétillon et al. 2011 ）。特にタイプAの連続的な

剝離痕跡は、骨などの対象物に石器の鋭い刃部がこすれる

ように接触したことで生じる可能性が指摘されており（御

堂島 2005）、本実験においても同様な成因が認められた。

さらに、上記の先行研究の結果は、Aタイプの剝離痕跡と、

槍や矢の進行方向に対して石器の鋭い刃部が平行または斜

行するような装着方法との高い関連性を示しており、斜刃

や側刃として投射された石器の推定に有効な指標となる可

能性がある。今後、更なる実験データの蓄積と、信頼性の
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山形県大石田町角二山遺跡における珪質頁岩製細石刃の剥離技術

－東北大学考古学研究室発掘調査資料を中心に－
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１．はじめに
これまで日本における細石刃の剝離技術の分析は黒曜

石製の細石刃を中心に石器製作実験やフラクチャー・ウィ
ングを通じて行われた（大沼・久保田 1992、大場 2014・
2019、高倉 2015）。

この先行研究では細石刃製作に、動物角や骨、木など
軟質の剝離具（以下、押圧具）を用いて押し込む圧力で石
片を割る「押圧剝離」技術が用いられた可能性を指摘して
いる。

しかし、黒曜石という石材に限られた範囲でしか検討
が行われていないため、珪質頁岩をメインとする東北地方
の細石刃石器群に直接比較ができない。

そのため筆者は、珪質頁岩製細石刃がどのような押圧
具やジェスチャーによって製作されたのかを総合的に復元
することを試みた。

２．分析対象と方法
本研究で対象とした資料は、東北大学考古学研究室が

2017 年から 2020 年まで調査した山形県大石田町角二山
遺跡（青木ほか 2017 など）出土の細石刃 40 点と細石刃
核 3 点（札滑型 2 点、ホロカ型 1 点）である。これら資
料はすべて珪質頁岩を素材とし、それぞれ第 1 と第 3 石
器集中部分で発掘されたものである。

そして、剥離具や剥離方法の復元を目的とし、上述し
た資料に残された製作痕跡（剝離開始部の形状、刃部と末
端の潰れや偶発剝離）の特徴をまとめた。また、細石刃の
製作実験を行い、発生した製作痕跡のパターンを比較検討
した。

製作実験では珪質頁岩（山形県最上川採取）の原石を
石核（札滑型・ホロカ型）とし、鹿角（エゾジカ）と、木

（ツゲ）の 2 種類の押圧具を用いた「押圧剝離」による細
石刃製作を行った。また、製作の際には細石刃核を固定す
るためツゲの木で作られた “L” 字状固定具に付けた状態
で剝離を行い、それぞれの押圧具ごとに 40 点の細石刃を
剝離し、合計 80 点の実験試料に現れる製作痕跡や剝離事
故の痕跡をまとめ遺物と比較分析を行った。

３．分析結果
製作実験の結果、鹿角と木の押圧具で作られた細石刃

にそれぞれの剝離開始部に弧状に突出したリップが盛り上
がる特徴が確認された。また、実験製作時に固定具を用い
た影響により、剝がされた細石刃に横割れや刃部末端から
の偶発剝離が発生した。特に、木製押圧具では刃部が直線
的・規則的な完形の細石刃を連続剝離することが鹿角製押
圧具による剝離より混乱であった。

そして、細石刃核では血瘤状のバルブが確認されるこ
とに加え、末端がヒンジ状に終わる特徴が確認された。こ
の特徴も実験製作時に固定具を用いた影響により発生した
ものと考えられる。

こうした結果に基づいて、角二山遺跡出土の細石刃と
細石刃核で観察された痕跡と比較した。その結果、角二山
遺跡出土の珪質頁岩製細石刃の製作には鹿角製押圧具を用
いた押圧剝離によって製作された可能性が高いと考えられ
る。

しかし、実験試料と違い細石刃と細石刃核における血
瘤状のバルブの未発達や刃部と末端の潰れや偶発剝離が確
認されない特徴から筆者の製作実験とは異なる固定方法・
ジェスチャーなどに影響されたと考えられる。

今後は、押圧具の形状や石核保持のジェスチャーを変
えながら珪質頁岩製細石刃石器群における同様の分析事例
を増やし、当該期の細石刃製作技術に関するさらなる実態
解明に取り組む必要がある。
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北方系細石刃石器群の南下経路と荒屋遺跡の位置
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1. 魚沼地域における北方系細石刃石器群の南下経路

魚沼地域では、南北に広がる魚沼丘陵を挟み、西に信濃

川、東に魚野川が北流し、その流域には北国脇街道、三国街

道が整備された。ここが人流・物流において重要な役割を

果たしてきたことは、考古資料からもうかがうことができ、

北方系細石刃石器群においても重要な南下経路であったと

みられる（堤 2021、加藤 2022）。

と比べても珪質頁岩への固執が顕著で、消費による小型化

が進行しても代用石材は認められない。石材環境に恵まれ

ない南関東に向かうベクトルは、中部高地の黒曜石原産地

に向かうベクトルとは異質といえよう。鹿又（2011）がい

うように「石器を消費し尽くす前に、原産地である東北地

方日本海側へと回帰したことを示す」のであろうか。諸星

信濃川- 千曲川流域は、新潟県から長野

県に通ずる大動脈である。信濃川上流域で

は正面中島遺跡・上原E 遺跡等、千曲川上

流域では中ッ原５B・１G 遺跡・柏垂遺跡

が存在し、中ッ原遺跡群が所在する野辺山

高原が、流域における北方系石器群の南限

となる。これらの石器群においては、東北

産の珪質頁岩や黒曜石が特徴的に用いら

れるが、信濃川上流域では在地産の頁岩が

補填される。千曲川上流域まで南下すると

珪質頁岩がわずかとなり、信州産の黒曜石

やチャートに置き換わる。珪質頁岩の利用

を基本としながらも、石材の不足を在地石

材で補った様子を理解できよう。この流域

に東北地方と信州の石材原産地の間を往

還する経路をうかがうことができ（佐藤

2003）、その南端にあたる中部高地の黒曜

石原産地が石材の動態における分水嶺とな

る（加藤 2009）。

魚野川流域は、三国山脈を越え関東平野

に通ずる経路であり、流域には月岡遺跡、上

ノ台Ⅰ遺跡、大刈野遺跡が存在する。三国山

脈を越えて利根川沿いに南関東地方まで

南下しても、東北産の珪質頁岩への強いこ

だわりが認められる。信濃川- 千曲川流域

図１. 北方系細石刃石器群の分布と南下経路
　　　国土地理院陰影起伏図（https://maps.gsi.go.jp/）に川だけ地形図

（http://www.gridscapes.net/#AllRiversAllLakesTopography）を合成して作成
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（2022）は魚沼地域を「関東石器群の故地の一つ」とするが

筆者も同様に考えており、荒屋遺跡をその中核的な存在と

みておきたい。

一方、群馬県内における黒曜石の産地同定の結果は複雑

な様相を示す。八ヶ入遺跡では箱根畑宿産 13 点・神津島

恩馳島産 2 点・和田高松沢産 1 点（関口 2010、須藤ほか

2021）、頭無遺跡では箱根畑宿産5点・神津島恩馳島産1点、

（須藤ほか 2021）、鳥取福蔵寺遺跡では諏訪星ヶ台産 4 点

（須藤ほか 2021）、馬見岡遺跡では黒曜石 182 点すべてが

和田（小淵沢）産（勢藤・村田 2010）と判別されている。

これらは南下・北上の経路から大きく離れており、かつ稜

柱系石器群の主要石材の産地構成と一致する。この状況を

須藤ほか（2021）は、生業地を共有した異集団間（削片系・

稜柱系間）の「贈与交換」によるものと考えている。黒曜

石の産地構成は、削片系と稜柱系を単純に二分して整理で

きないこと、南下・北上という動態だけでは整理できない

ことを示している。

2. 荒屋遺跡の位置

「北陸最大級の北方系細石刃文化の拠点」（沢田 2014）

とされる荒屋遺跡は、信濃川と魚野川の合流点に位置する。

狩猟・漁撈・植物採集活動の拠点（芹沢・須藤編 2003）

とされるが、前面に広がる２つの大河の合流点は、生業に

おいて格好の条件にあったとみられる。

加えて、信州と関東に向かう２つの南下経路の分岐点

にあたることにも注意したい。荒屋遺跡における膨大な数

量の石器石材は、東北産の珪質頁岩とみられる（秦 2007、

沢田 2014）。荒屋遺跡は、珪質頁岩製石器を携行して南下

するうえでの中継地となり、石材を供給する役割を果たし

た可能性も考えられる。珪質頁岩の原産地と消費地である

関東・信州をつなぐ「中継製作遺跡」（小菅 2018）と評価

できようか。

一方、荒屋遺跡で少数認められる黒曜石は、信州産 6

点と板山産 1 点が判別されている（立木編 1996、鹿又ほ

か 2015）。数少ない黒曜石においても、南下・北上の双方

向的な動態をみてとれるが、荒屋遺跡以北では信州産黒曜

石の利用が一層減少する。荒屋遺跡は、北上における分岐

点の一つとなった可能性がある。北方系細石刃石器群にお

いては、南下に注目しがちであるが、北上における荒屋遺

跡の位置付けも重要な課題といえよう。
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